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2024/3/1

2024/3/1 人事委員会事務局職員課職員班 令和６年度静岡県職員採用試験(大学卒業程度早期試験)土木・農業土木・建築・薬剤師の申込受付開始！

2024/3/1 選挙管理委員会選挙管理委員会事務局書記 浜松市の行政区再編に伴う静岡県議会議員の所属選挙区を定めるくじの実施について

2024/3/1 議会事務局政策調査課政策調査課 県議会特別委員会の開催

2024/3/1 経済産業部農地保全課 ＃しずおかむらたび2023Instagramフォトコンテスト 年間賞が決定しました！

2024/3/1 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（2/23～2/29）

2024/3/1 経済産業部職業能力開発課職業能力開発班 経済産業部所管担い手養成施設知事褒賞受賞者の決定

2024/3/1 経済産業部エネルギー政策課エネルギー政策班 『太陽光パネル・蓄電池』の共同購入 参加者を募集します！ （静岡県太陽光発電設備等共同購入支援事業）

2024/3/1 経済産業部新産業集積課技術振興班 【取材依頼】駿河湾を横断！災害時を想定した無人ヘリの実証実験を実施します！

2024/3/1 経済産業部産業政策課産業政策課 森の力再生事業評価委員会の検証・評価結果及び提言が報告されます

2024/3/1 健康福祉部健康増進課健康福祉部健康局健康増進課 血圧測定習慣化促進事業 実証事業結果の報告と意見交換を開催します

2024/3/1 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第113報】

2024/3/1 健康福祉部感染症対策課感染症対策班 子ども予防接種週間がはじまります。

2024/3/1 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第27報】（３月１日10時00分現在）

2024/3/1 スポーツ・文化観光部観光振興課観光振興班 「浜名湖花博２０２４ＰＲ大使」の委嘱

2024/3/1 スポーツ・文化観光部大学課大学・学術班
【当日取材希望】県が初めて実施した静岡県キャリア教育プログラムの成果を大学生１、２年生が発表します！～静岡県キャリア
教育プログラム事後学習の開催～

2024/3/1 くらし・環境部男女共同参画課男女共同参画班 「大切にしよう 自分の身体と権利」 リプロダクティブ・ヘルス/ライツ啓発パンフレットを作成しました

2024/3/1 経営管理部中部地域局地域課鈴木 大井川流域でサイクルモニターツアーを開催！

2024/3/1 経営管理部税務課税務課、静岡財務事務所自動車税課 静岡財務事務所における自動車税還付金通知書の誤送付

2024/3/1 危機管理部危機政策課危機報道官 【第23報】令和６年能登半島地震への本県の支援（３月１日現在）

2024/3/1 知事直轄組織多文化共生課旅券班 縣 裕子氏（静岡県会計年度任用職員）が「都道府県旅券事務功労者表彰」を受賞しました！

2024/3/1 知事直轄組織データ活用推進課データ活用推進班 静岡県の日本一を集めた「Myしずおか日本一」の2024年版リーフレットが完成しました！

2024/3/4

2024/3/4 選挙管理委員会選挙管理委員会事務局書記 静岡県の選挙人名簿登録者数（3月定時登録）

2024/3/4 経済産業部漁業高等学園教務班 令和５年度 漁業高等学園卒業式

2024/3/4 経済産業部職業能力開発課ものづくり人材班 第32回技能グランプリで静岡県選手10人が入賞しました！

2024/3/4 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第114報】

2024/3/4
スポーツ・文化観光部ふじのくに地球環境史ミュージアム企画総務
課企画総務課

【参加者募集】ふじのくに地球環境史ミュージアム2024春「連続講座」の開催のお知らせ

2024/3/4 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課事業推進班 【開催中止】初開催！静岡県ランバイクレース「ふじさんっこCUP」参加者募集中

2024/3/4 知事直轄組織東京事務所渉外広報班 フィンランド共和国 国会議員代表団が知事を表敬訪問します！

2024/3/5

2024/3/5 教育委員会教育政策課政策推進班 県信用金庫協会による「ふじのくにグローバル人材育成基金」への寄附に対し感謝状を授与

2024/3/5 監査委員事務局監査課監査班 監査結果の公表（令和５年度第４回）

2024/3/5 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会令和６年２月定例会常任委員会の開催

2024/3/5 交通基盤部河川企画課海岸企画班 掛川市の沿岸部の一部を「津波災害警戒区域」に指定

2024/3/5 交通基盤部建設政策課イノベーション推進班 ふじのくにi-Construction推進支援協議会（令和５年度第２回）を開催します

2024/3/5 経済産業部浜松技術専門校訓練課機械班 浜松技術専門校 令和５年度修了式を開催します。

2024/3/5 経済産業部富士農林事務所農村整備課農村計画班 白糸の里「富士山白糸平成棚田祭り」が開催されます！
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2024/3/5 経済産業部産業政策課産業成長戦略推進班 県内の魅力ある企業群の情報を発信！

2024/3/5 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第115報】

2024/3/5 危機管理部危機情報課静岡県地震防災センター 「第162回ふじのくに防災学講座」を開催します！

2024/3/5 危機管理部危機政策課危機報道官 【第24報】令和６年能登半島地震への本県の支援について（３月５日現在）

2024/3/6

2024/3/6 交通基盤部建設業課建設業班 工事請負契約等に係る入札参加停止

2024/3/6 経済産業部新産業集積課 【取材依頼】ファルマバレープロジェクトセミナーの開催

2024/3/6 健康福祉部薬事課薬事課薬物対策班 静岡県薬物の濫用の防止に関する条例に基づき、新たに３物質を知事指定薬物として指定しました

2024/3/6 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第116報】

2024/3/6 健康福祉部介護保険課介護人材班 【取材依頼】介護現場における業務改善の取組 モデル事業所成果報告会を開催します！

2024/3/6 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課久保田 内閣府個別避難計画モデル事業アドバイザリーボード座長鍵屋氏を招き、市町取組報告会を実施します！

2024/3/6
スポーツ・文化観光部ふじのくに地球環境史ミュージアム企画総務
課

【当日取材依頼】令和５年度第２回ふじのくに地球環境史ミュ－ジアム運営協議会の開催

2024/3/6 くらし・環境部環境政策課企画班 令和５年度静岡県環境教育ネットワーク推進会議を開催します

2024/3/6 くらし・環境部住まいづくり課計画班 新設住宅着工統計令和６年１月の主な動向

2024/3/6 くらし・環境部県民生活課消費者支援班 令和５年度第２回ふじのくに消費者教育推進県域協議会の開催

2024/3/6 経営管理部地域振興課地域づくり班 【日程変更】過疎市町への支援として『ドローンを活用した物資輸送の試験飛行』を実施します（詳細決定）

2024/3/6 経営管理部人事課監察班 県職員（知事部局）の懲戒処分

2024/3/6 経営管理部人事課監察班 県職員（知事部局）の懲戒処分

2024/3/6 知事直轄組織財政課計画班 令和５年度第11回、第12回（5年）公募公債の発行

2024/3/6 知事直轄組織広聴広報課企画報道班 「第３回山の洲(やまのくに)ビジュアルアワード」受賞22作品が決定！

2024/3/7

2024/3/7 教育委員会高校教育課指導第１班 「常葉大学と静岡県教育委員会との探究的な学習に関する連携協定」締結式を行います！

2024/3/7 教育委員会教育総務課教育総務課勤務条件・監察班 不祥事根絶に向けた学校教育団体等と教育長との懇談会の開催

2024/3/7 議会事務局政策調査課政策調査課 県議会だより写真・題字コンクール表彰式の開催（取材案内）

2024/3/7 交通基盤部港湾企画課港湾計画班 御前崎港を脱炭素化！～協議会開催～

2024/3/7 経済産業部地域産業課地域産業班 「しずおかプロダクツ フォーラム」キックオフセミナーを開催します！

2024/3/7 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第117報】

2024/3/7 スポーツ・文化観光部大学課大学・学術班 静岡県公立大学法人（静岡県立大学）の理事長兼学長予定者の決定

2024/3/7 スポーツ・文化観光部世界遺産課交流・継承班 第26回富士山世界文化遺産協議会作業部会の開催

2024/3/7 スポーツ・文化観光部世界遺産課交流・継承班 富士山とその周辺の環境保全活動のための寄附金目録贈呈式の開催

2024/3/8

2024/3/8 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 県立高等学校の在り方に係る地域協議会（沼駿地区沼津部会）の開催

2024/3/8 議会事務局政策調査課政策調査課 県議会特別委員会の開催

2024/3/8 企業局水道企画課企画調査班 能登半島地震の水道被害を復旧支援！ “現場の今”を報告します。

2024/3/8 交通基盤部地域交通課松井 第６回静岡県地域公共交通活性化協議会の開催

2024/3/8 交通基盤部港湾企画課港湾計画班 田子の浦港を脱炭素化！～準備会開催～

2024/3/8 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（3/1～3/7）

2024/3/8 経済産業部農業ビジネス課経営基盤強化推進班 第３回荒廃農地調査のDX化推進研究会の開催
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2024/3/8 経済産業部産業政策課産業政策班 【当日取材希望】価格交渉支援セミナーを開催！

2024/3/8 健康福祉部薬事課薬事企画班 令和５年度静岡県献血推進協議会の開催

2024/3/8 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス感染症の感染拡大注意報の解除等

2024/3/8 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第118報】

2024/3/8 スポーツ・文化観光部空港管理課地域連携班 第４回富士山静岡空港脱炭素化推進協議会の開催

2024/3/8 スポーツ・文化観光部文化財課文化資源活用班 「南禅寺伝来諸像２６軀（附・１５軀含む。）」が国重要有形文化財美術工芸品（彫刻）に指定されます！

2024/3/8 スポーツ・文化観光部文化財課文化資源活用班 新たに国登録有形文化財建造物５件が登録されます！

2024/3/8 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポーツ班 スポーツ栄養士中野ヤスコ氏によるスポーツ食育講座

2024/3/8 くらし・環境部環境政策課企画班
「静岡県SDGsビジネスアワード2023」成果発表会＆表彰式を開催します！ ～３か月間のブラッシュアップを経た９団体が最終
の事業アイデアを発表～

2024/3/8 経営管理部西部地域局地域課 【修正】静岡ＳＳＵボニータ（女子サッカー）の新監督と選手がリーグ開幕戦を前に県知事を訪問

2024/3/8 危機管理部原子安全対策課原子力安全対策班 令和５年度第２回静岡県原子力発電所環境安全協議会本会議等の開催

2024/3/8 危機管理部危機情報課危機管理部 危機情報課 地域防災活動推進委員会年間活動報告及び退任委員への感謝状贈呈式の開催

2024/3/8 危機管理部危機政策課危機報道官 【第25報】令和６年能登半島地震への本県の支援（３月８日現在）

2024/3/10

2024/3/10 危機管理部危機対策課対策班 令和５年度津波避難訓練の実施結果（速報）

2024/3/11

2024/3/11 教育委員会教育政策課政策推進班 探究を伴う高校生の留学を支援！生徒・保護者向け説明会を開催します

2024/3/11 がんセンター局がんセンタマネジメントセンター 医療広報担当 2023年度 認定看護師教育課程 修了式の開催

2024/3/11 交通基盤部技術調査課技術調査班
県・市町が公共工事の入札・発注事務について意見交換します。 －中部ブロック発注者協議会静岡県部会（令和５年度第２回）
のWEB開催－

2024/3/11 交通基盤部建設政策課企画班 子どもたちが描いた夢のある“みらいのまち”をカレンダーにしました！

2024/3/11 経済産業部お茶振興課瀧本 令和５年度「小中学校の児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する県民会議」を開催します。

2024/3/11 経済産業部お茶振興課世界緑茶班 「第９回世界お茶まつり」実行委員会(第２回)を開催

2024/3/11 経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーション推進班 「SHIP１周年ありがとうイベント～軌跡のご報告と次のワクワクへのお誘い～」開催

2024/3/11 健康福祉部衛生課食品監視班 食品検査情報（第10報）

2024/3/11 健康福祉部衛生課食品監視班 令和５年度流通食品の放射性物質検査結果（第９報）

2024/3/11 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第119報】

2024/3/11 健康福祉部障害者政策課健康福祉部障害者支援局障害者政策課 ふじのくに福産品の新商品を開発しました。開発事業所が森副知事を表敬訪問します。

2024/3/11 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課 令和６年能登半島地震対応について、静岡県DHEAT派遣振り返り会を実施します！

2024/3/11 スポーツ・文化観光部文化財課文化財地域支援班 【取材依頼3/15】「文化財ガイド研修会」を焼津市の花沢の里で開催！！

2024/3/11 くらし・環境部環境政策課地球環境班 高校生10チームが脱炭素アクションに関する発表を行います！

2024/3/11 くらし・環境部男女共同参画課男女共同参画班 （当日取材のお願い）「働く女性の健康課題を考えるセミナー」を開催します

2024/3/11 経営管理部西部地域局地域課 【修正】静岡ＳＳＵボニータ（女子サッカー）の新監督と選手がリーグ開幕戦を前に県知事を訪問

2024/3/11 経営管理部地域振興課地域づくり班 【日程変更】過疎市町への支援として『ドローンを活用した物資輸送の試験飛行』を実施します（詳細決定）

2024/3/11 危機管理部危機対策課危機対策課長 令和５年度静岡県指揮官会議の開催

2024/3/11 知事直轄組織地域外交課海外交流班、静岡県台湾事務所 台湾全土のファミリーマートで大型広告キャンペーンを実施

2024/3/11 知事直轄組織デジタル戦略課デジタル戦略班 令和５年度第２回デジタル戦略推進本部会議を開催します

2024/3/12

2024/3/12 出納局用度課物品班 物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止



発表日 部局 所属   タイトル

2024/3/12 交通基盤部公園緑地課都市公園管理班 静岡県都市公園外部評価委員会、懇話会を開催します

2024/3/12 交通基盤部河川企画課海岸企画班 清水海岸三保地区の景観改善に関する技術的課題について検討します

2024/3/12 交通基盤部河川企画課海岸企画班 「第27回遠州灘沿岸侵食対策検討委員会」の開催

2024/3/12 交通基盤部技術調査課技術調査課 第４回みらいの県土研究会を開催します。

2024/3/12 経済産業部地域産業課地域産業班 【取材依頼】大学生と伝統工芸職人の連携による新商品の試作発表会を開催します

2024/3/12 経済産業部商工振興課総務班 元気な企業実態調査報告書の発行

2024/3/12 経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーション推進班 デジタル・イノベーション人材育成プログラム in 静岡 第2期 修了式を開催します！

2024/3/12 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第120報】

2024/3/12 健康福祉部こども家庭課ひとり親支援班 静岡県子どもの居場所応援基金への寄附金目録贈呈式（大正製薬株式会社）

2024/3/12 危機管理部危機情報課伊藤 令和５年度南海トラフ地震に関する県民意識調査結果（概要）

2024/3/12 知事直轄組織総合政策課政策推進班 令和５年度第３回静岡県物流ビジョン推進本部会議を開催します

2024/3/13

2024/3/13 経済産業部職業能力開発課ものづくり人材班 第32回技能グランプリ入賞者等表彰式を開催します！

2024/3/13 経済産業部マーケティング課食の魅力創造班 「優良ふるさと食品中央コンクール」農林水産省大臣官房長賞の受賞者が知事を表敬訪問します

2024/3/13 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第121報】

2024/3/13 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポーツ班 公益財団法人日本サッカー協会田嶋幸三会長による知事訪問

2024/3/13 経営管理部総務局清水 庁内検証委員会報告書等の公表

2024/3/13 危機管理部危機報道官危機報道官 中部９県１市災害時等応援協定に係る連絡会議

2024/3/13 危機管理部危機政策課危機報道官 【第26報】令和６年能登半島地震への本県の支援（３月13日現在）

2024/3/14

2024/3/14 教育委員会高校教育課指導第１班 令和６年度静岡県公立高等学校入学者選抜（一般選抜等）の合格者発表状況等

2024/3/14 議会事務局政策調査課政策調査課 県議会だより写真・題字コンクール入賞者の決定

2024/3/14 交通基盤部土木防災課加藤 【訂正】令和５年度静岡県水防協議会を開催します

2024/3/14
経済産業部工研富技支援セ製紙科工業技術研究所富士工業技術支援
センター製紙科

遠州織物をリサイクルした紙を開発しました

2024/3/14 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第122報】

2024/3/14 健康福祉部障害福祉課知的障害福祉班 令和５年度第２回 静岡県発達障害者支援地域協議会の開催

2024/3/14 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポーツ班 静岡県障害者スポーツ応援隊が体験イベントでパラスポーツの魅力を発信します！

2024/3/14 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 （一社）静岡県自動車会議所様から、交通安全 ・防犯啓発品の寄贈を受けます！

2024/3/14 知事直轄組織多文化共生課多文化共生班 オンライン上でいつでも、楽しく「やさしい日本語」を学ぶことができます！「やさしい日本語」eラーニングページ作成

2024/3/14 知事直轄組織総合政策課フロンティア推進班 令和５年度“ふじのくに”のフロンティアを拓く推進会議（本部員会議）を開催します

2024/3/15

2024/3/15 教育委員会社会教育課地域家庭班 令和５年度「ふじのくに家庭教育支援推進企業教育長表彰」表彰式を開催します

2024/3/15 交通基盤部港湾企画課 清水港を脱炭素化！～協議会開催～

2024/3/15 交通基盤部土木防災課加藤 【訂正】令和５年度静岡県水防協議会を開催します

2024/3/15 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（3/8～3/14）

2024/3/15 経済産業部新産業集積課技術振興班 【取材依頼】静岡大学セルロース循環経済研究所の全体会議を開催

2024/3/15 経済産業部新産業集積課新産業集積班 伊豆の温泉活用を考える！ＩＣＯＩプロジェクト成果発表会を開催します！

2024/3/15 経済産業部産業政策課産業政策課 地域経済牽引事業計画を承認しました



発表日 部局 所属   タイトル

2024/3/15 健康福祉部健康政策課健康企画班
【取材依頼】スーパーマーケット、調味料製造メーカーが県と協働して、県民の野菜摂取増を応援！～【野菜マシマシキャンペー
ン】の開催～

2024/3/15 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第123報】

2024/3/15 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザの流行が再び注意報レベルとなりました！

2024/3/15 健康福祉部こども未来課少子化対策班 オール県庁で子どもと子育て家庭を支援していくため令和５年度第２回「ふじさんっこ応援推進本部」を開催します

2024/3/15 スポーツ・文化観光部世界遺産課交流・継承班 令和５年度第２回静岡県安全快適な富士登山推進会議を開催します

2024/3/15 スポーツ・文化観光部文化財課河合 静岡県文化財保護審議会の開催～県指定文化財候補１件について審議します～

2024/3/15 スポーツ・文化観光部文化政策課文化政策班 旧ヴァンジ彫刻庭園美術館施設を活用した文化ネットワークの検討委員会の開催

2024/3/15 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポーツ班
【当日取材希望】草薙陸上競技場でパラスポーツイベント（パラサイクルイベント及びアスリート発掘プログラム）を開催しま
す！

2024/3/15 くらし・環境部環境ふれあい課緑化班 桜の開花情報を提供します！

2024/3/15
経営管理部行政経営課行政経営課 鈴木千世（ひとり１改革運動担
当） 人事課

職員表彰・「ひとり１改革運動」事例発表・年間表彰式の開催

2024/3/15 危機管理部危機情報課佐藤 静岡県立清水東高等学校において「地域防災活動知事褒賞」を伝達

2024/3/15 知事直轄組織デジタル戦略課デジタル戦略班 県独自のマイナンバー個別データ点検を実施します。

2024/3/18

2024/3/18 選挙管理委員会選挙管理委員会事務局書記 静岡県議会議員の所属選挙区の決定

2024/3/18 議会事務局議事課議会事務局 議事課 令和６年２月定例会の概要【結果】

2024/3/18
交通基盤部袋井土木事務所河川改良課交通基盤部 袋井土木事務所
河川改良課

仿僧川・今ノ浦川流域治水対策推進協議会の開催

2024/3/18 交通基盤部土地対策課土地対策班 令和６年地価公示結果の概要

2024/3/18 交通基盤部河川企画課河川企画課 熱海市を流れる５水系の川づくりを考える～「令和５年度第２回静岡県河川審議会」の開催 ～

2024/3/18 経済産業部農業戦略課農業戦略班 令和５年度第２回「静岡県食と農が支える豊かな暮らしづくり審議会」を開催します。

2024/3/18 経済産業部商工金融課制度資金班 新型コロナウイルス感染症に伴う中小企業への資金繰り支援の延長

2024/3/18 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第124報】

2024/3/18 健康福祉部地域医療課医師確保班 医師臨床研修・専門研修病院合同説明会を開催します

2024/3/18 健康福祉部地域福祉課人権同和対策室 令和５年度第２回静岡県人権会議の開催

2024/3/18
スポーツ・文化観光部空港振興局空港振興課、富士山静岡空港利用
促進協議会、富士山静岡空港株式会社

初のベトナム・双方向チャーター便運航に伴うお出迎え・お見送りと記念品の配布を行います！

2024/3/18 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 ガストロノミーツーリズム市町ポスターがサービスエリアに！

2024/3/18 スポーツ・文化観光部大学課大学・学術班 令和５年度 第３回静岡県公立大学法人評価委員会の開催

2024/3/18 くらし・環境部水資源課水道環境班 静岡県水道広域化推進プラン策定後、初の全体会議

2024/3/18 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 高校生が南アルプスの絶滅危惧種の種子増殖に取り組みます-学校法人静岡理工科大学 静岡北高等学校編-

2024/3/18 くらし・環境部環境ふれあい課緑化班 株式会社ヤタローと静岡県がしずおか未来の森サポーター協定を締結します！

2024/3/19

2024/3/19 教育委員会社会教育課青少年指導班 「富士スカウト章」を受章したボーイスカウトが知事を表敬訪問します

2024/3/19 教育委員会高校教育課指導第１班 令和６年度静岡県公立高等学校入学者選抜「再募集」における志願状況

2024/3/19 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 第５回県立高等学校の在り方に係る地域協議会（小笠地区）の開催

2024/3/19 交通基盤部地域交通課 第３回 大井川鐵道本線沿線における公共交通のあり方検討会の開催

2024/3/19 経済産業部農地計画課事業調整班 静岡県内で初となる「水環境文化賞」の受賞について知事へ報告します

2024/3/19 経済産業部労働雇用政策課労働政策班 令和５年度静岡県建設雇用改善優良事業所表彰式の実施

2024/3/19 健康福祉部新型コロナ対策推進課機動第２班、機動第３班 新型コロナウイルス感染症関係相談窓口の終了

2024/3/19 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第125報】



発表日 部局 所属   タイトル

2024/3/19 健康福祉部地域医療課医師確保班 令和６年度医学修学研修資金の新規募集を開始します！

2024/3/19 健康福祉部医療政策課医療企画班 令和５年度第３回静岡県医療審議会の開催

2024/3/19 健康福祉部障害者政策課障害者政策班 障害者施策推進と障害者差別に関する協議会を開催します。

2024/3/19 健康福祉部地域福祉課生活保護班 生活保護情報における個人番号の紐付け誤り

2024/3/19 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 令和５年度ふじのくに子ども観光大使認定式を開催します

2024/3/19 スポーツ・文化観光部総合教育課総合教育班 令和５年度第４回総合教育会議を開催します

2024/3/19 スポーツ・文化観光部文化財課文化資源活用班 静岡県文化財ポータルサイト「レガシズ」の本格運用を開始しました！

2024/3/19 スポーツ・文化観光部文化財課文化財地域支援班 令和５年度「しずおか遺産」認定証交付式の開催

2024/3/19
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課スポーツ振興課生涯・パラス
ポーツ班

【開催中止】車いすラグビー銅メダリストの若山英史選手が静岡ブルーレヴズのホームゲームに登場！

2024/3/19 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 「南アルプスが輝く未来デザイン」の策定

2024/3/19 知事直轄組織地域外交課海外交流班、静岡県台湾事務所 静岡県台湾事務所が台湾でプレゼントキャンペーンを実施中

2024/3/19
知事直轄組織総合政策課知事直轄組織政策推進局総合政策課総合政
策班 経済産業部就業支援局職業能力開発課ものづくり人材班

八洲物産株式会社からの寄附金寄贈

2024/3/21

2024/3/21 教育委員会静岡城北高校教頭 静岡城北高校書道部が介護施設で書道パフォーマンスを実施します！

2024/3/21 教育委員会社会教育課青少年指導班 「世界青年の船」事業の県内参加青年が教育長を表敬します

2024/3/21 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 第５回県立高等学校の在り方に係る地域協議会（賀茂地区）の開催

2024/3/21 教育委員会教育ＤＸ推進課教育ＤＸ推進課 子供たちのために、一緒に取り組みを ～学校における働き方改革の推進に関するメッセージ～

2024/3/21 交通基盤部砂防課3044 令和５年度「土砂災害防止に関する絵画・作文」コンクール表彰式を開催します！！

2024/3/21 交通基盤部砂防課砂防班 県内の土砂災害警戒区域等の候補箇所を公表します。

2024/3/21 交通基盤部建設政策課イノベーション推進班 「VIRTUAL SHIZUOKA」におけるインフラプラットフォームの状況報告

2024/3/21 経済産業部水産振興課水産振興課 水産振興班 駿河湾深層水取水供給施設の運営にかかる個人情報漏えいのおそれについて

2024/3/21 経済産業部農芸振興課水田農業班 蒸留所と生産者の連携で生まれた、オール静岡県産ウイスキーの完成を知事に報告します

2024/3/21 健康福祉部地域医療課医師確保班 医学部を目指す高校生へ受験対策講義等を行います！

2024/3/21 くらし・環境部生活環境課大気水質班 富士川水系の河川水に係る調査結果（２月実施分）

2024/3/21 危機管理部消防学校教務課飯塚 消防職員初任教育初任科（第95期）入校式を開催します

2024/3/21 危機管理部危機対策課対策班 静岡県LPガス協会から防災資機材が寄贈されます

2024/3/21 知事直轄組織統計調査課人口就業班 静岡県推計人口 前月比2,646人の減少

2024/3/21 知事直轄組織統計調査課商工・経済班 現金給与総額が前年比2.6％増と３年連続で増加 毎月勤労統計調査「令和５年地方調査結果」「令和５年特別調査結果」

2024/3/22

2024/3/22
知事直轄組織 政策推進局財政課経営管理部 地域振興局市町行財
政課財政課計画班、市町行財政課交付税班

令和５年度特別交付税及び震災復興特別交付税の交付額の決定

2024/3/22 交通基盤部袋井土木事務所企画検査課袋井土木事務所 企画検査課 第２回一級河川天竜川水系一雲済川流域委員会を開催します

2024/3/22 交通基盤部建設業課建設業班 令和６年度公共工事等の入札・契約制度の改善

2024/3/22 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（3/15～3/21）

2024/3/22 経済産業部企業立地推進課企業立地班 「静岡県企業立地推進会議」の発足 ～ ダイナミックな企業誘致 ～

2024/3/22 経済産業部職業能力開発課ものづくり人材班 手縫いの座布団を児童養護施設に贈呈します

2024/3/22 経済産業部新産業集積課技術振興班 【取材依頼】ＣＮＦ等セルロース素材の活用方法を考えるワークショップを開催します。

2024/3/22 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第126報】



発表日 部局 所属   タイトル

2024/3/22
スポーツ・文化観光部空港振興局空港振興課、富士山静岡空港株式
会社空港振興課

令和６年２月の富士山静岡空港利用状況

2024/3/22 スポーツ・文化観光部文化政策課文化振興班 今年度伊豆文学賞最優秀賞作品が 祥伝社月刊誌「小説NON４月号」に掲載！

2024/3/22
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課スポーツ振興課生涯・パラス
ポーツ班

【開催中止】車いすラグビー銅メダリストの若山英史選手が静岡ブルーレヴズのホームゲームに登場！

2024/3/22 スポーツ・文化観光部スポーツ政策課事業推進班 【開催中止】初開催！静岡県ランバイクレース「ふじさんっこCUP」参加者募集中

2024/3/22 くらし・環境部環境政策課企画班 静岡県ＳＤＧｓビジネスアワード2023知事賞が決定！ 受賞した株式会社平出章商店が知事を表敬訪問しアイデアを報告します

2024/3/22 経営管理部賀茂地域局地域課地域班 第36回賀茂地域広域連携会議を開催します

2024/3/22 経営管理部行政経営課行政経営課 【取材依頼】県庁に新しいモデルオフィスが完成しました！

2024/3/22 経営管理部行政経営課行政経営班 行政経営推進委員会から知事への意見書の提出

2024/3/22 危機管理部危機政策課危機報道官 【第27報】令和６年能登半島地震への本県の支援（３月22日現在）

2024/3/22 知事直轄組織広聴広報課企画報道班 公開から２ヶ月でアクセス２万回超！ 静岡県メタバース「Metaverse SHIZUOKA」大幅アップデート！

2024/3/25

2024/3/25 教育委員会高校教育課指導第１班 令和６年度静岡県公立高等学校入学者選抜「再募集」における合格状況

2024/3/25 がんセンター局がんセンタマネジメントセンター 医療広報担当 国内初 全ゲノム解析・RNAシーケンシングを併用するゲノム検査に対応した「がんゲノム医療統合システム」を構築

2024/3/25 経済産業部エネルギー政策課エネルギー政策課 令和５年度ふじのくに未来のエネルギー推進会議の開催

2024/3/25 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 今年は夏休み開催！「バイ・山の洲」物産展」～４月15日（月）まで出展者募集中～

2024/3/25 健康福祉部地域医療課医師確保班 医学修学研修資金貸与事業への寄附贈呈式の開催

2024/3/25 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 （仮称）医科大学院大学基本計画検討委員会の委員長委嘱

2024/3/25 スポーツ・文化観光部文化政策課文化振興班 令和５年度第２回伊豆文学フェスティバル実行委員会開催

2024/3/25 くらし・環境部住まいづくり課宅地建物班 宅地建物取引業者に対する監督処分

2024/3/25 くらし・環境部男女共同参画課男女共同参画班 「～男女共同参画の視点から～みんなが共に支え助け合う防災ブック」を作成しました！

2024/3/25 危機管理部原子安全対策課 浜岡原子力発電所周辺環境安全連絡会専門部会の開催

2024/3/26

2024/3/26 議会事務局議事課議会事務局 議事課 県議会会派の異動

2024/3/26 がんセンター局がんセンタマネジメントセンター 医療広報担当 製薬企業、医薬品開発業務受託機関（CRO）向け新設した「新規治療開発科」に関する説明会を開催します

2024/3/26 がんセンター局がんセンタマネジメントセンター 医療広報担当 小児・AYA病棟の面談室を改修「AYAルーム」完成のお披露目会を開催します

2024/3/26 経済産業部労働雇用政策課雇用推進班 令和５年度静岡県雇用管理状況調査の公表

2024/3/26 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 「ふじのくにマーケティング戦略2024」の策定

2024/3/26 健康福祉部衛生課食品監視班 紅麹原料を使用した健康食品に関する情報について

2024/3/26 健康福祉部衛生課食品監視班 令和５年度流通食品の放射性物質検査結果（第10報）

2024/3/26 健康福祉部衛生課食品監視班 食品検査情報（第11報）

2024/3/26 健康福祉部衛生課食品監視班 令和５年度静岡県農畜水産物等の放射性物質検査結果（第４報）

2024/3/26 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター 麻しん（はしか）に注意しましょう！

2024/3/26 スポーツ・文化観光部文化財課文化財地域支援班 注目の歴史文化と文化財スポットを紹介するパンフレット『ふじのくにをめぐる新たな文化財の探訪』Vol.１を創刊！

2024/3/26 くらし・環境部生活環境課大気水質班 伊豆市 柿木川の水質調査の結果

2024/3/26 知事直轄組織地域外交課海外交流班、静岡県台湾事務所 台湾の旅番組で静岡県特集を放送

2024/3/26 知事直轄組織地域外交課海外交流班、静岡県台湾事務所 静岡県、台湾で静岡県産酒類などをPR

2024/3/26 知事直轄組織財政課計画班 令和６年度静岡県公募公債の引受主幹事の決定

2024/3/27



発表日 部局 所属   タイトル

2024/3/27 経済産業部経済産業管理局経理課経理班 入札参加停止について

2024/3/27 健康福祉部衛生課食品監視班 紅麹原料を使用した健康食品に関する情報について（第２報）

2024/3/27 健康福祉部疾病対策課がん対策班 第４次静岡県がん対策推進計画の公表

2024/3/27 健康福祉部疾病対策課がん対策班 第２次静岡県循環器病対策推進計画の公表

2024/3/27 健康福祉部地域医療課健康福祉部地域医療課 静岡県看護職員修学資金返還金に係る延滞利息の誤徴収

2024/3/27 スポーツ・文化観光部空港振興課 富士山静岡空港における国際線の運休・欠航期間の延長

2024/3/27 スポーツ・文化観光部私学振興課指導班 私立学校が行ったいじめ重大事態調査に対する再調査要否の検討結果

2024/3/27 くらし・環境部環境局環境局 第２回リニア中央新幹線静岡工区モニタリング会議の開催

2024/3/28

2024/3/28
教育委員会教育総務課 高校教育課 特別支援教育課高校教育課人
事班

令和６年度新規採用教職員辞令伝達式

2024/3/28 教育委員会教育政策課政策企画班 子ども若者を対象とする「なやみ相談ナビ『はなそっと』」を開設しました！

2024/3/28 教育委員会教育総務課教育総務課勤務条件・監察班 体罰・不適切な言動根絶のためのガイドラインの策定

2024/3/28 監査委員事務局監査課監査班 監査結果の公表（令和５年度第５回）

2024/3/28 がんセンター局がんセンタマネジメントセンター 医療広報担当 2024年度 認定看護師教育課程 開講式の開催

2024/3/28 交通基盤部公園緑地課公園緑地班 遠州灘海浜公園（篠原地区）基本計画（素案）について、県民の皆様の御意見を募集します

2024/3/28 交通基盤部道路保全課防災安全班 「トンネルガイドライン」と「中長期管理計画」の見直し

2024/3/28 交通基盤部建設政策課企画班 「社会インフラ長寿命化行動方針」を策定しました

2024/3/28 経済産業部お茶振興課お茶振興班 募集開始！「ＣｈａＯＩ補助金による静岡茶の需要創出に向けた取組」

2024/3/28 経済産業部経営支援課団体支援班 事業継続計画（ＢＣＰ）策定状況に関するアンケート調査結果

2024/3/28 経済産業部労働雇用政策課労働政策班 令和６年 春季賃上げ要求・妥結状況（第１報 ３月19日現在）

2024/3/28 経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーション推進班 SHIP営業時間の変更等

2024/3/28 健康福祉部衛生課食品監視班 紅麹原料を使用した健康食品に関する情報(第３報)

2024/3/28 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 令和６年度からの新型コロナウイルス感染症の感染者情報等の公表

2024/3/28 スポーツ・文化観光部私学振興課指導班 私立学校の設置認可等に関する審査基準の一部改正について県民意見提出手続（パブリックコメント）を実施しています

2024/3/28 経営管理部人事課人事班 令和６年度新規採用職員への辞令交付

2024/3/28 危機管理部原子安全対策課原子力安全対策班 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果（速報・第157号）

2024/3/28 知事直轄組織統計調査課商工・経済班 静岡県鉱工業指数令和２年基準への改定

2024/3/28 知事直轄組織統計調査課商工・経済班 生産・出荷ともに対前月比で低下 静岡県鉱工業指数（令和６年１月分速報）

2024/3/28 知事直轄組織統計調査課商工・経済班 定期給与13か月連続で前年同月を上回る 毎月勤労統計調査地方調査結果（令和６年１月分）

2024/3/29

2024/3/29
くらし・環境部環境局、交通基盤部政策管理局建設政策課環境局、
交通政策推進班

モニタリング会議において、ＪＲ東海が示した静岡工区の事業計画に対する知事コメント

2024/3/29 教育委員会教育政策課政策企画班 令和６年度教育行政の基本方針等連絡会議の開催

2024/3/29 交通基盤部地域交通課浦田 “ふじのくに”地域公共交通計画を策定しました！

2024/3/29 経済産業部農地保全課農村整備班 棚田の石積み研修会を開催

2024/3/29 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（3/22～3/28）

2024/3/29 経済産業部経営支援課経営革新班 経営革新計画の承認（令和６年２月分）

2024/3/29 経済産業部新産業集積課技術振興班 地域企業の研究開発や事業化のための補助金の募集を開始します！

2024/3/29 健康福祉部衛生課食品監視班 紅麹原料を使用した健康食品に関する情報（第４報）



発表日 部局 所属   タイトル

2024/3/29 健康福祉部衛生課食品監視班 食品表示に係る合同監視指導の結果

2024/3/29 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス感染症罹患後症状県民向け実態調査（追跡調査）結果の公表

2024/3/29 健康福祉部医療政策課医療企画班 第４期静岡県医療費適正化計画の策定

2024/3/29 健康福祉部医療政策課医療企画班 第９次静岡県保健医療計画の策定

2024/3/29 健康福祉部こども家庭課ひとり親支援班 静岡県困難な問題を抱える女性支援基本計画の策定

2024/3/29 健康福祉部こども未来課こども未来課保育班 保育施設におけるヒヤリハット事例集の作成

2024/3/29 健康福祉部福祉長寿政策課高齢者支援班 第10次静岡県長寿社会保健福祉計画の策定

2024/3/29 健康福祉部福祉長寿政策課高齢者支援班 令和６～８年度（第９期介護保険事業計画期間）の介護保険料

2024/3/29 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 令和６年「春の全国交通安全運動」を実施！

2024/3/29 経営管理部市町行財政課経営管理部 地域振興局 市町行財政課 県内市町の令和５年ラスパイレス指数の状況

2024/3/29 経営管理部人事課人事班 新規採用職員への知事訓示

2024/3/29 危機管理部危機政策課危機報道官 【第28報】令和６年能登半島地震への本県の支援について（３月29日現在）

2024/3/29 知事直轄組織地域外交課海外交流班 台北駐日経済文化代表処横浜分処長などが知事を表敬訪問します

2024/3/29 知事直轄組織データ活用推進課データ活用推進班 景気動向指数は下方への局面変化を示す～静岡県景気動向指数（令和６年１月分）～



提 供 日 2024/03/01

タイトル 令和６年度静岡県職員採用試験(大学卒業程度早期試
験)土木・農業土木・建築・薬剤師の申込受付開始！

担　　当 人事委員会事務局 職員課

連 絡 先 職員班

TEL 054-221-2275

　

＜令和６年度静岡県職員採⽤試験＞
 ⼤学卒業程度(⼟⽊・農業⼟⽊・建築・薬剤師)の

早期試験の申込受付開始︕
― 県職員採⽤募集動画も公開︕ ―

　　　　
　　　　令和６年度の静岡県職員採用試験の募集が、本日3月1日から始まります。　　　　

　土木・農業土木・建築・薬剤師の技術系４種について、幅広く人材を募集します！

　　☆試験の申込みは、ふじのくに電子申請サービスで、３月１日（金）～３月22日（金）

　　　午後５時まで受け付けます！

　また、早期試験の申込受付開始にあわせ、県職員採用募集動画を作成し、試験の

告知や県職員のイメージアップを図るための広報に活用します。

１　採用試験の概要
　　試験区分ごとの募集職種、採用予定者数は次のとおりです。

試験区分 募集職種
採用
予定
者数

申込受付期間 第１次試験 第２次試験
最終
合格
発表

土　　 木 ６人

農業土木 ５人

建　　 築 ２人

大　　学
卒業程度

（早期試験）

薬剤師 ４人

３月１日(金)
～

３月22日(金)
４月21日(日)

５月23日(木)
～

５月31日(金)
の指定する日

６月
中旬

　※例年６月に第１次試験を実施している採用試験（定期試験）との併願も可能です。

２　県職員採用募集動画の公開　
　　 　動画の公開日程及び動画ＵＲＬは、次のとおりです。

日程 広報内容

３月１日（金） 県職員採用試験(早期試験）申込受付開始

県職員採用試験情報ＨＰ動画※公開
３月１日から21日まで

県職員採用試験(早期試験)YouTube広告実施

３月２日（土） ラグビー会場(磐田市)大型モニター動画掲出

３月22日（金）午後５時 県職員採用試験(早期試験）申込受付終了

　※動画は、県職員採用試験情報HPのトップページ下方に、２パターン掲載中です！

　　　
　　　▼静岡県職員募集早期試験動画ＵＲＬ
　　　　掲載職員が異なる２パターンの動画になります。
　　　（1）https://youtu.be/cy-N7TFrz8M　
　　　 (2)https://youtu.be/Im6QZr3x59M

https://youtu.be/cy-N7TFrz8M
https://youtu.be/Im6QZr3x59M


提 供 日 2024/03/01

タイトル 浜松市の行政区再編に伴う静岡県議会議員の所属選挙
区を定めるくじの実施について

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　土井口

TEL 054-221-2050

　静岡県議会議員の定数並びに選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員の数に関する条例の一部を改正する条例（令和６年静
岡県条例第１号）が令和６年２月21日に公布及び施行されたことに伴い、公職選挙法施行令第５条第１項の規定に基づき、浜松市
における各選挙区に所属する静岡県議会議員をくじにより定めることとなりましたので、お知らせします。

（概　要）
１　くじを行う日時
　　令和６年３月18日（月）　午前９時30分から

２　くじを行う場所
　　静岡県庁本館４階　議会４０１会議室

３　その他
　・くじ実施時の取材は可能です。
・くじを実施するかどうかは、所属選挙区決定の手続（くじ）を行う時点の住所により決定されるため、くじを実施しない場合
があります。その場合は３月15日（金）にお知らせします。

（参　考）
　県議会議員の所属選挙区の変更（公職選挙法施行令第５条第１項）
・所属選挙区の決定（変更）方法については、新たに設定された選挙区ごとに、その選挙区内に住所を有する議員があるとき
は、その議員をもってその選挙区から選出された議員とし、選挙区内に住所を有する議員の数が、その選挙区の議員定数より
も多いときは、これらの議員の中からくじで定める。



提 供 日 2024/03/01

タイトル 県議会特別委員会の開催

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2559

県議会特別委員会を下記のとおり開催します。

記

盛土等の規制に関する条例等検証特別委員会

１．日時　令和６年３月６日（水）午前10時30分から

２．場所　第２委員会室（県庁本館４階）

３．内容　(1)執行部からの取組説明及び質疑について
　　　　　(2)調査事項に関する参考人からの意見聴取と質疑応答
　　　　　　・静岡県行政書士会
　　　　　　・一般社団法人静岡県建設業協会

※委員会の映像取材を希望する県政記者会加入社は、委員会撮影許可願を委員会開催日の前日午後５時までに議会事務局へ提出し
てください。



提 供 日 2024/03/01

タイトル ＃しずおかむらたび2023Instagramフォトコンテスト
年間賞が決定しました！

担　　当 経済産業部 農地局農地保全課

連 絡 先

TEL 054-221-2713

【ふじのくに美しく品格のある邑】

＃しずおかむらたび2023Instagramフォトコンテスト
年間賞が決定しました！

１　要旨
　静岡県では、美しい農村景観や日々の暮らしの風景など、農村の魅力を伝える写真を通じて、
農業・農村の果たす役割や大切さを皆で共有することを目的に、「＃しずおかむらたび
2023Instagramフォトコンテスト」を実施しました。
　このたび、写真家である沼田早苗氏を委員長とする審査を行い、年間賞（特選・準特選）を選
定しました。

２　特選・準特選受賞者
賞名 撮影者 撮影地

特選 @take3110905 三島市

準特選
（静岡県土地改良事業団体連合会長賞）

@uav.photo 富士宮市

準特選
（ふじのくに美しく品格のある邑づくり連合会長賞）

@otnky321 富士市

※「撮影者」欄にはInstagramのアカウント名を標記しています。　　　　　

これらの作品を含む入賞作品は、「むらサポ」Instagramアカウント（@murasapo）
に掲載しています。

右記QRコードよりご確認ください。

【特選】

　

　＃しずおかむらたび春2023入賞作品

　タイトル：「さつまいも苗植え付けのマルチ張り」

　◆講評（審査委員長　沼田早苗氏）
　　澄み渡る空気の中、青空にくっきり浮かぶ富士山を背景に、色濃い木々の緑、整えられた畑　
　の手前にマルチ張りを用意して収穫を願って作業をする様子が、一つの画面にバランスよく配　
　置された無駄のない作品です。人物の入り方も絶妙です。

３　＃しずおかむらたび2023Instagramフォトコンテスト概要
　１　募集期間：2023年１月～３月（冬）
　　　　　　　　2023年５月～６月（春）
　　　　　　　　2023年７月～９月（秋）
　　　　　　　　2023年10月～12月（冬）
　２　応募総数：1,238点
　３　審　査：事務局で選定した各回の入賞作品計55点の中から年間賞を決定
　４　審査委員長：沼田　早苗氏（写真家）
　５　主　催：静岡県
　６　共　催：静岡県土地改良事業団体連合会、ふじのくに美しく品格のある邑づくり連合

４　参考

■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財産
でもある地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落等を「美しく
品格のある邑(むら)」として登録し、情報発信や知事顕彰を行っています。令和６
年２月末時点で153の地域が認定されています。



■農山村サポーター「むらサポ」とは？
　静岡県の農山村をみんなで守り、盛り上げていこうとするサポータークラブで、農山村地
域のイベント情報や旬な農産物、ボランティア募集等の様々な情報をメールマガジンや
フェイスブック等により県内外へ配信しています。「むらサポ」は平成28年４月１日に会員募
集を開始し、令和６年２月末時点で個人や企業を含めて5,568件の登録があります。

　



提 供 日 2024/03/01

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（2/23～2/29）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第530報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（2/23～2/29）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の82頭で、うち１頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、70番目（595例目）です。

平成30年９月以降、14,599頭（死亡382頭、捕獲14,217頭）の検査を実施し、595頭の陽性（死亡170頭、捕獲425頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞

＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



提 供 日 2024/03/01

タイトル 経済産業部所管担い手養成施設知事褒賞受賞者の決定

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 職業能力開発班  山本

TEL 054-221-2822

職業教育関係学校の生徒等に対する知事褒賞受賞者の決定

１　要旨
県は、職業教育を主とする工科短期大学校、職業訓練校等の生徒等のうち、 特 に 学業 ・ 技能 ・ 態度 ・ 行動 が 優秀 で 、 他 の 模範 となる 者 に 対
 して 知事褒賞 を 授与 する 。

２　知事褒賞受賞者
校　　名
（学科）

氏　 名 業績の概要

工科短期大学校

静岡キャンパス

（機械・制御技術科）

いぐち　　ゆうすけ

井口　雄介

・第11回静岡県ものづくり競技大会において、総合の部
「旋盤部門」で第３位となった。

・総合製作実習ではチームのリーダーとしてロボットのプロ
グラミングをするなど、積極的に活動した。

工科短期大学校

沼津キャンパス

（機械・生産技術科）

やまだ　　あさひ

山田　朝陽

・第18回若年者ものづくり競技大会（旋盤職種）に出場し、
「敢闘賞」を獲得した。

・授業、実習に真剣に取り組み、難易度の高い技能検定２
級に合格した。

あしたか職業訓練校

（生産・サービス科）

ささき　　よう

佐々木　葉

・令和５年度アビリンピック静岡大会オフィスアシスタント種
目で優勝し、本県代表選手として全国大会に出場した。

・就職に向けて日々精進し、全校生徒を前にした意見発
表会では、「働くこと」について発表し、その科目で１位の
成績を収めた。

農林環境専門職大学

（生産環境経営学科）

くまざき　　ひかり

熊﨑　ひかり

・学術報告に取り組み、日本養豚学会第119回大会若手
優秀発表賞を受賞した。

・県内の在来作物をＰＲするための農産物マップ制作に取
り組み、高校生への直接配布、新聞やＴＶ等のメディアを
通してマップの発信に努めた。

農林環境専門職大学

短期大学部

（生産科学科）

かとう　　まち

加藤　真智

・学業に積極的に取り組んでおり、生産科学科において、
学業成績１位であった。

・学園祭では、地域住民の方と積極的なコミュニケーション
をとり、また県内ブランドである遠州夢咲牛の販売促進に
貢献した。

漁業高等学園

（総合漁業科）

たきざわ　　よしき

瀧澤　慶樹

・学業、技能実習ともに常に真摯に取り組んでおり、航海
専攻において、学業成績１位であった。

・誰に対しても礼儀正しく誠実で、中学卒業の生徒への学
業指導や相談相手になるなど思いやりをもって接すること
ができた。

※受賞者には、各校の卒業式・修了式の際に、副知事等から褒状を授与する。

３　卒業式（修了式）日程

名　称 日　時 連絡先（担当）

工科短期大学校
静岡キャンパス

工科短期大学校
沼津キャンパス

令和６年３月13日（水）14時から 055-925-1113（学務課　千曵）

あしたか職業訓練校 令和６年３月８日（金）10時45分から 055-924-4380（訓練課　山本）

農林環境専門職大学
及び同短期大学部

令和６年３月15日（金）10時30分から 0538-31-7905（学生課　浅田）

漁業高等学園 令和６年３月11日（月）10時から 054-627-0219（教務班　吉田）

４　参考

静岡県ものづくり競技大会
職業能力開発施設や工業高校等で技能を習得中の者を対象とした競技
大会。若年者ものづくり競技大会、高校生ものづくりコンテスト東海大会の
予選を兼ねる。



若年者ものづくり競技大会 就業していない原則20歳以下の者が技能を競い合う全国大会。若年者
の就業促進を図り、若年技能者の視野の拡大を図ることを目的とする。

静岡障害者技能競技大会
(アビリンピック静岡大会)

県内在住者、県内事業所に勤務する者又は県内の学校に通学する者
で、障害のある15歳以上の者を対象に開催される技能競技大会

全国障害者技能競技大会
(アビリンピック全国大会)

各都道府県障害者技能競技大会の金メダル受賞者(15歳以上)等の全国
大会



提 供 日 2024/03/01

タイトル 『太陽光パネル・蓄電池』の共同購入 参加者を募集し
ます！ （静岡県太陽光発電設備等共同購入支援事業）

担　　当 経済産業部 産業革新局エネルギー政策課

連 絡 先 エネルギー政策班

TEL 054-221-2949

『太陽光パネル・蓄電池』の共同購入 
参加者を募集します︕ 

     （静岡県太陽光発電設備等共同購入支援事業）

【事業の概要】
・県では、2050年カーボンニュートラル社会の実現に向け、ご家庭や事業所等への太陽光
 発電設備の導入を促進しており、その一環として太陽光発電設備等共同購入支援事業を 実施します。
・太陽光発電設備等共同購入支援事業とは、県と協定を結ぶ事業者が、設備の購入を希望
 する県⺠を募集し、一括発注によるスケールメリットにより、設備導入費⽤の低減を図 る事業です。
・県は令和５年４⽉12⽇にアイチューザー(株)と協定を締結し本事業を実施しています。

【受付期間・問合せ先等】  
参加対象者 太陽光パネルまたは蓄電池の購入を希望する県⺠
事業対象 住宅⽤・事業⽤太陽光パネル10kW未満、蓄電池

購入プラン １ 太陽光パネル
２ 太陽光パネル＋蓄電池
３ 蓄電池

参加募集期間 令和６年３⽉５⽇（⽕）から令和６年９⽉４⽇（⽔）まで

参加登録

「静岡県 みんなのおうちに太陽光」の専⽤ホームページから御登録ください。
https://group-buy.jp/solar/shizuoka/home
※参加登録は無料です。
※最終⾒積りに基づく購入の判断は⾃由です。

問合せ先
静岡県 みんなのおうちに太陽光事務局 
0120-752-300（固定電話・携帯電話）
受付時間︓10:00~18:00（⼟・⽇・祝⽇を除く）

https://group-buy.jp/solar/shizuoka/home


提 供 日 2024/03/01

タイトル 【取材依頼】駿河湾を横断！災害時を想定した無人ヘ
リの実証実験を実施します！

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 技術振興班

TEL 054-221-2985

県内フィールドを活用した次世代エアモビリティの実証実験！

～無人ヘリを活用した被害状況調査及び緊急物資輸送～

県では、無人航空機や空飛ぶクルマ等の次世代エアモビリティ産業を創出し、新たな企業参入や関連産業の集積に取り組んでい
ます。
この度、次世代エアモビリティを活用した新しいビジネスモデルの確立や社会実装を目指し、「災害時におけるドローン活用」

をテーマとした実証実験を下記のとおり実施します。

１　実施日時等
（１）実施日時

令和６年３月６日（水）９時10分～13時30分
（予備日：令和６年３月８日（金）、３月11日（月））
※悪天候等の場合は予備日に順延します。

（２）当日スケジュール（予定）
　８時３０分　受付開始
　８時４５分　実施内容の説明
　９時１０分　フライト１ 被害状況調査（三保⇒土肥）
１０時１０分　フライト２ 被害状況調査（土肥⇒三保）
１２時００分　フライト３ 緊急物資輸送（三保⇒土肥）
１３時００分　フライト４ 緊急物資輸送（土肥⇒三保）
１３時３０分　実証実験終了

（３）受付会場
ア　清水三保海浜公園 駐車場（静岡市清水区三保2110-9地先）
イ　伊豆市土肥浄化センター 駐車場（静岡県伊豆市土肥2920-23）
ウ　静岡県庁別館５階 危機管理センター（静岡市葵区追手町9-6）

２　実施内容等
（１）実施内容

　大規模災害により、伊豆半島地域全体が孤立状態になった状況を想定し、無人ヘリを静岡市内から駿河湾を横断飛行し、伊
豆半島の土肥港付近において、被害状況調査及び緊急物資輸送を実施する。

（２）飛行ルート
清水三保海浜公園（静岡市）～伊豆市土肥浄化センター（伊豆市）

（３）使用機材
産業用無人ヘリコプター　ヤマハ発動機製 FAZER R G2

３　実施事業者
株式会社コントレイルズ
ヤマハ発動機株式会社
鈴与株式会社
静岡理工科大学
ＪＡＸＡ

４　取材について
　当日の取材を希望される報道機関の方は、事前に参加者を把握する必要があることから、３月５日（火）正午までに、別紙
の取材申込書に記入の上、お申込みください。



５　お問い合わせ先
静岡県　経済産業部　新産業集積課　田中（たなか）
電話番号　054-221-2985
メールアドレス　trc@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/03/01

タイトル 森の力再生事業評価委員会の検証・評価結果及び提言
が報告されます

担　　当 経済産業部 政策管理局産業政策課

連 絡 先 産業政策課

TEL 054-221-2635

１　要旨
　静岡県森の力再生事業評価委員会は、毎年度、事業の施行状況や事業の効果につ
いて検証・評価を行い、来年度の事業実施に向けての提言にまとめ、経済産業部長
に報告しています。

２　内容
（１）日時　令和６年３月６日（水）午前11時から午前11時20分
（２）場所　経済産業部長室（県庁東館９階）
（３）報告概要
　　ア　検証・評価結果
　　　○整備直後の状況評価箇所
　　　　・令和４年度事業　93箇所、786.41ha
　　　○整備後一定期間経過後の下層植生回復状況評価箇所
　　　　・令和２年度事業　174箇所、1,334.51ha
　　　○過去の整備後一定期間経過後の評価で、回復が遅れ継続評価とされた箇所
　　　　・令和元年度以前の事業　５箇所、37.5ha
　　イ　来年度の事業の実施に向けての提言

（４）出席者
　森の力再生事業評価委員会
　　委　員　長　小南　陽亮（静岡大学教育学部教授）
　　委員長代理　恒友　仁（一般社団法人静岡経済研究所常務理事）

（参考）令和５年度の開催状況
開催日 開催内容

８月７日第１回 ・令和４年度事業分の評価対象箇所の選定
11月10日第２回 ・令和４年度事業分の評価対象箇所の検証
11月28日現地調査 ・令和４年度評価箇所の現地検証

・令和５年度事業実施箇所の現地視察
２月14日第３回 ・令和４年度事業の検証

・検証・評価結果及び提言とりまとめ



提 供 日 2024/03/01

タイトル 血圧測定習慣化促進事業　実証事業結果の報告と意見
交換を開催します

担　　当 健康福祉部 健康局健康増進課

連 絡 先 健康福祉部健康局健康増進課

TEL 054-221-3263

（要　旨）
　本県の健康課題として「脳血管疾患による死亡の多さ」があり、その要因の一つである高血圧対策が重要である。
　その取組の一つとして、県内中小企業及び静岡社会健康医学大学院大学の協力を得て、血圧測定習慣化促進事業を実施した。
　今回は、令和５年度の血圧測定習慣化の実証事業結果を報告し、その成果や知見について協議するとともに、さらに県内の事
業所へ血圧測定習慣化を促進していくため、「タスクフォース」を開催して、令和６年度以降の取組や支援のあり方を検討す
る。

（内　容）
１　血圧測定習慣化促進事業について

・実証事業では、県内事業所従業員を対象に、血圧測定習慣化の促進を目指して取り組んできた。
・令和４年度は県内５か所の事業所の従業員126名、令和５年度は県内７か所の従業員122名の協力を得て、２か月にわたり毎日
２回の血圧測定を促してきた。

・実証事業をもとに、県内事業所従業員の健康意識を高め、生活習慣の改善やかかりつけ医等への相談につながる仕組みを構
築するためタスクフォースを開催する。

２　タスクフォースについて
(1) 目的

・血圧測定習慣化促進事業の実施にあたっては、事業所の健康づくりを推進している保険者、各事業所で従業員の健康相談な
どを対応している産業医、血圧に関する研究に取り組んでいる学識経験者等から構成される「血圧測定習慣化タスクフォー
ス」を立ち上げた。

・タスクフォースでは、実証事業の結果から血圧測定習慣化を促していくための方策等について、各部門の専門家から御意見
を伺うこととしている。

(2) 会議の内容
項　目 内　容
日　時 令和６年３月４日（月）午前10時～11時30分
場　所 パルシェ７Ｆ貸会議室　D会議室（静岡市葵区黒金町49番地）
内　容 ・令和５年度血圧測定習慣化促進事業の実施報告

・令和６年度血圧測定習慣化促進事業に係る意見交換

(3) メンバー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(敬称略)
分野 氏名 所属・役職

近藤　こずえ 全国健康保険協会　企画総務部長
保険者

冨永　伸彦 健康保険組合連合会静岡連合会　常務理事
産業保健支援 井上　邦雄 静岡産業保健総合支援センター　所長　　
産業医 足立　留美子 アールエイチ産業医事務所　代表

田原　康玄 静岡社会健康医学大学院大学　教授
神出　計 大阪大学　教授学識経験者
樺山　舞 大阪大学　教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



提 供 日 2024/03/01

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第113報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年３月１日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第113報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第113報（２月29日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 富士宮市 984 37 1 35 9 9 2月28日
2 小学校 静岡市葵区 185 10 1 34 6 6 2月29日 ～ 3月
3 小学校 静岡市葵区 929 35 1 30 7 7 2月29日 ～ 3月
4 小学校 焼津市 1012 35 1 30 8 8 3月1日

本日合計 ４小学校 4 129 30 30
８４２施設

本日までの累
計（実数） （ ９７高等学校、　２１１中学校、　４２２小学校、　７０幼稚園、

１０保育所、　２２こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
4,534 130,601 41,357 38,373

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/03/01

タイトル 子ども予防接種週間がはじまります。

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 感染症対策班

TEL 055-928-7271

令和６年３月１日（金）～令和６年３月７日（木）は、

子ども予防接種週間です。

　保護者等の予防接種に対する関心を高め、予防接種率の向上を図ることを目的として、日本医師会、日本小児科医会及び厚生労働
省の主催により「子ども予防接種週間」が実施されます。
　４月に入園・入学を控えたお子さんがいらっしゃる保護者の方は、お子さんが必要な予防接種を済ませているかどうか、母子手帳
等で確認しましょう。まだ接種していない予防接種があれば、入園・入学前に接種しましょう。

１　実施期間
　令和６年３月１日（金）～令和６年３月７日（木）

２　子どもが対象の予防接種
　予防接種法に基づく、ジフテリア、百日せき、破傷風、急性灰白髄炎（ポリオ）、麻しん、風しん、日本脳炎、ＢＣＧ、ヒブ、
小児用肺炎球菌、水痘、Ｂ型肝炎、ロタウイルスなど

３　問合せ先等
子どもが対象の予防接種の詳しい内容については、お住まいの市町の予防接種担当課にお問い合わせください。
静岡県予防接種センターについては、静岡県立こども病院のホームページを御覧ください。

　　　　　静岡県立こども病院ホームページ
　　　　　（http://www.shizuoka-pho.jp/kodomo/yobocenter/index.html）　

　　　　　　
入園・入学前に接種が推奨されているワクチン

ワクチンの種類  時期・接種回数

麻しん・風しん  １歳の間と小学校入学前の１年間に計２回接種します。

ヒブ  ５歳までに最大４回接種します。

肺炎球菌  ５歳までに最大４回接種します。

４種混合  ７歳６ヶ月までに４回接種します。

 日本脳炎  ７歳６ヶ月までに３回接種します。

※　麻しん・風しんは、感染力が強く、過去に定期の予防接種を受ける機会がなかった世代を中心に数年おきに大きな流行が
みられます。妊娠中の女性が罹患すると、出生児に障害を引き起こす、先天性風しん症候群が生じる可能性もあることから、
無料で受けることができる入学前の予防接種を推奨しています。

http://www.shizuoka-pho.jp/kodomo/yobocenter/index.html


提 供 日 2024/03/01

タイトル 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関
連)【第27報】（３月１日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

健康福祉部関連の令和６年能登半島地震への対応状況（３月１日10時00分現在）は別添のとおりです。



提 供 日 2024/03/01

タイトル 「浜名湖花博２０２４ＰＲ大使」の委嘱

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 観光振興班

TEL 054-221-3734



提 供 日 2024/03/01

タイトル 【当日取材希望】県が初めて実施した静岡県キャリア
教育プログラムの成果を大学生１、２年生が発表しま
す！～静岡県キャリア教育プログラム事後学習の開
催～

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学・学術班

TEL 054-221-3557

県が初めて実施した静岡県キャリア教育プログラムの成果を

大学１、２年生が発表します！

～静岡県キャリア教育プログラム事後学習の開催～

１　要　旨
　　静岡県では、主に県内大学の低学年（１・２年生）が、本県の産業や企業を知り、
　働くことへの理解を深めることを目的としたキャリア教育プログラム（※）を初めて実
  施しました。
　　今回のキャリア教育プログラムに参加し、企業実習を経験した大学生が、企業実習の
　振り返りや、初めて社会で働く経験をしたことで感じたこと等を発表する「事後学習」
　を以下のとおり開催します。
　　初めて社会で働く経験した大学生のリアルな声を聞くことのできる数少ない機会です。
    ※産学官が連携して構築した、複数の企業から選択できる就業体験と事前・事後の学
      習を組み合わせたプログラム

２　事後学習概要
（１）日　　時：令和６年３月６日（水）13時30分～15時30分

（２）場　　所：静岡市産学交流センターＢ-nest７階小会議室１・２
          　　 (静岡市葵区御幸町3-21）

（３）参加学生：県内大学の１・２年生14名

（４）内　　容：【講師：静岡大学　宇賀田栄次教授】
項　目 詳　細

企業実習のまとめ
・企業実習の振り返り（目標は達成できたか）
・今後の自身の生活にどのように活かしていきたいか

プログラムの成果の
発表・共有

・振り返りの内容の発表と学生間での共有

参加者への
フィードバック

・講師から学生へのフィードバック
・実習先企業関係者及び検討会議委員からのコメント

まとめ ・プログラム全体の統括
・今後の学生生活や就職活動、キャリア形成に向けたエール

（５）そ の 他：・企業実習の受入をいただいた企業の関係者やキャリア教育
　　　　　　　　　検討会議の委員にも出席いただき、参加した学生への助言
　　　　　　　　　やエールをいただきます。

　　　　　　　　
３　お問合せ
    取材いただける場合には、令和６年３月６日（水）12時までに下記のいずれ
　かの機関まで連絡をお願いいたします。        
　・スポーツ・文化観光部総合教育局大学課　大学・学術班
　　電　話 054-221-3557　　　　　　
　・公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム事務局（運営委託先）
　　電　話 054-249-1818
　　住　所　〒420-0839 静岡市葵区鷹匠3-6-1 もくせい会館２階
　　ウェブサイト　https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/

https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/


（参考）キャリア教育プログラムＨＰ
（https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/news/5824/）

https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/news/5824/


提 供 日 2024/03/01

タイトル 「大切にしよう　自分の身体と権利」
リプロダクティブ・ヘルス/ライツ啓発パンフレットを
作成しました

担　　当 くらし・環境部 県民生活局男女共同参画課

連 絡 先 男女共同参画班

TEL 054-221-2824

「大切にしよう　自分の身体と権利」

リプロダクティブ・ヘルス/ライツ啓発パンフレットを作成しました

　
　
　県では第３次静岡県男女共同参画基本計画において「リプロダ
クティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）の視点
に立った健康保持・増進」を施策の柱に位置付けています。
　このたび、一般社団法人静岡県地域女性団体連絡協議会と連
携して、若者向けに「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ」について
分かりやすく解説する啓発パンフレットを作成しました。今後、学
校や市町、団体等と連携し、広報、啓発を実施していきます。

１　パンフレット概要

名称 「大切にしよう　自分の身体と権利」

規格等 Ａ５判、８ページ

企画・編集：一般社団法人静岡県地域女性団体連絡協議会

 発行：静岡県くらし・環境部県民生活局　男女共同参画課

監修 船津裕子氏（薬剤師、思春期保健相談士）

佐々木睦美氏（保健師）

長澤弘子氏（NPO法人浜松こどもとメディアリテラシー研究所理事

長）

発行日 令和６年２月末日

発行部

数

2,500部（県Webサイトからもダウンロード可能）

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/jinkennpo/danjokyod

o/1060472.html

内容 （１）リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（SRHR)って言葉知ってる？

（２）身近にこんなことありませんか？信頼できる情報にアクセスしよ

う

（３）SRHRにまつわるキーワード

（４）プレコンセプションケア

（５）ライフプランと健康

（６）悩んだり困ったりしたときは（相談窓口）

２　パンフレットを活用した啓発活動

（１）啓発展示

　期間：令和６年３月１日（金）～令和６年３月29日（金）

　場所：県庁東館２階ロビー

（２）講座等

　・女性の健康のための市民講座（主催：牧之原市役所健康推進課ほか）

　　日時：令和６年３月２日（土）午後1時30分～3時30分

　　会場：牧之原市相良総合センターい～ら

　・デートＤＶ防止出前セミナー（主催：県立清流館高等学校、県男女共同参画課）

　　日時：令和６年３月13日（水）午前10時40分～12時30分

　　会場：県立清流館高等学校

　・働く女性の健康課題を考えるセミナー（主催：県男女共同参画課ほか）

　　日時：令和６年３月14日（木）午後1時30分～4時

　　会場：県男女共同参画センターあざれあ大ホール　

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/jinkennpo/danjokyod


提 供 日 2024/03/01

タイトル 大井川流域でサイクルモニターツアーを開催！

担　　当 経営管理部 中部地域局地域課

連 絡 先 鈴木

TEL 054-644-9168

【概要】

　　近年、サイクルを活用したツーリズムの機運が高まっています。

中部地域局では、「初心者でも楽しめる環境づくり」と「サイクリストを意識した観光情報の発信」に必要な情報を取得することを目的としたモニターツアーを、大井川

流域サイクルツーリズム協議会と協力して実施します。

２月から３月にかけ、大井川流域の地域資源を取り入れた特徴の異なるコースで実施し、コースの特徴に適した車種（電動、非電動、街乗り、スポーツタイプなど）

を検証していきます。

また、参加者にアンケートを依頼し、「絶景ポイント」、「初心者が走行した時の感想」「課題（勾配、Ｅ-bikeの使用感、地域資源と自転車との相性、サイクル施設の

充足度など）」を確認していきます。

・ＫＡＤＯＤＥ発　島田市内めぐりコース

項目 内容

日時 令和６年３月10日（日）

定　　員 25名（一般参加あり）

特　　徴 ・マップを手にして、島田市内を自由に走行するツアー
・市街地がメインで、比較的平坦なコース

　　・無人駅の芸術祭鑑賞コース

項目 内容

日時 令和６年３月３日（日）

定　　員 ７名（一般参加あり）

特　　徴 ・ガイドと一緒に「無人駅の芸術祭」を巡るルート
・会場までの中山間部の走行と会場内のポタリングが楽しめるコース

　　【参考】・茶畑の景色と地元の食と坂を楽しむコース

項目 内容

日時 令和６年２月18日（日）　＊実施済み＊

定　　員 11名（サイクル経験者）

特　　徴 ・島田市伊久美地区と藤枝市瀬戸谷地区を巡るコース
・勾配があり、距離も比較的長い、中山間部を走行するコース

　　　

　　　　〈詳細〉　　　　　　　　　　　　　　　　【参考】2月18日に実施したモニターツアーの状況

   　             

詳細のＨＰアドレス　https://oi-river-trip.com/travel-info/cycling_monitor_tour202402/

https://oi-river-trip.com/travel-info/cycling_monitor_tour202402/


提 供 日 2024/03/01

タイトル 静岡財務事務所における自動車税還付金通知書の誤送
付

担　　当 経営管理部 財務局税務課

連 絡 先 税務課、静岡財務事務所自動車税課

TEL 税務課 054-221-2850･3509

静岡財務事務所自動車税課 054-286-9130

（要　旨）

　静岡財務事務所において、還付金通知書（自動車税種別割）
※
を誤って送付し、納税者２者の個人情報等(氏名（法人名）、車両登録番号、

税額)が相互に流出した。

　※還付金通知書… 年度途中の廃車（登録抹消）等により、自動車税種別割を月割により還
付するお知らせ

（概　要）

１　経過

２月５日(月)  ・納税者Ａ（法人）、納税者Ｂ（個人）への還付金通知書が返戻

２月６日(火)  ・調査の結果判明した住所地等へ、新たな封筒に返戻された通知書を封入
し、それぞれ発送

２月８日(木)
 ・Ａから、Ｂの還付金通知書が封入されている旨電話連絡があり、Ａを訪問し、
謝罪の上、Ｂ宛還付金通知書回収

２月９日(金)  ・Ｂ宅訪問したが不在のため、謝罪と連絡依頼の文書を差置き（電話番号不
明のため）

２月13日(火)
 ・Ｂから電話連絡があり、謝罪

 ・再度Ｂ宅訪問し、Ａ宛の還付金通知書回収し、Ｂ宛の還付金通知書を手交

２月14日(水)  ・Ａを改めて訪問し、Ａ宛還付金通知書を手交

２　原因と対策

原因 再発防止策

・担当者による、返戻された還付金通知書と送
付先の確認が不十分であった。

・送付の際には、担当者と確認者でダブル
チェックを行っているが、確認業務を行う職員に
チェックすべきポイントを十分に説明してなかっ
た。

・所内において、税務情報、個人情報の取扱
いに関する注意喚起を行った。

・チェックポイントを明確にしたマニュアルを作
成し、対応をルール化した。

・確認業務を行う職員に研修を実施した。

・税務課から全財務事務所へ文書を発出し、
個人情報、税務情報の適正な管理の更なる徹
底を行う。



提 供 日 2024/03/01

タイトル 【第23報】令和６年能登半島地震への本県の支援（３
月１日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は別添のとおりです。



提 供 日 2024/03/01

タイトル 縣 裕子氏（静岡県会計年度任用職員）が「都道府県旅
券事務功労者表彰」を受賞しました！

担　　当 知事直轄組織 地域外交局多文化共生課

連 絡 先 旅券班

TEL 054-221-3755

　
　縣 裕子氏（静岡県会計年度任用職員）が、

　「都道府県旅券事務功労者表彰」を受賞しました！

　

１　都道府県旅券事務功労者表彰について

　　外務省では、毎年、旅券事務について功労・貢献のあった旅券事務職員及び旅券事務所について、領事局長表彰を行っています。

　　令和５年度の受賞者は、全国で計２件（個人２名：神奈川県、静岡県）です。

　

２　受賞者の概要

　　本県からは、長年にわたり旅券事務に従事している静岡県職員が受賞しました。

　　概要は、次のとおりです。

　受賞者 　静岡県知事直轄組織多文化共生課旅券班
　　会計年度任用職員　　縣　　裕子（あがた　ゆうこ）

　旅券事務従事期間

　通算10年10月（受賞日現在）

　・旅券室長　４年０月
　・旅券室　再任用職員５年０月
　・旅券室　会計年度任用職員１年10月（受賞日現在）

　表彰された功績の
　概要

　長年にわたり旅券発給業務に従事し、平成25年から４年間は
静岡県旅券室長として県内の旅券業務の総括として活躍されま
した。
　特に県内の市町への「市町訪問」を実施し、県内の情報共有
やコミュニケーションを積極的に進めるとともに、オンライン申請
等の円滑な導入にも貢献されました。

３　表彰式

　　令和６年２月29日（木）に、外務省庁舎内で執り行われました。

４　参考

　　県内の受賞は、静岡県中部・西部県民サービスセンター（平成20年度）、浜松市中区（平成23年度）、伊東市市民部市民課（平成29年度）

に続き４件目です。



提 供 日 2024/03/01

タイトル 静岡県の日本一を集めた「Myしずおか日本一」の
2024年版リーフレットが完成しました！

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

データ活用推進課で毎年作製している「Myしずおか日本一」のリーフレットは、静岡県が誇る日本一の数々を掲載した、見やす
く、分かりやすいリーフレットです。

2024年版は、中面はカラフルなデザイン、表面は爽やかな風合いに仕上げました。

また、今年は新たにデータ活用推進課職員が静岡県の各地を巡って撮影を行い、富士山やお茶など有名なものから意外なものま
で、静岡県の日本一を紹介する動画を作成しました。

リーフレットに掲載しているQRコードから御視聴いただけます。

（表面デザイン）

（中面デザイン）



日本語版の他に、海外へのPRに活用できる外国語版も充実しています。

静岡県の魅力発信に、是非、2024年版Myしずおか日本一リーフレットを御活用ください。
その他の日本一は、ホームページから御覧いただけます。
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/information/myshizuoka/

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/information/myshizuoka/


提 供 日 2024/03/04

タイトル 静岡県の選挙人名簿登録者数（3月定時登録）

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　大場

TEL 054-221-2050

静岡県の選挙人名簿登録者数（3月定時登録）

　静岡県選挙管理委員会が、令和6年3月1日(基準日3月1日）現在で、県内の選挙人名簿に登録されている者の数（在外選挙人名簿
登録者数を除く。）について、下記のとおり取りまとめた。
　選挙人名簿登録は、公職選挙法第22条の規定に基づき、毎月3月、6月、9月及び12月の各1日並びに選挙を行う場合に、各市区町
選挙管理委員会において行うものである。

記

１　県全体の状況（前回定時登録日(R6.12.1)との比較）
区　　分 今回選挙時登録 前回定時登録 増減数（人） 増減率（％）

　 　　A 　B (A-B) (A/B×100)
男 1,475,997 1,479,840 △3,843 99.7 
女 1,526,506 1,530,046 △3,540 99.8 
計 3,002,503 3,009,886 △7,383 99.8 

２　市区町ごとの増減状況（前回定時登録日(R6.12.1)との比較）
（１）増加した市区町
順　　位 市区部 増加数 順　　位 町部 増加数

- - - 1 清水町 13

（２）減少した市区町
順　　位 市区部 減少数 順　　位 町部 減少数

1 浜松市中央区 △773 1 小山町 △85
2 静岡市清水区 △629 2 函南町 △73
3 静岡市葵区 △578 3 松崎町 △60
4 藤枝市 △417 4 西伊豆町 △54
5 沼津市 △404 5 森町 △50



提 供 日 2024/03/04

タイトル 令和５年度　漁業高等学園卒業式

担　　当 経済産業部 漁業高等学園

連 絡 先 教務班　杉本　泰司

TEL 054-627-0219

令和５年度　静岡県立漁業高等学園卒業式を挙行します

　漁業高等学園は、次世代を担う漁業後継者を養成する専門校です。
　令和５年度54期生13名が１年間の全課程を修了したため卒業式を行います。
　なお、学業・技能取得において顕著な業績を残し、その取組姿勢や・行動が他の生徒の模範となった生徒１名に知事褒賞を授与
します。

　日　時　　　令和６年３月11日（月）　午前10時～11時

　会　場　　　静岡県立漁業高等学園　教育棟３階研修室
　　　　　　　（焼津市小川3747の２）

　式次第　　　卒業証書授与
　　　　　　　知事表彰
　　　　　　　園長式辞
　　　　　　　来賓祝辞
　　　　　　　卒業生答辞
　　　　　　　保護者謝辞

　卒業生の進路

　　遠洋マグロ漁船　　　　　３名　　　まき網漁船　　　４名

　　遠洋かつお１本釣漁船　　３名　　　きんめ漁船　　　１名

　　海外まき網漁船　　　　　１名　　　船曳漁船　　　　１名　　計13名

〈参考〉
　当学園の生徒は、全寮制１年間の修学により漁業就業に必要な知識と技術を身に付け、即戦力として静岡県内の漁業現場で活躍
します。



提 供 日 2024/03/04

タイトル 第32回技能グランプリで静岡県選手10人が入賞しまし
た！

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　石川

TEL 054-221-2823

第32回技能グランプリで静岡県選手10人が入賞しました！

　２月23日（金）から26日（月）まで福岡県を主会場(※1)として開催された「第32回技能グランプリ」に、本県から13職種19人
の選手が出場し、金賞２人をはじめ、８職種で10人が入賞を果たしました。

　また、静岡県選手団として「優秀技能選手団賞（厚生労働省人材開発統括官賞）」(※2)を受賞しました。

　なお、本大会の入賞者表彰式（知事出席）を令和６年３月19日（火）に県庁で開催します。

※1　フライス盤職種は静岡県会場((株)静岡鐵工所)で令和６年２月22日に先行実施

※2　優秀な成績を収めた都道府県選手団に対して贈られる賞

１　選手団成績
金賞 銀賞 銅賞 敢闘賞 入賞者計
２人 ３人 ３人 ２人 10人

２　入賞者一覧　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

成績 職種名 氏　名 所  属

ペイント仕上げ広告美術 松井 勝彦 アートスタジオ  ヤマ
金賞

粘着シート仕上げ広告美術 鈴木 淑仁 (有)キヨシ看板店

石野　晴菜
和裁

長田　枝里香

（有) 辻村和裁研究所
※「辻」は「一点しんにょうつじ」銀賞

寝具製作 天野  幹郎 (有)天野ふとん店

寝具製作 宮地  伸芳 寝装寝具みやち

建築大工 原田  宗広 (株)平成建設銅賞

畳製作 新海　孝高 (株)新海畳店

石工 鈴木　秀展 鈴木石材
敢闘賞

フラワー装飾 井出　洋 (有)花文

３　大会概要
大会名 目　的 主　催 日程及び会場 出場選手(本県)

第32回技能

グランプリ

(隔年開催)

技能士の技能の一

層の向上及びその

地位の向上、技能

尊重気運の醸成

厚生労働省

中央職業能力開発協会

(一社)全国技能士会連
合会

２月23日(金)～26日(月)

※一部職種は先行実施

西日本総合展示場

(福岡県)他４会場

30職種379人

(13職種19人)



提 供 日 2024/03/04

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第114報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年３月４日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第114報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第114報（３月１日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 高等学校 静岡市清水区 403 17 1 27 8 6 2月29日 ～ 3月
2 小学校 静岡市葵区 929 35 1 30 8 5 3月1日
3 小学校 静岡市葵区 659 25 1 30 10 10 3月1日
4 小学校 静岡市清水区 594 21 1 35 13 12 3月1日
5 小学校 島田市 448 20 1 25 6 6 3月1日
6 小学校 榛原郡吉田町 577 22 1 30 7 7 3月1日 ～ 3月

本日合計 １高等学校、５小学校 6 177 52 46
８４２施設

本日までの累
計（実数） （ ９７高等学校、　２１１中学校、　４２２小学校、　７０幼稚園、

１０保育所、　２２こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
4,540 130,778 41,409 38,419

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/03/04

タイトル 【参加者募集】ふじのくに地球環境史ミュージアム
2024春「連続講座」の開催のお知らせ

担　　当 スポーツ・文化観光部 ふじのくに地球環境史ミュージ

アム企画総務課

連 絡 先 企画総務課

TEL 054-260-7111

【参加者募集】ふじのくに地球環境史ミュージアム
2024春「連続講座」を開催します！

　ふじのくに地球環境史ミュージアムでは、公益財団法人はごろも教育研究奨励会の助成を受け、文化・芸術・スポーツなど各界
で活躍されている方をゲストにお招きする『連続講座』を開催しています。
　春の講座では、俳優の平祐奈（たいら　ゆうな）さん、小説家の吉本ばななさんにお話をいただきます。現在参加者募集中で
す。是非ご参加ください。

１ 内容

開催日時 講師（敬称略） テーマ
 2024年３月28日(木) 
 14:00～15:00  平　祐奈（俳優）  俳優として、神職を持つ者として

 2024年４月５日(金)  
 14:00～15:00

 吉本　ばなな（小説家）  いつも心が帰ってくる場所

２　会場等
(1) 会場　ふじのくに地球環境史ミュージアム ２階講堂
(2) 定員　各講座とも100名（先着順）
(3) 料金　常設展観覧券が必要です。
（個人300円、学生(大学生以下)、70歳以上の方、障害者手帳をお持ちの方は無料)

３　申込方法
　当ミュージアム公式ホームページ（URL https://www.fujimu100.jp）、又はミュージアム窓口でお申込みください。

４　その他（「ふじミューフレンズ」会員のご案内）
　連続講座に御参加の方に、お得な「ふじミューフレンズ」会員の御利用をお勧めします。
　常設展観覧割引券（通常１回300円）４回分が800円で、会員となった日から１年間有効です。５回目以降は会員証提示で団体料
金（200円）で入館可能なほか、季節毎の会員限定イベントへのお申込みができる等の特典があります。
　入会手続きはミュージアム受付窓口のほか、郵送対応もしています。詳細はホームページを御覧ください。

https://www.fujimu100.jp


提 供 日 2024/03/04

タイトル 【開催中止】初開催！静岡県ランバイクレース「ふじ
さんっこCUP」参加者募集中

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 事業推進班

TEL 054-221-2838

初開催！
静岡県ランバイクレース「ふじさんっこCUP」参加者募集中

１　要旨
　東京2020オリンピック・パラリンピックで自転車競技の会場となった日本サイクルスポーツセンターで、ランバイクレース「ふ
じさんっこCUP」を開催します。
　県主催では初開催となる本取組は、オリンピックレガシー施設を活用したスポーツによる地域活性化を目的として実施します。

※雨天が予想されるため、中止が決定しました（３月２２日　14時）。

２　大会概要
・日　程：2024 年 ３ 月23 日 （ 土 ） 午前10 時 から15 時予定 　 ※ 雨天中止　※開催中止
・場　所：日本サイクルスポーツセンター（伊豆市大野1826番地）
・対　象：大会当日時点で２歳から６歳の未就学児
・クラス：２歳、３歳、４歳、５・６歳の４クラス
・定　員：各クラス20人　計80人
・参加費：1,500円　
※選手１人につき、２人まで、日本サイクルスポーツセンターの入園料が無料になります。
・主　催：静岡県
・共　催：伊豆市

３　申込み
　大会に参加するには、事前のエントリーが必要です。
　エントリーは下記URLからのみ受け付けております。
　定員に達し次第、募集を締め切ります。

　URL：http://spoen.net/95110

【募集締切：2024年３月15日（金）】

４　注意事項
・実施要項及び競技規則を確認し、承諾した上で申し込んでください。
・荒天等により中止となった場合でも、賞品、参加賞、傷害保険などの経費が必要なため参加費の返金はいたしません。
・振込後のキャンセルについては協賛金扱いとし、返金はできませんのでご注意ください。
・ランバイクの貸し出しもございますが、数に限りがありますので御注意ください。

５　イベント詳細
・詳細は、県ホームページを御確認ください。
　https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/sports/1049686/1061186.html

６　お問い合わせ
・静岡県スポーツ政策課　
　電話番号：054-221-2838（平日9時～17時）

・事務局　一般社団法人ふじのくにサイクルスポーツコミッション
　メール：info@fujinokunicsc.jp

http://spoen.net/95110
https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/sports/1049686/1061186.html
mailto:info@fujinokunicsc.jp


提 供 日 2024/03/04

タイトル フィンランド共和国 国会議員代表団が知事を表敬訪問
します！

担　　当 知事直轄組織 東京事務所

連 絡 先 渉外広報班

TEL 03-5212-9035

フィ ンランド共和国 国会議員代表団が知事を 表敬訪問します！

１　要旨

フィンランド共和国 国会議員代表団（社会保健委員会）が、本県の公的医療施策について学ぶために来静し、健康福祉部職員との意

見交換、医療関連施設の現地視察を行い、同視察行程内に知事を表敬訪問します。

２　概要

（１）　日　時　令和６年３月７日（木）10:30～11:00

（２）　会　場　静岡県庁別館９階　特別第一会議室

（３）　出席者　（フィンランド共和国側出席者）

　　　　　　　　　クリスタ・キウル社会保健委員会委員長　他国会議員９名

　　　　　　　　　駐日フィンランド共和国大使館副代表　ほか

　　　　　　　（県出席者）

　　　　　　　知事、東京事務所長ほか

（４）　内　容　　挨拶（知事、クリスタ・キウル社会保健委員会委員長）

　　　　　　  　懇談、記念品贈呈、記念撮影

３　参考　（本県訪問の行程）

　令和６年３月７日（木）

時間 内容
10:30-11:00

11:05-11:20

13:15-13:45

14:00-15:20

知事表敬

健康福祉部による施策説明

静岡社会健康医学大学院大学　視察・意見交換

静岡県立総合病院　視察
＊

＊静岡県立総合病院での視察は非公開



提 供 日 2024/03/05

タイトル 県信用金庫協会による「ふじのくにグローバル人材育
成基金」への寄附に対し感謝状を授与

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 政策推進班

TEL 054-221-3134

県信用金庫協会による
「ふじのくにグローバル人材育成基金」への寄附に対し感謝状を授与

　静岡県教育委員会では、国際的に活躍しようとする意欲のある高校生やグローバ
ル教育の向上を図る学校及び教職員を支援するため、平成28年４月に「ふじのくに
グローバル人材育成基金」を創設し、広く寄附を募っています。
　このたび、一般社団法人静岡県信用金庫協会から本基金に対し寄附をいただける
こととなりましたので、以下により寄附金贈呈及び知事感謝状授与式を行います。

１　日　時
　　令和６年３月12日（火）　午前９時30分から30分程度

２　場　所
　　静岡県庁西館７階　教育長室

３　出席者　
　・一般社団法人静岡県信用金庫協会
　　会長　田形　和幸　様（しずおか焼津信用金庫理事長）
　　常務理事　永野　英行　様
　・静岡県教育委員会教育長　池上　重弘　ほか

４　内容
　　寄附金目録の贈呈、教育長から知事感謝状授与、写真撮影、歓談

※教育委員会では、常時寄附金を募集しています。
　募集案内（チラシ）は、静岡県教育委員会ＨＰに掲載しています。

ＵＲＬ
（「静岡県教育委員会　ふじのくにグローバル人材育成基金」で検索）

「有徳の人づくり」を進めています
　静  岡  県  教  育  委  員  会



提 供 日 2024/03/05

タイトル 監査結果の公表（令和５年度第４回）

担　　当 監査委員事務局 監査課

連 絡 先 監査班

TEL 054-221-2296

監査委員は、令和５年11月２日から６年１月26日までに実施した定期監査等の監査結果を公表する。
今回の定期監査等の公表は、令和５年度第４回である。

１　定期監査等
（１）監査の実施時期
　　　令和５年11月２日から６年１月26日までに実施した定期監査等
（２）監査対象箇所
　　　定期監査  　　　　　   81機関（出先81機関）
　　　随時監査  　　　　　   １機関（本庁１機関）
      財政的援助団体等監査　 14機関
（３）監査結果
　　ア　指摘等のあった機関　６機関
　　イ　指摘等件数　　　 ６件
　　　（ア）指　摘　　　 １件
　　　（イ）注　意    　 ５件

２　指摘等の内容（用語の説明は３頁）
別紙「監査結果の概要」のとおり

３　今回の公表事案の特記事項
監査結果の合計は６件で、昨年同時期と比べ２件減少した。監査結果の中で重大な法令違反などの不適切な事項に該当する「指摘」は１件減少し、

指摘の次に重い「注意」は同数であった。
また、事務処理の見直しなどに対する「意見」は１件減少した。

年度 実施箇
所

指摘 注意 意見 計

R5（11～1月） 96箇所 1件 5件 ― 6件
R4（11～1月） 92箇所 2件 5件 1件 8件

増減 4箇所 △1件 0件 △1件 △2件



提 供 日 2024/03/05

タイトル 静岡県議会令和６年２月定例会常任委員会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局 議事課

TEL 054-221-2555

静岡県議会令和６年２月定例会常任委員会を下記のとおり開催します。

                     　　   記

委員会名 日    時 場    所 審査事項・順序

総    務

　３月７日（木）
　 　　８日（金）
　 　 11日（月）
　 　 12日（火）  
  各開催日とも
午前10時30分～

第１委員会室

知事直轄組織関係
経営管理部関係
選挙管理委員会関係
出納局関係
人事委員会関係
監査委員関係

危機管理くらし環境            〃 第２委員会室
１　危機管理部関係

２　くらし・環境部関係

文化観光 〃 第３委員会室 スポーツ・文化観光部関係

厚　　生 〃 第５委員会室
健康福祉部関係
がんセンター局関係

産　　業 〃 第７委員会室

１　経済産業部関係
　　労働委員会関係

２　企業局関係

建　　設 〃 第４委員会室
交通基盤部関係
収用委員会関係

文教警察 〃 第６委員会室
１　教育委員会関係

２　公安委員会関係

＊委員会は審査等が終了次第、閉会となります。
  なお、委員会室はすべて県庁本館４階にあります。



提 供 日 2024/03/05

タイトル 掛川市の沿岸部の一部を「津波災害警戒区域」に指定

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川企画課

連 絡 先 海岸企画班

TEL 054-221-2458

掛川市の沿岸部の一部を「津波災害警戒区域」に指定
～最大クラスの津波に対する警戒避難体制を充実・強化します～

　津波防災地域づくりに関する法律に基づき、掛川市の沿岸部で津波による浸水が想定される区域を「津波災害警戒区域」に指定
しました。
　今回の指定により県内指定対象の沿岸21市町のうち14市町で指定が完了しました。

１　指定の内容
◆告示
　・令和６年３月５日（火）静岡県公報
　・告示番号　第154号
　・指定範囲　掛川市横須賀、大渕、沖之須、西大渕、山崎、大坂、千浜、三俣、
　　　　　　　　　国包、国安、浜野、浜川新田、菊浜の一部の区域（計約550ha）
　・縦覧場所　交通基盤部河川砂防局河川企画課、県袋井土木事務所企画検査課
　　　　　　　掛川市危機管理課
　・県河川砂防局ホームページでも指定図書のデータを掲載します。

２　効果
　津波災害警戒区域内においては基準水位（※）が表示され、津波から避難する上での有効な高さが想定でき、避難施設などの効
率的な整備の目安になるなど、実効性の高い避難対策が可能になります。

３　県の取組
　区域指定後は、指定により義務化となる津波ハザードマップの作成・周知（市）や要配慮者利用施設の避難確保計画の作成（施
設管理者）等の措置が着実に実施されるよう掛川市を支援し、警戒避難体制の充実・強化を図ります。

（参考）
・津波災害警戒区域とは
津波が発生した場合、住民等の生命・身体に危害が生じるおそれがある区域で、当該区域の危険度・安全度を津波浸水想定や基準水位により
住民等に「知らせ」、いざというときに津波から住民等が円滑かつ迅速に「逃げる」ことができるよう、津波に関する予報又は警報の発令及
び伝達、津波避難訓練の実施、避難場所や避難経路の確保、津波ハザードマップの作成等による警戒避難体制を特に整備すべき区域

・基準水位とは（※）
津波浸水想定の浸水深に、津波が建物等に衝突した際のせり上がりの高さを加えた水位

・県内の指定の経過
指定時期 指定市町

 H28.3月  東伊豆町、河津町
 H30.3月  伊豆市
 R2.3月  下田市、南伊豆町、松崎町
 R5.3月  静岡市、沼津市、熱海市、伊東市、富士市、湖西市、御前崎市



提 供 日 2024/03/05

タイトル ふじのくにi-Construction推進支援協議会（令和５年
度第２回）を開催します

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 イノベーション推進班

TEL 054-221-2497

ふじのくにi-Construction推進支援協議会
（令和５年度第２回）を開催します

　県では、建設現場におけるＩＣＴや新技術の導入を推進し、生産性向上を図るため、国、市町、関係団体等が参画する「ふじの
くにi-Construction推進支援協議会」を設置しています。
　今回の会議では、最新の技術動向や、データ取得・活用に関する取組、ICT活用工事の運用などについて、関係者にて情報共有
を図ります。

１　日　　時   令和６年３月12日（火）　13：30～15：30

２　開催方法　 オンライン会議

 
３　予定内容  （１）講演　岩手県内企業によるICT導入事例紹介

（２）令和５年度の取組
　・「ふじのくにICT活用工事セミナー」開催結果
　・VIRTUAL SHIZUOKAを用いた路線測量のマニュアル化　等

（３）令和６年度の取組予定
　・３次元点群データの未取得エリアについて
　・電子基準点の運用　等

４　委員等　 　国土交通省、静岡県、県内市町、建設関連業界団体
　　　　 　　　ＩＣＴ活用工事関連機器等企業、研究機関等

５　備　　考   取材希望の方は事務局までご連絡下さい。
　　　　　　　 オンライン会議の接続先をご案内します。
　　　　　　 　

６　問合せ先　 事務局　交通基盤部政策管理局建設政策課イノベーション推進班　桑原　石橋
　　　　　　　 電話：054-221-2497



提 供 日 2024/03/05

タイトル 浜松技術専門校　令和５年度修了式を開催します。

担　　当 経済産業部 浜松技術専門校訓練課

連 絡 先 機械班　市川

TEL 053-462-5602

静岡県立浜松技術専門校では次のとおり修了式を行います。
職業訓練を通じ知識・技能を身に付け、職業人として旅立つ訓練生を是非、取材してください。

１　日時　令和６年３月８日（金）　午前10時開式

２　場所　静岡県立浜松技術専門校　多目的ホール
　　　　　〒435-0056　浜松市中央区小池町2444番地の１

３　修了生数
課程名 訓練科名 訓練期間 修了生数

機械技術科 １年 ２名
建築科 １年 ２名若年者コース　普通課程

設備技術科 １年 １名
一般コース　短期課程 電気工事科 11ヶ月 ８名

計 １３名

４　修了式次第
　　（１）開式
　　（２）修了証書授与
　　（３）校長式辞
　　（４）知事祝辞（代読）
　　（５）来賓紹介
　　　　　　静岡県西部技能センター運営協議会会長　中村　嘉宏　様
　　　　　　浜松職業能力開発短期大学校長　　　　　古内　　忍　様
　　　　　　浜松公共職業安定所長　統括職業指導官　神田　直幸　様
　　（６）表彰状授与
　　　　　　西部技能センター運営協議会会長賞
　　　　　　浜松技術専門校協力会会長賞
　　　　　　静岡県ものづくり競技大会入賞
　　（７）修了生誓いの言葉
　　（８）閉式



提 供 日 2024/03/05

タイトル 白糸の里「富士山白糸平成棚田祭り」が開催されま
す！

担　　当 経済産業部 富士農林事務所農村整備課

連 絡 先 農村計画班

TEL 0545-65-2201

【ふじのくに美しく品格のある邑】

白糸の里「富士山白糸平成棚田祭り」が開催されます！

1　要  旨
　ふじのくに美しく品格のある邑に登録されている「白糸の里（富士宮市原）」は、ほ
場整備された「平成棚田」の継承のため、平成28年度より棚田を会場とした竹灯籠祭り
を開催してきました。今年度も、3,776本の竹灯籠により平成棚田が幻想的な世界とな
る感動を多くの人々に提供したいという思いから、地域住民の協力のもと「富士山白糸
平成棚田祭り」が開催されます。

2　概　要

日　時
令和６年３月10日(日)　午後５時～午後７時30分
※雨天時は11日(月)に延期

場　所 会場：平成棚田　　駐車場：白糸自然公園（富士宮市原436-1）

主催者 平成棚田の会・富士山白糸平成棚田竹灯籠祭り実行委員会

問合せ 「白糸の里ホームページ」(https://shiraitonosato.info)

内　容 ・フリーマーケット、特産品販売、竹灯籠、竹あかり、打ち上げ花火
・竹灯籠の点灯ボランティアを当日受け付けます。

3　取材について
　取材を希望される場合は、現地に直接お越しください。

＜参考＞
■「ふじのくに美しく品格のある邑」とは？
 静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有
の財産でもある地域資源を保全・活用し、次世代に継承する活動を行う集落
等を「美しく品格のある邑（むら）」として登録し、情報発信や知事顕彰を
行っています。令和６年２月末時点で153の地域が認定されています。

■ 「白糸の里」
　県営ほ場整備事業「白糸地区」で整備されたほ場を「平成棚田」と命名し、地域の
シンボルとしてイベント等に活用しており、外部の力をうまく取り入れながら、地域
に人を呼び込み、魅力ある邑づくりを行っています。
・平成26年度「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」知事顕彰受賞
・平成28年度「静岡景観賞」優秀賞受賞
・令和元年度「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」連合奨励賞受賞

https://shiraitonosato.info


提 供 日 2024/03/05

タイトル 県内の魅力ある企業群の情報を発信！

担　　当 経済産業部 政策管理局産業政策課

連 絡 先 産業成長戦略推進班

TEL 054-221-2650

地域の特性を生かした成長性の高い分野に挑戦する「地域経済牽引事業」に取り組む企業４社の動画を新たに公開！

・県は地域未来投資促進法に基づき、県内企業が地域の特性を生かして取り組む「地域経済牽引事業」を承認しており、事業に取り組む企業
を紹介する動画を制作。
・このうち、今回公開の４社とこれまでに公開した30社を合わせて34社の動画を公開中。

１　目的
　地域の特性を生かした成長性の高い新たな分野に挑戦する事業（地域経済牽引事業）に取り組む企業の情報発信を通じて、新たに地域経済
牽引事業を実施する企業の増加を図るとともに、静岡県に魅力ある企業が多くあることを首都圏在住の若者等に十分に伝え、Ｕ・Ｉターン就
職につなげます。

２　動画の内容
　企業のリーダーが現在取り組んでいる事業について熱く語り、若者に向けたメッセージを発信しています。

３　動画の視聴方法
「ふじのくに７つの産業革命」で検索またはホームページに直接アクセスしてください。
（ホームページＵＲＬ ：http://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/1047633/shizuoka-sangyokakumei/index.html）

４　新たに動画を公開した企業（４社）順不同　※動画制作募集の応募企業の中から選定。

企業名 事業分野 事業実施場所 動画テーマ

富士宮通運（株） 成長ものづくり
富士市/
富士宮市

あふれる若い力で製造と物流を支える

遠州トラック（株） 第４次産業革命 袋井市
物流を基盤に東海道の真ん中から社会貢献
する

（株）エイディーディー 成長ものづくり 沼津市
チャレンジ精神に溢れる開発型企業で在り
続ける

協和工業（株） 成長ものづくり 湖西市
ものづくりの誇りと喜びを分かち合える企
業を目指す

[参考：地域経済牽引事業計画について]
・市町村・都道府県が作成した「基本計画」に基づき事業者が作成し、承認を受けた計画のこと。
・承認要件として、地域の特性を生かして、高い付加価値を創出し、地域の事業者に対する相当の経済的効果を及ぼすことが求められる。
・本県が作成した基本計画は、次の６つのうち、いずれかの地域特性を活用することを承認要件としている。
「成長ものづくり分野」「農林水産分野」「第４次産業革命分野」「観光・スポーツ分野」「環境・エネルギー分野」「ヘルスケア産業分野」

http://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/1047633/shizuoka-sangyokakumei/index.html


提 供 日 2024/03/05

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第115報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年３月５日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第115報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第115報（３月４日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 中学校 三島市 410 14 1 31 13 13 3月5日 ～ 3月
2 小学校 三島市 353 15 1 28 13 12 3月5日 ～ 3月
3 小学校 駿東郡長泉町 1034 38 1 33 14 14 3月5日 ～ 3月
4 小学校 御殿場市 206 9 1 20 8 8 3月5日 ～ 3月
5 幼稚園 御殿場市 92 6 1 13 6 6 3月5日 ～ 3月
6 小学校 富士市 279 13 1 23 14 14 3月5日 ～ 3月
7 小学校 富士宮市 113 6 1 22 10 10 3月5日 ～ 3月
8 中学校 焼津市 361 16 1 29 8 8 3月4日

1 33 12 12 3月2日 ～ 3月
9 中学校 周智郡森町 197 8

1 32 8 8 3月2日 ～ 3月
10 小学校 磐田市 165 9 1 22 6 6 3月1日 ～ 3月

1 35 9 9 3月5日 ～ 3月
11 中学校 浜松市中央区 650 22

1 35 12 12 3月5日 ～ 3月
1 29 12 12 3月5日 ～ 3月

12 小学校 浜松市中央区 507 20
1 27 8 8 3月5日 ～ 3月

13 小学校 浜松市中央区 535 20 1 27 9 9 3月5日 ～ 3月
14 小学校 浜松市中央区 213 8 1 25 7 4 3月5日 ～ 3月
15 小学校 浜松市浜名区 650 26 1 27 10 10 3月5日 ～ 3月

1 19 10 10 3月5日 ～ 3月
16 小学校 浜松市浜名区 326 15

1 28 22 21 3月5日 ～ 3月
17 小学校 浜松市浜名区 1248 46 1 31 10 10 3月5日 ～ 3月

本日合計 ４中学校、12小学校、１幼稚園 21 569 221 216
８４３施設

本日までの累
計（実数） （ ９７高等学校、　２１１中学校、　４２３小学校、　７０幼稚園、

１０保育所、　２２こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
4,561 131,347 41,630 38,635

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/03/05

タイトル 「第162回ふじのくに防災学講座」を開催します！

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 静岡県地震防災センター

TEL 054-251-7100

「第162回ふじのくに防災学講座」を開催します！

静岡県では、「しずおか防災コンソーシアム」と連携し、「ふじのくに防災学講座」を開催しています。

１　日　時

　令和６年３月16日（土）10時30分から正午まで

２　場　所

　静岡県地震防災センター（静岡市葵区駒形通5-9-1）

３　内　容

　・テーマ　令和6年能登半島地震・津波の災害調査報告

　・講　師　静岡大学 防災総合センター 准教授 原田 賢治 氏

　・講演概要

　2024年1月1日16時10分に石川県能登半島で発生したマグニチュード7.6の地震により、石川県志賀町、輪島市で震度7の地
震動が観測され、多くの建物が全半壊し、石川県で241名の死者が発生している（消防庁、2/13時点）。この地震により津
波が発生しており、地震発生後短い時間で津波が沿岸に到達している。津波が来襲した奥能登地域で津波災害を中心に現地
調査を行なった結果の概略を報告する。

　・対　象　どなたでも

　・受講料　無料

　・開催方法　会場受講およびZoom配信

４　問合せ先

　静岡県地震防災センター

　電話：054-251-7100

　メール：bousaigaku@amail.plala.or.jp

mailto:bousaigaku@amail.plala.or.jp


提 供 日 2024/03/05

タイトル 【第24報】令和６年能登半島地震への本県の支援につ
いて（３月５日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は別添のとおりです。



提 供 日 2024/03/06

タイトル 工事請負契約等に係る入札参加停止

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班

TEL 054-221-3059

工事請負契約等に係る入札参加停止

不正又は不誠実な行為等の再発を防止し、公共工事の受注者としてふさわしくないものを入札から排除し反省を促すため、静岡県工事請負契約等に
係る入札参加停止等措置要綱第２条第１項の規定に基づき、以下のとおり、入札参加停止を行いました。（１件１者）

　１　入札参加停止の内容
　　　　　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第10号（不正又は
　　　　　不誠実な行為）に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者

商　　　　 号 鷹野設計株式会社
代表者氏名 代表取締役　鷹野　一弘
本店所在地 静岡県浜松市中央区元魚町91-２
停 止 期 間 １か月

　　　
　３　入札参加停止の理由
　　　静岡県浜松土木事務所発注の浜松東高等学校本館トイレ改修工事設計業務委託に
　 おいて、設備設計事務所の協力が得られず、工期内の業務完了が見込めないことを理
　 由に、令和６年２月22日に契約を解除したため。

　４　停止期間の始期及び終期
　　　令和６年３月７日から令和６年４月６日まで

　　（参考）
　　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第10号

措置要件 措置期間
業務に関し不正又は不誠実な行為をし、工事等の契約の相手
方として不適当であると認められるとき。

１か月以上９か月以内



提 供 日 2024/03/06

タイトル 【取材依頼】ファルマバレープロジェクトセミナーの
開催

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先

TEL 054-221-2985

【取材依頼』　ファルマバレープロジェクトセミナーの開催

静岡県では、「世界一の健康長寿県の形成」を目指し、世界トップクラスのがん診療拠点である静岡がんセンターを中心に、先端医療の提

供・高度な研究開発と医療健康関連産業の振興・集積を図る「ファルマバレープロジェクト」を推進しています。

この度、本プロジェクトの取組である「自立のための３歩の住まい」をコンセプトにしたセミナーを開催いたします。併せてCareTEX東京'24に

も３歩の住まいのブースを出展しておりますので合わせて取材をお願いいたします。

１　日時・場所
　・令和６年３月12日（火）15時～17時　（開場：14時30分）
　・TFTビル東館　研修室904・905　（東京都江東区有明３丁目６番１１号）

２　内容

構成 時刻 内　容

挨拶 15:00-15:10 1　静岡県知事　 川勝　平太　
2　（公財）ふじのくに医療城下町推進機構　理事長　大坪　檀氏

  基調
講演

15:10-15:40 「超高齢社会の理想郷づくり　～終の棲家のあるべき姿～」
静岡県立静岡がんセンター　名誉総長兼理事  　山口  建氏

取組
発表

15:40-16:00

1　 「自立のための３歩の住まい」モデルルーム
　（公財）ふじのくに医療城下町推進機構　センター長　植田　勝智氏
2　 「自立のための３歩の住まい」社会実装化に向けた取組み
　（株）システム環境研究所　     　　　　　山本　行俊氏
　（株）メディファ設計　          　　　　 小西　正明氏
3　 技術が描く未来の自立した生活
パナソニック（株）エレクトリックワークス社 中島　優子氏
ノンスケール（株）                    小林  　毅氏

３　Care TEX東京'24への出展について
　　　セミナーの開催と並行し、「自立のための３歩の住まい」を共感できるブースを、Care TEX東京'24へ出展します。（3月12日～3月14日、東

京ビッグサイト南展示棟)

　　　セミナーと併せ、ぜひ足をお運びいただき、「自立のための３歩の住まい」の取組を実際に御覧いただければ幸いです。　

※ Care TEX東京'24での取材を希望される場合は、別途、展示会主催者へ取材申込（https://caretex.jp/info/media）ください。

※詳細は別添PDFファイルを御確認ください 

https://caretex.jp/info/media


提 供 日 2024/03/06

タイトル 静岡県薬物の濫用の防止に関する条例に基づき、新た
に３物質を知事指定薬物として指定しました

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事課薬物対策班

TEL 054-221-2413

静岡県薬物の濫用の防止に関する条例に基づき、新たに３物質を知事指定薬物として
指定しました！

１　要旨
　静岡県薬物の濫用の防止に関する条例第14条第１項の規定に基づき、３物質について、人の身体に使用された場合に、興奮、幻
覚、陶酔等の作用を人の精神に及ぼし、さらに、これらが濫用されるおそれがあると認められるため、知事指定薬物として指定し
ました。
　今回の指定は、同条例が平成27年３月１日に全面施行されてから、47回目（累計157物質）の指定になります。

２　知事指定薬物として指定する物質
　 通称名 物質名
１ ・ＭｉＰＬＡ

・ＭＩＰＬＡ
・Ｎ－Ｍｅｔｈｙｌ－Ｎ－ｉｓｏｐｒｏｐｙｌ　ｌｙｓｅ
ｒｇａｍｉｄｅ

（８Ｒ）－Ｎ－メチル－Ｎ－（プロパン－２－イル）－６－メ
チル－９，１０－ジデヒドロエルゴリン－８－カルボキシアミ
ド及びその塩類

２ Ｂｕｔｏｎｉｔａｚｅｎｅ ２－｛［（４－ブトキシフェニル）メチル］－５－ニトロ－１
Ｈ－ベンゾ［ｄ］イミダゾール－１－イル｝－Ｎ，Ｎ－ジエチ
ルエタン－１－アミン及びその塩類

３ ・Ｎ－Ｐｒｏｐｙｌｂｕｔｙｌｏｎｅ
・Ｐｕｔｙｌｏｎｅ
・ｂｋ－ＰＢＤＢ

１－（ベンゾ［ｄ］［１，３］ジオキソール－５－イル）－２
－（プロピルアミノ）ブタン－１－オン及びその塩類

３　指定期日
　告示：令和６年３月６日（水）
　適用：令和６年３月７日（木）

４　備考
　今回指定した３物質について、本日、国が、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律第２条第15項
に規定する指定薬物に指定し、３月16日（土）から施行を予定するため、同日をもって知事指定薬物としての指定が失効します。
（失効予定日：令和６年３月16日（土））



提 供 日 2024/03/06

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第116報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　

発表日：令和６年３月６日 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第116報】 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272
　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第116報（３月５日受付分）】

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 中学校 熱海市 261 11 3 78 17 16 3月5日 ～ 3月
2 中学校 伊東市 223 8 1 26 9 9 3月4日 ～ 3月
3 中学校 三島市 834 12 1 31 10 10 3月6日 ～ 3月
4 小学校 沼津市 868 31 1 29 13 11 3月5日 ～ 3月
5 小学校 沼津市 328 18 1 24 11 11 3月5日 ～ 3月
6 小学校 裾野市 709 27 1 28 7 7 3月5日

1 28 11 11 3月4日 ～ 3月
7 高等学校 静岡市清水区 403 17

1 27 9 9 3月4日 ～ 3月
8 高等学校 静岡市葵区 1471 41 1 25 13 6 3月4日 ～ 3月

1 32 12 6 3月5日 ～ 3月
9 小学校 静岡市葵区 929 35

1 29 8 7 3月5日 ～ 3月
10 小学校 静岡市葵区 482 21 1 32 9 9 3月5日 ～ 3月
11 小学校 静岡市葵区 501 18 1 31 14 13 3月5日 ～ 3月

1 28 6 6 3月5日 ～ 3月
12 小学校 静岡市駿河区 527 24

1 27 11 8 3月5日 ～ 3月
13 小学校 静岡市駿河区 866 33 1 28 9 7 3月5日 ～ 3月
14 小学校 静岡市清水区 545 21 1 27 16 11 3月5日 ～ 3月
15 小学校 静岡市清水区 841 30 1 28 16 16 3月5日 ～ 3月
16 小学校 静岡市葵区 603 18 1 34 14 14 3月4日 ～ 3月
17 中学校 島田市 67 5 1 30 10 10 3月5日
18 小学校 島田市 138 8 1 30 9 9 3月5日
19 小学校 焼津市 1012 35 1 34 15 14 3月5日 ～ 3月
20 小学校 磐田市 577 25 1 30 12 5 3月5日 ～ 3月
21 小学校 掛川市 415 18 2 62 16 12 3月5日 ～ 3月
22 小学校 掛川市 160 8 1 23 7 7 3月4日 ～ 3月
23 小学校 周智郡森町 371 17 2 62 18 18 3月5日 ～ 3月

1 41 11 11 3月5日 ～ 3月
1 40 17 15 3月5日 ～ 3月24 高等学校 浜松市中央区 950 26
1 38 9 8 3月5日 ～ 3月

25 小学校 浜松市中央区 535 20 1 29 11 11 3月6日 ～ 3月
1 27 9 9 3月6日 ～ 3月

26 小学校 浜松市中央区 599 21
1 33 7 7 3月6日 ～ 3月

27 小学校 浜松市浜名区 692 26 1 33 8 8 3月6日 ～ 3月
28 小学校 浜松市浜名区 326 15 2 20 9 9 3月6日 ～ 3月
29 小学校 浜松市浜名区 406 15 1 33 18 12 3月6日 ～ 3月
30 小学校 浜松市中央区 407 12 1 34 13 13 3月5日 ～ 3月
31 幼稚園 浜松市中央区 277 13 1 22 12 12 3月5日 ～ 3月

本日合計 ３高等学校、４中学校、23小学校、１幼稚園 42 1,213 426 377
８４７施設

本日までの累
計（実数） （ ９７高等学校、　２１４中学校、　４２４小学校、　７０幼稚園、

１０保育所、　２２こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
4,603 132,560 42,056 39,012

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/03/06

タイトル 【取材依頼】介護現場における業務改善の取組 モデル
事業所成果報告会を開催します！

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局介護保険課

連 絡 先 介護人材班

TEL 054-221-2314

　【取材依頼】
「介護現場における業務改善の取組　モデル事業所成果報告会」を開催します！

～次期介護報酬改定で重要となる「生産性向上」の取組発表～

　介護現場における人材の確保や定着が課題となる中で、介護の質を確保し、向上させて
いくため、今年度県の伴走支援の下、居宅系サービスの５事業所で、介護サポーターやＩＣ
Ｔ機器の活用により業務改善を行うモデル事業を実施しています。
　このたび、モデル５事業所の取組や成果を共有するとともに、県内の介護事業所等へ
広く周知するため、下記のとおり成果報告会を開催します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　１　日　　  時　令和６年３月８日（金）午後１時30分から４時30分

　２　開催場所　静岡県経済産業会館（静岡市葵区追手町44-1）

　３　対  象 者　静岡県内介護事業所の経営者層・ミドルリーダー（現場職員）

　４　内 　 　容

(1) 講演：「介護報酬改定に必要な生産性向上の取組とは？」

 講師：株式会社ＴＲＡＰＥ　代表取締役　鎌田　大啓　氏

　　　　大阪大学　医学部保健学科　医学系研究科　招聘教員、厚生労働省「介護事業所における

　　　　　データ連携による生産性向上に関する調査研究」委員会委員　など他多数の国事業へ参画

(2) 令和５年度業務改善モデル事業所の取組発表

法人名 事業所名 サービス種別 業務改善の内容
特定非営利活動法人えん サポートハウスえん 認知症対応型

通所介護
株式会社
ふれあいの里観月園

ふれあいの里観月園

デイサービスセンター

通所介護

社会福祉法人花園会 レジデンス花

ショートステイ

短期入所生活介護
介護サポーターの活用

社会福祉法人七恵会 浜松中央長上苑

ショートステイ

短期入所生活介護

株式会社下平 デイサービスつなぐ 通所介護
ICT機器の活用

(3)ワークショップ：「実際どうなの業務改善？」　

　講師とモデル５事業所の職員による業務改善に係る苦労話等の意見交換

詳細については、下記リンクよりご参照ください。
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/koreifukushi/kaigohoken/1060678.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/koreifukushi/kaigohoken/1060678.html


提 供 日 2024/03/06

タイトル 内閣府個別避難計画モデル事業アドバイザリーボード
座長鍵屋氏を招き、市町取組報告会を実施します！

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 久保田

TEL 054-221-2363

令和５年度　静岡県個別避難計画取組報告会
１　目的・概要

　近年、豪雨災害をはじめとする大規模災害が頻発しており、そのたびに高齢者や障害のある人が犠牲となっております。逃げ遅れること
なく円滑に避難するためには、当事者、行政、地域住民、福祉専門職等が密接に連携し、実効性のある避難のための個別避難計画作成
に取り組むことが重要です。
　今回の報告会は、富士市、伊豆の国市から取組報告をいただくとともに、内閣府個別避難計画モデル事業アドバイザリーボード座長を務
めている鍵屋氏（跡見学園女子大学教授）などを交えて、各市町における今後の取組や課題について意見交換し、計画作成の取組をより
一層促進することを目的に開催いたします。

２　日　　時　令和６年３月８日（金）13：00～16：30

３　会　　場　クーポール会館　５階５－A会議室他（静岡市葵区紺屋町２-２）

４　対　　象　県内市町行政(危機管理部門、福祉部門等)、市町社会福祉協議会、

介護支援専門員・相談支援事業所等の福祉専門職

※３月６日時点で100名程度の参加申込みあり

５　プログラム　
時　間 内　容

12：30～ 受　付
13：00～
13：05 開　会

13：05～
13：35

（１）講義「個別避難計画と地域共生社会～能登半島地震を事例に～」
　　跡見学園女子大学観光コミュニティ学部教授、
　　内閣府個別避難計画モデル事業アドバイザリーボード座長、
　　（一社）福祉防災コミュニティ協会代表理事
　　鍵屋　一　氏

13：35～
14：45

（２）事例報告「県内市町における個別避難計画の作成」
　　・富士市（ICTの活用、地域との連携）　
　　・伊豆の国市(福祉専門職との連携)

ファシリテーター：静岡県立大学短期大学部准教授　江原　勝幸　氏
14：45～
14：55

（３）行政説明「来年度の取組予定」
　　報告者：静岡県健康福祉部企画政策課

14：55～
15：15

（４）活動報告「能登半島地震における静岡DWAT派遣」
　　 報告者：静岡県社会福祉協議会経営支援課

15：15～
15：30 休　憩

15：30～
16：30

 分科会（発表者等との意見交換）　※希望者のみ

16：30 閉　会



提 供 日 2024/03/06

タイトル 【当日取材依頼】令和５年度第２回ふじのくに地球環
境史ミュ－ジアム運営協議会の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 ふじのくに地球環境史ミュージ

アム

連 絡 先 企画総務課

TEL 054-260-7111

令和５年度第２回ふじのくに地球環境史ミュージアム
運営協議会の開催

～中期運営ビジョンについての審議等を行います～

　当ミュ－ジアムの運営を円滑に進めるため、館長に対して意見を述べる機関である「ふじのくに地球環境史ミュ－ジアム運営協
議会」を開催します。
　今回の会議では、３月26日で開館８周年を迎える当ミュージアムが、目指す姿の実現に向け、当面５年間に取り組む内容をとり
まとめる「ふじのくに地球環境史ミュ－ジアム中期運営ビジョン」についての審議等を行います。

１　日　　　時　　令和６年３月12日（火）午後１時30分から３時まで
２　会　　　場　　ふじのくに地球環境史ミュ－ジアム　２階講堂
                  （静岡市駿河区大谷5762）
３　出　席　者　　佐藤洋一郎館長、運営協議会委員ほか
４　内　　　容    (1)中期運営ビジョン（最終案）について
　　　　　　　　　(2)企画展「イネ・米・田んぼ」

＜運営協議会委員＞　      　　               　（会長以外50音順、敬称略）
氏　　名 役　　　職

 溝口　康博（会長）  静岡商工会議所副会頭　はごろもフーズ(株)常勤監査役
 秋山　信彦  東海大学海洋学部水産学科教授
 天岸　祥光  特定非営利活動法人静岡県自然史博物館ネットワーク理事長
 池上　重弘  静岡県教育長
 石川　善太郎  (株)静岡新聞社編集局専任局長兼論説委員長
 篠田　謙一  国立科学博物館館長
 豊島　勝一郎 (株)清水銀行会長
 ハイン・マレー  京都府立大学教授

 長谷川　清  DNVビジネス・アシュアランス・ジャパン(株)フード＆ベバリッジ
／ ビジネスディベロップメントマネジャー

 本郷　徹志  ＮＨＫ静岡放送局長
 望月　宏明  (公社)静岡県観光協会　専務理事
 本橋　令子  静岡大学副学長
 鷲谷　いづみ  東京大学名誉教授

５　そ　の　他
 取材御希望 の 報道機関 は 、 ３ 月12 日 （ 火 ）11:00 までに 、 電話又 は 電子 メールで 御連絡 ください 。
（電話番号）054-260-7111　（メールアドレス）museum-kikaku@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:museum-kikaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/03/06

タイトル 令和５年度静岡県環境教育ネットワーク推進会議を開
催します

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3781

令和５年度静岡県環境教育ネットワーク推進会議を開催します

県では、企業、社会教育施設、NPO、行政等による多様な主体が連携する仕組みとして環境教育
ネットワークを構築し、毎年各団体等の取組事例の紹介や団体間の交流を行う環境教育ネットワーク
推進会議を開催しています。

今年度は、「こどもを主体とした環境保全活動の推進」をテーマとし、下記の内容により開催しま
す。会議では、こどもと一緒に環境保全活動に取り組む団体等のノウハウや事例について共有する
とともに、参加者間の交流も予定しております。

なお、当ネットワーク会議は、２年ぶりの対面開催となります。

１　会議概要

（１）開催日時　令和６年３月15日（金）午後３時～５時

（２）会　　　場　静岡県男女共同参画センターあざれあ５階 第３会議室
（静岡市駿河区馬渕１丁目17－1）

（３）対　　　象　環境教育ネットワーク参加団体及びネットワークに興味のある団体（企
業、社会教育施設、NPO、行政等）、静岡県環境学習指導員、こどもエコ
クラブサポーター など
※環境教育に関心のある団体や個人の皆様はどなたでも参加できます。

（４）内　　　容
　　　ア　講演「こどもと一緒に取り組む環境保全活動のノウハウについて」
　　　イ　環境教育ネットワーク団体等の取組事例紹介
　　　ウ　こどもエコクラブの紹介と活動報告
　　　エ　県からの報告
　　　オ　情報交換・交流会

２　申込方法

添付のチラシに記載のＱＲコードを読み込み、申込フォームから申込む。
ＦＡＸの場合は、チラシに必要事項を記入し、指定の宛先に提出する。

・宛先　FAX：0544-67-0567
・申込期限　３月13日（水）

３　お問合せ先

　　静岡県くらし・環境部環境局環境政策課企画班
　　電話番号　０５４－２２１－３７８１



提 供 日 2024/03/06

タイトル 新設住宅着工統計令和６年１月の主な動向

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-3080

新設住宅着工統計令和６年１月の主な動向

＜総戸数＞
令和６年１月の新設住宅着工戸数は、1,316戸（対前年同月増減比15.3％減）。前年同月と比較して、持家で増加したが、貸家・給与住

宅・分譲住宅で減少したため、全体で減少となった。（国土交通省建築工事届集計データをもとに、静岡県分の住宅関連データを抽出処
理）

＜利用関係別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
持家 747 731 2.2％

民間資金 662 636 4.1％
公的資金 85 95 △10.5％
うち機構融資 ※１ 12 16 △25.0％

貸家 335 381 △12.1％
民間資金 258 345 △25.2％
公的資金 77 36 113.9％

給与住宅 ※２ 4 5 △20.0％
分譲住宅 230 436 △47.2％
うちマンション 0 155 △100.0％

合計 1,316 1,553 △15.3％
※１　住宅金融支援機構から融資を受けて建てた住宅
※２　会社、官公署、学校等がその社員、職員、教員等を居住させる目的で建てた住宅

＜地域別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
東部 362 535 △32.3％
中部 395 439 △10.0％
西部 559 579 △3.5％
合計 1,316 1,553 △15.3％

＜直近６か月間の推移＞
８月 ９月 10月 11月 12月 １月

前年着工戸数 1,730 1,566 1,641 1,685 1,678 1,553
直近着工戸数 2,028 1,575 1,412 1,452 1,512 1,316

対前年同月増減比 17.2％ 0.6％ △14.0％ △13.8％ △9.9％ △15.3％

＜資金別＞
　区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
民間資金 1,126 1,296 △13.1％
公的資金 190 257 △26.1％
うち機構融資 25 18 38.9％

合計 1,316 1,553 △15.3％

＜建築工法別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
在来工法 948 1,065 △11.0％
プレハブ工法 194 278 △30.2％
枠組壁工法 174 210 △17.1％
合計 1,316 1,553 △15.3％

＜構造別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
木造 929 980 △5.2％
非木造 387 573 △32.5％
合計 1,316 1,553 △15.3％

＜参考＞
戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比

全国 58,849 63,604 △7.5％
　表グラフなどの資料については、下記のＵＲＬを御覧ください。

　　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015907.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015907.html


提 供 日 2024/03/06

タイトル 令和５年度第２回ふじのくに消費者教育推進県域協議
会の開催

担　　当 くらし・環境部 県民生活局県民生活課

連 絡 先 消費者支援班

TEL 054-221-2257

令和５年度第２回
ふじのくに消費者教育推進県域協議会を開催します

　県では、令和４年３月に策定した静岡県消費者基本計画に基づき、自ら学び自立し行動する消費者を育成するため、消費者教育を推進しています。18歳
で成年となった若者をはじめ県民の皆様が、消費者トラブルに巻き込まれることなく、自立した消費者として行動することができるよう、具体的な取組について
議論します。

１　日　時 　令和６年３月13日（水）午前10時から正午まで

２　場　所 　県庁別館20階第一会議室Ａ（静岡市葵区追手町９－６）

　オンラインによる出席者あり

３　出席者 　ふじのくに消費者教育推進県域協議会　構成員

　（学識経験者、消費者団体、事業者団体、教育関係者、静岡県（県民生活課ほか）等で構成）

４　議　題 　（１）令和５年度　消費者教育推進のための取組実績

　 　（２）令和６年度　消費者教育推進のための取組予定

　（３）県民生活センター等からの報告

５　傍　聴 　（１）定　員 　４名

　（２）手　続 　会議の傍聴を希望される方は、開始時間の10分前までに、受付で氏名・住所を記入したうえ、会場に

入場してください。定員になり次第、受付を終了します。

　静岡県　くらし・環境部　県民生活局  県民生活課　消費者支援班

　電話番号  054-221-2257

　FAX番号  054-221-2642

６　問合せ

　電子メール  shohi@pref.shizuoka.lg.jp

７　参　考 ふじのくに消費者教育推進県域協議会は、消費者教育推進法第20条第１項の規定に基づき、消費者教育に関する施策の検

討、情報交換等のために設置された機関です。

mailto:shohi@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/03/06

タイトル 【日程変更】過疎市町への支援として『ドローンを活
用した物資輸送の試験飛行』を実施します（詳細決
定）

担　　当 経営管理部 地域振興局地域振興課

連 絡 先 地域づくり班　山田

TEL 054-221-2057

　過疎市町への支援として、

　『ドローンを活用した物資輸送の試験飛行』を実施します

　（詳細決定）

※天候の影響により、開催日が延期となりました。詳細はPDFを御確認ください（３月１１日　14時）。

１　目的
　　県では、人材不足や地理的条件不利に起因する過疎地域の課題解決を図るため、
　ドローン等の革新的技術の導入による、過疎対策に取り組んでいます。
　　この度、下田市と県（委託先：KDDIスマートドローン株式会社）が共同で、災害時におけ
　る道路や河川等の状況把握、物資輸送の試験飛行を実施します。

　　日　時：令和６年３月13 日 （ 水 ）　→14日（木）　　　午前10時から正午まで

　　場　所：離陸箇所　河津建設資材倉庫（下田市箕作495-1）

　　　　　　  着陸箇所　入谷地区（下田市須原1803-1）　※別紙図のとおり

　　

２　当日のタイムスケジュール（予定）

　　午前　９時45分  　 受付（河津建設資材倉庫）

　　　　　 10時00分頃　挨拶・概要説明等（下田市長ほか）

            10時30分頃　ドローン離陸開始（離陸箇所：河津建設資材倉庫）

　　　　　　　　　　　　　　-着陸箇所へ移動-

　　　　　 11時10分頃　ドローン到着（着陸箇所：入谷地区）

　　　　　 11時30分頃　講評（下田市長）、質疑応答等（正午終了予定）

　　

３　取材（事前申込み）について

　　取材を希望される場合には、事前の申し込みをお願いします。

　　　申込方法：別紙「取材登録書」を記載の上、メール又はファックスで申込先に送付して

　　　　　　　　　　ください。

　　　申 込 先：下田市　企画課　山本（やまもと）
　　　　　　　　　メールアドレス　kikaku@city.shimoda.lg.jp
　　　　　　　　　FAX番号　0558-22-3910
　　　　　　　　　電話番号　0558-22-2212（問い合わせ用）

申込期限：令和６年３月11日（月）正午

・当日はヘルメットを用意いたしますので、ドローン飛行エリアでのヘルメット着用にご協
  力ください。
・試験飛行を行う会場は、離陸と着陸で２箇所あるため、離陸箇所から着陸箇所までの
  ご移動は、各自のお車でお願いします。

４　問合せ先

（過疎対策及び実証実験の内容について）

　　静岡県　経営管理部　地域振興課　山田（やまだ）

　　電話番号　054-221-2057

メールアドレス　chiiki-shinko@pref.shizuoka.lg.jp

（孤立予想集落対策について）

　　静岡県　賀茂地域局　危機管理課　鈴木（すずき）

　　電話番号　0558-24-2004

　　メールアドレス　kamo-kiki@pref.shizuoka.lg.jp

　　※取材に関するお問い合わせは、３に記載の下田市企画課にお願いします。

５　延期の場合の対応

    ・当日の天候により、試験飛行を延期する場合があります。

・延期する場合は、令和６年３月11日（月）午後５時までに、下田市ホームページでお知らせします。

　○下田市HPトップページ　※延期となる場合は、新着情報に掲載されます。

mailto:kikaku@city.shimoda.lg.jp
mailto:chiiki-shinko@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:kamo-kiki@pref.shizuoka.lg.jp


　https://www.city.shimoda.shizuoka.jp

○下田市HP 延期のお知らせページ　※延期となる場合のみ公開されます。

  https://www.city.shimoda.shizuoka.jp/category/080106chihou-sousei/156523.html

・３月13日（水）の試験飛行を延期する場合、予備日３月14日（木）に実施する予定です。

 　・３月11日（月）に、13日（水）と予備日14日（木）両日共に試験飛行を延期する決定をした

　　場合は、延期の詳細を改めてご連絡いたします。

https://www.city.shimoda.shizuoka.jp
https://www.city.shimoda.shizuoka.jp/category/080106chihou-sousei/156523.html


提 供 日 2024/03/06

タイトル 県職員（知事部局）の懲戒処分

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 監察班

TEL 054-221-3230

（趣旨）

　　本日、静岡県は、懲戒処分を次のように実施した。

（概要）

（１）処分日　　　 令和６年３月６日（水）

（２）処分量定　　戒告

（３）部局名　　　 出納局

（４）本庁・出先の別　　本庁

（５）補職名　　　 主任技能員

（６）年齢　　　　　63歳

（７）性別　　　　　男性

（８）事件概要（人身交通事故）

　　 被処分者は、令和５年11月10日（金）午後６時49分頃、

　自家用車を運転し袋井市内の直線道路を走行中、進路の安全確認を怠り、

　前方で停止していた被害者の原動機付自転車に衝突（追突）し、

　同人に対し全治約１か月を要する左肋骨骨折等の傷害を負わせた。



発 表 日 2024/03/06

タイトル 県職員（知事部局）の懲戒処分

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 監察班

TEL 054-221-3230

（趣　旨）
本日、静岡県は、懲戒処分を次のように実施した。

（概　要）
　１　事案（その１）
　(1)処分日　　令和６年３月６日（水）
　(2)処分量定　免職
　(3)所属名　　経済産業部農地局農地整備課　
　(4)補職名　　技師
　(5)氏　名　　桒原　一裕（くわばら　かずひろ）
　(6)年　齢　　29歳
　(7)性　別　　男性
　(8)事件概要（盗撮行為）

被処分者は、令和５年１月３日（火）及び１月４日（水）の２回、自宅の脱衣所において、スマートフォン２台を洗面台及
びワゴンに設置し、着替え中の女性１人の姿態を動画撮影してその映像を記録した。
また、令和５年12月30日（土）に同所において、スマートフォン２台とビデオカメラ１台を洗面台及びワゴンに設置し、脱

衣中の同人の性的姿態等を動画撮影しようとしたが、同人らにスマートフォン等を発見されたため、その目的を遂げず、１月
５日(金)に焼津警察署に静岡県迷惑行為等防止条例違反の容疑で逮捕された。
令和６年１月26日（金）、前記３件の盗撮行為について、静岡区検察庁により静岡県迷惑行為等防止条例違反、性的姿態等

撮影未遂の罪で略式起訴され、同日、静岡簡易裁判所から罰金50万円の略式命令を受けた。被処分者は事実を認め、即日罰金
を納付した。

　　 ２　事案（その２）
  (1)処分日　　令和６年３月６日（水）
  (2)処分量定　減給（10分の１）３箇月
  (3)所属名　　西部農林事務所天竜農林局
  (4)補職名　　主査
  (5)氏　名　　佐藤　幸弘（さとう　ゆきひろ）
  (6)年　齢　　58歳
  (7)性　別　　男性
  (8)事件概要（傷害）

被処分者は、令和６年１月１日（月）午後４時頃、自宅において未就学の息子の左頬を２回平手打ちし、上顎左側の前歯
（乳歯）１本が取れた上、口若しくは鼻から出血する傷害を負わせた。
令和６年１月３日（水）に掛川警察署に傷害の容疑で逮捕された後、静岡地方検察庁浜松支部に送致された。被処分者は事

実を認め、１月25日（木）付けで不起訴処分（起訴猶予）となった。



提 供 日 2024/03/06

タイトル 令和５年度第11回、第12回（5年）公募公債の発行

担　　当 知事直轄組織 政策推進局財政課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2036

３月に発行する公募公債の発行条件を決定しました。
３月19日（火）に10年債100億円及び5年債100億円を発行します。
なお、本日、本債に対し、格付投資情報センター（R＆I）からＡＡ＋、ムーディーズからＡ1の個別債格付けが付与される予定で
す。

１．発行条件
区　分 10年債 5年債

 表面利率、応募者利回り 0.787% 0.428%
 発行価格 100円につき100円 100円につき100円

２．発行債券の募集概要
区　分 10年債 5年債

 銘柄名  静岡県令和５年度
 第11回公募公債

 静岡県令和５年度
 第12回公募公債(5年)

 償還方法  10年満期一括
（償還日 令和15年12月20日）

 5年満期一括
（償還日 令和10年12月20日）

 利払日 毎年６月20日及び12月20日に支払
 募集期間 ※1 令和６年３月６日（水）から３月12日（火）まで
 募集単位 額面１万円から１万円単位
 募集取扱い
 機関 ※2

別途指定する金融機関（下記参照）

※1　募集期限は、３月12日（火）となっているが、売り切れの場合もある。
※2　募集に係る問い合わせは、下記募集取扱い機関にて受け付けている。

●募集取扱い機関一覧
銀　行 証券会社

静岡銀行 野村證券
スルガ銀行 ＳＭＢＣ日興証券
清水銀行 大和証券
みずほ銀行 みずほ証券
三井住友銀行 三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券

ＳＢＩ証券
岡三証券
東海東京証券
ゴールドマン・サックス証券
バークレイズ証券
ＢＮＰパリバ証券
ＢｏｆＡ証券
しんきん証券
丸三証券



提 供 日 2024/03/06

タイトル 「第３回山の洲(やまのくに)ビジュアルアワード」受
賞22作品が決定！

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 企画報道班

TEL 054-221-2976

「 第３ 回山の洲( やまのく に) ビ ジュ アルアワード 」 受賞22作品が決定！

静岡県は新たな広域経済圏の創出を目的に、 「 山の洲( やまのく に) 」 ４ 県( 静岡県、 山梨県、 長野県、 新潟県) の魅力を発信するオリ ジナル動画・ 写真作品
を、 令和５ 年９ 月26日から 令和６ 年１ 月８ 日まで募集し まし た。

募集の結果、 各部門合計3, 545作品のご応募をいただきまし た。 こ の中から 、 総合部門大賞・ 優秀賞( 5作品) 、 一般部門動画大賞、 優秀賞( ５ 作品) 、 一般部門
写真特別賞( 10作品) の計22作品をト ッ プク リ エイ タ ー５ 名により 選定し 、
令和６ 年３ 月４ 日( 月) にオンラ イ ン表彰式にて受賞作品の発表を行いまし た。

受賞作品

■総合部門
・ 大賞：「茶と暮らし、生きてゆく」松村 康介

《 受賞者コ メ ント 》
この度は「山の洲」ビジュアルアワードの総合部門大賞をいただき本当にありがとうございます。
この思い入れのある作品が受賞できたこと、大変嬉しく思っております。
僕らは茶山地に住んでいて、茶畑のある風景というのは僕らにとっては当たり前の環境で、その「当たり前」は当たり前すぎるが故に、そこに視点が行く

ことがあまりないと思います。その「当たり前」の中に、豊かなことが詰まっていると思い、今回この作品内では茶山地に暮らす夫婦の生活の中にある「美
味しい」とか「楽しい」とか「やってみたい」とか、普段気づかない小さな感情の豊かさに目を向けて欲しいなと思い制作しました。

今回このような賞をいただいたことで、一人でも多くの人にこの映像が届くことを願っています。

・ 優秀賞

「お～い！こい焼きくん」藤田 治
「戸隠神社奥社　白銀の参道」樽田 健二
「つくるまち、つなぐまち。遠州産地」鈴木 雅人
「富士山頂に沈む月と昇る月」関根 元治
「フェニックス-蘇った空の奇跡 長岡大花火大会を追って-」村岡 弥和

《 審査員 大石健弘氏 コ メ ント 》
応募していただいた皆さん、本当にありがとうございました。
山の洲を舞台に、様々な表現方法を駆使した見応えのある作品ばかりでした。

カメラの進化のおかげで、ただ美しく撮るなら誰でもできる時代では、映っているものはリアルか嘘か、語られている言葉は本音か建前か、そしてその場
所や人を作り手が愛しているかは、より伝わる気がしています。

その中で、どこか他の地域でも見たことのあるような映像になってしまっては勿体無いです。地域に住む、地域をよく知るあなただからこそ見える景
色、撮れる映像、知っているアングル、知っている人物、感じる美味しさがあるはずです。

そういった自分らしさを、正直に勇気を持って少しでも表現できていたものが結果的に選出された気がします。

■一般部門【 動画】
・ 大賞： 「静かな時が流れる白馬の山々　瑠璃色水鏡きらり」Azu114

・ 優秀賞



「河口湖畔／鐘山の旅」節約旅
「奥駿河湾 年の瀬 冬の朝」写真好きの集まる『奥駿河』を拡めたい31
「同じ場所でも…10分ズレるとこんなにも違う」KINCHAN39
「日本一位と二位の山」Hiker Mika
「車山高原を感じる」飯田 真人

《 審査員 明石ガク ト 氏 コ メ ント 》
今回のアワードでは、その場所に足を運びたくなるかどうかが一つの審査軸になっていたが、実際に「行ってみる」という行動の手前には「よさそうだけ

ど面倒」という高い壁を突破するパンパンに膨らんだモチベーションが必要になる。そんな意欲をどう作るか？かつては、熟練の撮影技術や高級な機材で目
が覚めるようなクリエイティブを作ることでそれに向き合うしかなかった。今はどうだろう？見られる動画になるかならないかを決める要素は突き詰めると
三つしかない。それは「すげぇ」「ナニソレ」「知らなかった」があるかないかだ。それならばスマートフォンでも知恵と創意をもって工夫すれば実現可能
だ。一般部門ではまさにそういったマインドをもった作品が多くエントリーしていたように思う。

■一般部門【 写真】
・ 特別賞

「サンタさんとゆりかもめとぶんぶん号」minako_0104
「雄大な白馬を疾走する」稲垣 成憲
「銀河鉄道井川線」Instagramうみさん
「白い大地に朝陽輝く」竹内 雅之
「夏の華に包まれて」hiro8919
「父とりんご」あにまる
「邂逅」杉本 寿郎
「期待の流れ星」鈴木 正明
「下伊那の晩秋の風物詩 市田柿の柿すだれ」takigawa_kris_s
「みんなで登校」おにぎり写真工房

《 審査員 詩歩氏 コ メ ント 》
今回の審査にあたって大切にしたポイントは、”その人にしか撮影できない一枚であるか”という点でした。旅行ガイド本に掲載されるような写真ではな

く、写真から撮影者の想いが伝わってくるか、その人自身のストーリーがあるかどうか。選ばせていただいた10点はどれも撮影者の視点が感じられる作品で
した。

自宅で収穫中のリンゴ、写っているのはご家族なのかしら…と想像してほっこり。木陰から現れたシカに驚き、思わずシャッターを切った緊張感。奥大井
湖上駅の作品は昨年も選出されましたが、今回は限られた回数しか運行しない星空列車を収めた一枚であり、各々貴重な瞬間を収めていることから同じロ
ケーションですが受賞となりました。

”その人にしか撮影できない一枚”は、暮らしている地域だからこそ撮れるものでもあります。自分だけの一枚を、ぜひこれからも探してみてください。

《 審査員 Ayane氏 コ メ ント 》
たくさんのご応募ありがとうございました。
素敵な作品が多く、どれを選ぶかとても迷いました。
私自身山の洲は毎月のように訪れていますが、それでもまだまだ知らない歴史的な風景や美しい自然をこのコンテストを通して知ることができました。
作品の中にはかなりレアな条件で撮られているものや地元の方だからこそ撮れるものがあり、もっと山の洲の良さを自分の目で見てみたいと感じさせてく

れる作品が多く感動しました。
今後もぜひみなさんが感じる山の洲の美しさを発信してみてください。

《 審査員長　 原田 陽介　 氏　 第三回「 山の洲」 ビジュ アルアワード 総評》

山の洲ビジュアルアワードも次のフェーズに入り始めた感じのする第３回目でした。

年々力作が増え新しいアイデアも生まれ、審査員共々、各視点から意見を交し、「山の洲」をもっと好きになる作品かという審査基準で審査させていただ

きました。

募集要項には「『山の洲』をもっと好きになる作品か」を一段階噛み砕いた

・「観た人が買いたい、訪れたい」と感じられる作品か。

という審査基準が設定されておりますが、応募する皆さんは更にもう一段階噛み砕いてしまっていいのだと思いました。

「私はここが好きなんです」、「なんかいいじゃん」、 「この時間よかったな」、「これ流行りそう」、そんな気持ちこそが審査基準である「山の洲を

もっと好きになる作品」そのものですし、アワードのテーマは「わたしがうつす山の洲」ですから、自由にカジュアルに、エントリーして下さい。もちろん

引き続き、力作もお持しています。

今回応募してくださった方々のinstagramから日頃の写真や動画も拝見させていただきました。その中にも心動かされる素敵なものがたくさんありました

が、そちらは「＃やまのくに 」が付いていない（エントリーされていない）ケースが多く残念な思いもありました。気軽にたくさんの「＃やまのくに」を

お願いします。

今回もたくさんの素敵な応募作品、ありがとうございました。

賞金

賞金総額50万円
総合部門：大賞10 万円、優秀賞5作品×３万円
一般部門(動画)：大賞５万円、優秀賞5作品×２万円
一般部門(写真)：特別賞10作品×１万円相当の静岡県産品



提 供 日 2024/03/07

タイトル 「常葉大学と静岡県教育委員会との探究的な学習に関
する連携協定」締結式を行います！

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第１班

TEL 054-221-3114

「常葉大学と静岡県教育委員会との探究的な学習に関する連携協定」締結式を行います！ 

　常葉大学と県教育委員会は、探究的な学習に関する連携協定を締結するにあたり、以下のとおり締結式を行います。

１　日　　　時　　令和６年３月12日（火）　16時30分～17時00分

２　場　　　所　　県庁西館７階　教育長室
　　　　　　　　　（住所：静岡市葵区追手町９－６）

３　出　席　者　　常葉大学　　　学長　　江藤　秀一
　　　　　　　　　（他４人）
　　　　　　　　　県教育委員会　教育長　池上　重弘
　　　　　　　　　（他７人）

４　協定の概要　（１）目的
　　　　　　　　　　　常葉大学及び県教育委員会は、探究的な学習に関する高大
　　　　　　　　　　連携活動に対する効果的な指導等を研究し、実施することに
　　　　　　　　　　より支援体制の拡充を図り、もって地域における教育の充実
　　　　　　　　　　・発展に寄与する。
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　（２）主な連携事項
　　　　　　　　　　〇探究的な学習に関する高大連携活動の企画、広報及び周知
　　　　　　　　　　〇探究的な学習に関する講座の実施及び支援
　　　　　　　　　　〇「（仮称）高校生探究学習発表会」の実施
　　　　　　　　　　
５　進　　　行　　協定締結（署名と手交）
　　　　　　　　　記念撮影
　　　　　　　　　質疑応答

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2024/03/07

タイトル 不祥事根絶に向けた学校教育団体等と教育長との懇談
会の開催

担　　当 教育委員会 教育総務課

連 絡 先 教育総務課勤務条件・監察班

TEL 054-221-3580

「不祥事根絶に向けた学校教育団体等と教育長との懇談会」を開催します。

１　目的
　　不祥事根絶に向け、部活動等で発生する体罰・不適切な言動に対する問題意識を
　学校教育団体等と共有し、未然防止対策の強化に連携して取り組む。

２　日時　令和６年３月１３日（水）　午前９時15分から午前10時まで

３　場所　静岡県庁西館８階　教育委員会議室

４　参加者
　　
　　静岡県中学校体育連盟会長　長沢滋文（静岡市立長田西中学校長）
　　静岡県高等学校体育連盟会長　丹生敬人（県立浜松東高等学校長）
　　静岡県高等学校文化連盟会長　杉山　忍（県立静岡中央高等学校長）
　　静岡県高等学校野球連盟会長　清水淳次（県立浜松大平台高等学校長）

５　内容
　・不祥事根絶に向けた意見交換　
　・各団体のハラスメント対策などの紹介
　・宣言に向けての協議
　・共同宣言

６　その他
　　懇談会は、調査中の不祥事案等を取り扱うため、非公開で行います。
　　午前９時15分開会後、冒頭挨拶（教育長）（午前９時20分目安）、懇談終了後の共同宣言（午前９時50分目安）取材可能です。

７　問い合わせ先
　　静岡県教育委員会教育総務課
　　担当　小谷　
　　電話　054-221-3580



提 供 日 2024/03/07

タイトル 県議会だより写真・題字コンクール表彰式の開催（取
材案内）

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2388

「静岡県の四季」をテーマに実施した「県議会だより写真コンクール」及び県内高校生を対象に実施した「県議会だより題字コ

ンクール」の表彰式を行います。

（取材案内）

　

　入賞作品は、今後、発行する県議会だよりの表紙等を飾ります。

１　表彰式

（１）日時　令和６年３月14日（木）14：45～15：15（写真コンクール）

　　　　　　　　　　　　　　　　　16：00～16：30（題字コンクール）

（２）場所　県庁本館４階　特別会議室

（３）内容　議長から入賞者へ賞状及び副賞の授与、記念写真の撮影、懇談

２　概要

（１）写真コンクール

　・応募点数　218点（71名）

　・部門　春、夏、秋、冬の４部門

　・賞　特選４点（部門ごとに１点）、入選８点（部門ごとに２点）

（２）題字コンクール

　・応募点数　148点（148名）

　・賞　特選４点、入選４点　

　※　県議会広報委員会において選定

　※　取材いただける場合は、当日、直接、会場にお越しください。



提 供 日 2024/03/07

タイトル 御前崎港を脱炭素化！～協議会開催～

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾企画課

連 絡 先 港湾計画班

TEL 054-221-3056

御前崎港を脱炭素化！～協議会開催～
　令和６年３月13日に御前崎港及び周辺地域の脱炭素化を目指すため「第３回御前崎港港湾脱炭素化推進協議会」を開催します。
　本協議会では、御前崎港において、カーボンニュートラルポート(CNP)の形成に向け、実施すべき取組やロードマップ等を官民
一体となって検討し、「御前崎港港湾脱炭素化推進計画」を策定することとしています。
　今回は、御前崎港港湾脱炭素化推進計画の骨子案等について議論します。

１　開催概要
  名　 称　第３回御前崎港港湾脱炭素化推進協議会
　日　 時　令和６年３月13日（水） 午後１時30分から午後３時　※Web併用
　場　 所　御前崎市御前崎地区センター　大研修室（御前崎市白羽5404－１）
　事務局 　静岡県交通基盤部港湾局港湾企画課

２　主な内容
（１）ヒアリング調査結果を踏まえたCO2排出量の推計について
（２）御前崎港港湾脱炭素化推進計画の骨子案について

３　協議会構成員
　御前崎港周辺で活動する企業、国、県及び市

４　取材
・ 協議会 は 、 非公開 としますが 冒頭挨拶 まで 傍聴及 び 撮影可 能です。
・当日は、午後１時20分までに会場へ、お集まりください。
・会議終了後に、報道関係者向けの事後レクを行います。
・マスク着用は、個人の判断とします。



提 供 日 2024/03/07

タイトル 「しずおかプロダクツ フォーラム」キックオフセミ
ナーを開催します！

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業班

TEL 054-221-2516

「 し ずおかプロダク ツ フ ォ ーラ ム」 キッ ク オフ セミ ナーを開催し ます！

静岡県では、家具業界を中心に地場産業全体を活性化させるため、生産者やデザイナー、消費者等、あらゆるプレイヤーが参画できる「しず
おかプロダクツ フォーラム」を設立します。

立ち上げに当たり、県民の皆様に「しずおかプロダクツ フォーラム」について知っていただき、一緒に地場産業を盛り上げていくために、
キックオフセミナーを開催します。

当日は、魅力的なプログラムを用意しておりますので、皆様、是非、積極的に御参加ください。

※「しずおかプロダクツ フォーラム」とは
　作り手、作り手を支える人、デザイナー、バイヤー、消費者等、あらゆる人々のつながりを大切にしながら、自由な発想で、地場産業を盛り上げていくこ
とを目指します。

１　日時：令和６年３月21日（木）14時～18時30分

２　場所：浮月楼２階「月光の間」

３　プログラム
　　・オープニング（14時～14時30分）
　　・第1部　基調講演（14時30分～15時20分）
　　　　　 　講師：根津孝太氏
　　・第2部　クロストーク（15時30分～16時50分）
　　　　　　 ファシリテーター：甲賀雅章氏
　　　　　　 パネラー：根津孝太氏、川田学氏、大木真実氏、平森詩乃氏、日原佐知夫氏
　　・第3部　交流会（17時～18時30分）

４　参加費：無料
　　ただし、交流会に参加される方は、2,000円を御負担ください。

５　お申込み方法
　　「静岡県公式ホームページ（ふじのくに電子申請サービス）」またはFAX（054-221-5002）でお申込みください。

＜お問い合わせ先＞
　静岡県地域産業課地域産業班　宇佐美、鈴木
　電話：054-221-2516
　FAX：054-221-5002
　email：chiikisangyo@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:chiikisangyo@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/03/07

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第117報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年３月７日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第117報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第117報（３月６日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 富士宮市 113 6 1 25 12 11 3月7日 ～ 3月
2 小学校 富士市 688 35 1 35 7 7 3月7日 ～ 3月
3 小学校 静岡市葵区 290 11 1 35 11 11 3月6日 ～ 3月
4 小学校 静岡市葵区 929 35 1 29 7 7 3月6日 ～ 3月
5 小学校 静岡市駿河区 497 21 1 26 12 9 3月5日 ～ 3月
6 小学校 静岡市駿河区 578 18 1 31 15 15 3月6日 ～ 3月
7 小学校 静岡市清水区 514 20 1 25 9 9 3月6日 ～ 3月
8 小学校 焼津市 1012 35 1 29 12 12 3月6日 ～ 3月
9 小学校 焼津市 710 27 1 31 8 8 3月6日 ～ 3月

1 35 9 9 3月5日 ～ 3月
10 小学校 榛原郡吉田町 577 22

1 29 6 6 3月6日 ～ 3月
本日合計 10小学校 11 330 108 104

８４７施設
本日までの累

計（実数） （ ９７高等学校、　２１４中学校、　４２４小学校、　７０幼稚園、
１０保育所、　２２こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）

4,614 132,890 42,164 39,116

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に
再掲されています。） 　 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入し
ています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公
表しています。 　

　
　 　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛
又は咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/03/07

タイトル 静岡県公立大学法人（静岡県立大学）の理事長兼学長
予定者の決定

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学・学術班

TEL 054-221-3303

（要旨）
　静岡県公立大学法人（静岡県立大学）の理事長兼学長については、令和６年３月末に３年の任期を満了します。このたび、大学
が設置した理事長選考会議において、次期の理事長兼学長予定者として、現理事兼副学長の今井康之氏が選定され、法人から県に
対して任命の申出がありました。
　県では、本申出を受け、地方独立行政法人法及び静岡県公立大学法人定款に基づき、任命手続を進めてまいります。

（概要）
１ 理事長兼学長予定者
　今井　康之（いまい　やすゆき）　昭和30年生（69歳）

２ 任期　
　令和６年４月１日から令和９年３月31日まで（３年間）

３ 主な経歴
　昭和57年　東京大学大学院薬学系研究科博士課程生命薬学専攻修了
　昭和57年　日本学術振興会奨励研究員
　昭和58年　東京大学薬学部教務職員
　昭和60年　　〃　　薬学部助手
　平成９年　　〃  　薬学部助教授
　平成10年　静岡県立大学薬学部教授
　平成19年　　〃　　　　大学院薬学研究科長
　平成21年　　〃　　　　グローバルCOE拠点リーダー
　平成23年　　〃　　　　薬学部長
　平成27年　静岡県公立大学法人理事兼静岡県立大学副学長（現在に至る）
　令和２年　静岡県立大学薬学部特任教授（現在に至る）

（参考）
○地方独立行政法人法（抄）
第71条　（略）
２　前項の規定により大学の学長となる公立大学法人の理事長の任命は、第14条第１項及び第３項の規定にかかわらず、当該公立大学法人の申出に基づい
て、設立団体の長が行う。

○静岡県公立大学法人定款（抄）
第10条　理事長は、法人の申出に基づき、知事が任命する。
２　理事長は、県立大学の全部について学長となるものとする。



【知事コメント】

今井康之氏は、平成10年に薬学部教授に就任されて以来、25年の長きにわたり静岡県立大学おける教育研究を牽引されている。ま
た、平成27年からは、静岡県公立大学法人理事兼静岡県立大学副学長として大学運営にも携わっており、大学運営・教育研究に関
する知識や経験をお持ちである。今井氏は、新たな理事長兼学長として適任であると考えており、静岡県公立大学法人からの申出
を受け、任命に係る手続きを進めていく。



提 供 日 2024/03/07

タイトル 第26回富士山世界文化遺産協議会作業部会の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3746

第26回富士山世界文化遺産協議会作業部会の開催

以下のとおり、「富士山世界文化遺産協議会」における事前協議及び調整等を行う作業部会を開催します。

＊作業部会：「富士山世界文化遺産協議会」の下部組織で、地元関係者等から構成される。

　

１　日　時

令和６年３月13日（水）午後２時から午後４時（予定）

　　

２　会　場

山梨県富士吉田合同庁舎　２階　大会議室

(山梨県富士吉田市上吉田１－２－５)

３　内容(予定)

（１）報告

・令和６年度の富士山に係る取組方針(案)について

・来訪者管理計画(指標・水準)の見直しについて

・登山鉄道構想説明会の実施状況について

・富士宮口五合目来訪者施設整備事業の状況について

・令和４年度経過観察指標に係る年次報告書(案)について

・国道138号の拡幅に係る遺産影響評価(案)について

（２）議事

・富士スバルラインの洞門整備に係る遺産影響評価書(案)について

・令和５年度富士山世界文化遺産協議会事業報告(案)及び収支決算(見込)について

・令和６年度富士山世界文化遺産協議会事業計画(案)及び収支予算(案)について

４　委員の構成　

国・県・市町関係者、住民代表者、資産所有者、関係団体

(静岡・山梨両県関係者)

　　

５　会議の公開　

　　本会議は公開で行います。



提 供 日 2024/03/07

タイトル 富士山とその周辺の環境保全活動のための寄附金目録
贈呈式の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3746

富士山とその周辺の環境保全活動のための
寄附金目録贈呈式を開催します！

富士山とその周辺の環境保全活動を支援するため、株式会社伊藤園から県に寄附金が贈呈されることとなり、下記のとおり、贈

呈式を行います。

記

１　日時・次第　令和６年３月14日(木)15時10分から15時30分まで

・寄附金目録の贈呈　・知事感謝状の贈呈　・歓談

２　場　所　静岡県庁東館５階　知事室（静岡市葵区追手町９ー６）

３　贈呈者　株式会社伊藤園　

代表取締役副社長 執行役員　本庄周介（ほんじょう しゅうすけ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他３名

４　寄附金額　1,200,000円

５　寄附の内容　

（株）伊藤園が、令和５年８月21日から９月30日まで、「お～いお茶」ブランド全飲料・リーフ製品の売上の一部を日本各地の環境

保全・整備活動に寄附する“お～いお茶「お茶で日本を美しく。」キャンペーン”を実施し、この売上の一部を静岡県へ寄附する。

６　株式会社伊藤園から県への寄附の状況（令和６年３月７日時点）

これまでの寄附

(平成22年度～)
1,379.6万円

富士山寄附金分1319.6万円

緑と水のふるさと基金分60万円

今回対象分 120万円
富士山寄附金分100万円

緑と水のふるさと基金分20万円

計 1,499.6万円



提 供 日 2024/03/08

タイトル 県立高等学校の在り方に係る地域協議会（沼駿地区沼
津部会）の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3147

県立高等学校の在り方に係る地域協議会（沼駿地区沼津部会）を開催します

　教育委員会では、教育を取り巻く新たな状況変化や課題等を踏まえ、県立高校の
在り方について、改めて検討することとしました。
　地域の事情を踏まえた高校の将来像を検討するため、第５回の「県立高等学校の
在り方に係る地域協議会（沼駿地区沼津部会）」を開催します。

１　日　時　令和６年３月15日（金）午前10時00分から12時00分まで

２　場　所　静岡県東部総合庁舎　別棟２階会議室（静岡県沼津市高島本町1-3）

３　参加者
　　　・沼津市・清水町教育長
　　　・PTA会長、産業界代表、高等学校同窓会長
　　　・県教育長　他
　　　（オブザーバー）
　　　・公立中学校・高等学校長

４　情報共有事項
　　　・第４回地域協議会で協議された主な意見

５　協議事項
　　　・沼津地区のグランドデザイン策定に向けた方向性の検討（第４回終了後の
　　　　総括）

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2024/03/08

タイトル 県議会特別委員会の開催

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2559

県議会特別委員会を下記のとおり開催します。

記

盛土等の規制に関する条例等検証特別委員会

１．日時　令和６年３月12日（火）午前10時から

２．場所　第５委員会室（県庁本館４階）

３．内容　(1)調査事項に関する参考人からの意見聴取と質疑応答

　　　　　　・静岡県土地改良事業団体連合会

　　　　　　・一般社団法人静岡県都市開発協会

　　　　　　・静岡県農業協同組合中央会

　　　　　　・公益社団法人静岡県宅地建物取引業協会

　　　　　(2)委員間討議

※委員会の映像取材を希望する県政記者会加入社は、委員会撮影許可願を委員会開催日の前日午後５時までに議会事務局へ提出し
てください。



提 供 日 2024/03/08

タイトル 能登半島地震の水道被害を復旧支援！
“現場の今”を報告します。

担　　当 企業局 水道企画課

連 絡 先 企画調査班

TEL 054-221-2167

能登半島地震の水道被害を復旧支援！

現場を見てきた職員による報告会を開催します。

　静岡県企業局では、能登半島地震で被災した水道管路等の応急復旧支援として石川県珠洲市に現場経験豊富な職員を派遣しまし
た。
　この度、第一陣として派遣した職員から、現地での活動内容や、実際に支援活動を行ったことで判明した課題など、“被災地現
場の今”について、報告します。

１　開催概要
（１）日　時　令和６年３月13日（水）13時15分～13時30分
（２）場　所　企業局長室（葵区追手町９－６　県庁西館10階)

２　報告概要

区　分 内　　容

能登半島地震
の概要

能登半島地震の特徴（「揺れ」「津波」「地盤変動」など）

地震被害
の概要 ライフラインの状況（水道は詳細説明（断水未解消箇所））

日本水道協会
の組織・体制 災害時の応援態勢、応援要請の流れ

静岡県企業局
の活動範囲 静岡県支部の活動エリア、企業局の調査担当地域

活動内容  一日の日程（漏水調査、通水作業など）

検証結果及び
今後の対策

 企業局水道事業へのフィードバック（人材面、ハード面など）

 



提 供 日 2024/03/08

タイトル 第６回静岡県地域公共交通活性化協議会の開催

担　　当 交通基盤部 都市局地域交通課

連 絡 先 松井

TEL TEL 054-221-2852

第６回静岡県地域公共交通活性化協議会を開催します。

　静岡県地域公共交通活性化協議会を開催し、パブリックコメント等への対応を踏まえた、“ふじのくに”地域公共交通計画の最
終案を協議します。

１　日　　時
　　令和６年３月15日（金）　午後１時30分から午後３時30分まで

２　場　　所
　　県庁西館４階第１会議室ＡＢＣ（静岡市葵区追手町９番６号）
　　※オンライン併用

３　協議内容
（１）“ふじのくに”地域公共交通計画（最終案）についての意見交換
（２）静岡県地域公共交通活性化協議会設置規約の一部改正　等

４　出 席 者
　　静岡県地域公共交通活性化協議会委員　70人　※web参加含む
　　（交通事業者、国、県、各市町、学識経験者等）

５　傍　　聴　（定員　５名）
　　傍聴を希望される方は、以下の問合せ先まで、電話又はメールにて住所・氏
　名・連絡先をお知らせください。
　　傍聴の受付は、先着順で行い、定員になり次第終了します。
　　発熱、咳等、風邪のような症状がある場合は、傍聴を控えていただくようお
　願いします。

６　取 材 等
　　取材を希望される場合は、直接会場までお越しください。
　　（当日午後１時受付開始）

７　問合せ先
　　静岡県交通基盤部都市局　地域交通課
　　電　話：054-221-2852
　　メール：koutukyou@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:koutukyou@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/03/08

タイトル 田子の浦港を脱炭素化！～準備会開催～

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾企画課

連 絡 先 港湾計画班

TEL 054-221-3056

田子の浦港を脱炭素化！～準備会開催～
　令和６年３月15日「田子の浦港港湾脱炭素化推進協議会」設立に向けた準備会を開催します。
　田子の浦港では、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする「カーボンニュートラルポート(CNP)」形成を目指し、令和６年
度、官民一体となって検討を進めることとなりました。
　そのため、本港を利用される関係者を対象に、CNP形成の概要や田子の浦港における「港湾脱炭素化推進計画」等について説明
をします。

１　開催概要
  名　 称　「（仮称）田子の浦港港湾脱炭素化推進協議会」設立に向けた準備会
　日　 時　令和６年３月15日（金） 午後１時30分から午後３時　※Web併用
　場　 所　静岡県田子の浦港管理事務所　３階　会議室（富士市鈴川町２番１号）
　事務局 　静岡県交通基盤部港湾局港湾企画課

２　主な内容
（１）カーボンニュートラルポート（CNP）の形成について
（２）「（仮称）田子の浦港港湾脱炭素化推進計画」について

３　準備会構成員
　田子の浦港周辺で活動する企業、国、県及び市

４　取材
・協議会は、公開とします。
・当日は、午後１時20分までに会場へお集まりください。
・マスク着用は、個人の判断とします。



提 供 日 2024/03/08

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（3/1～3/7）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第531報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（3/1～3/7）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の66頭で、うち１頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、30番目（596例目）です。

平成30年９月以降、14,665頭（死亡382頭、捕獲14,283頭）の検査を実施し、596頭の陽性（死亡170頭、捕獲426頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



提 供 日 2024/03/08

タイトル 第３回荒廃農地調査のDX化推進研究会の開催

担　　当 経済産業部 農業局農業ビジネス課

連 絡 先 経営基盤強化推進班

TEL 054-221-2617

荒廃農地調査にかかる労力を大幅削減

～荒廃農地調査DX化推進研究会（第３回）開催～

　農業者の急激な減少が見込まれる中、農地の有効利用に向けた調整を行う市町農業委員会の役割は増しています。

　このため、県と一般社団法人静岡県農業会議は、農業委員会の業務効率化を目指し、スタートアップ企業と連携した荒廃農地調

査へのＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）活用について、標記の研究会を開催してきました。

　今回は本年度の締めくくりとして、最終的な検証結果（労力削減効果）を報告するとともに、今後の対応等について検討しま

す。

＜テーマ＞　衛星画像のＡＩ解析技術を活用した荒廃農地調査

　　　　　　・調査結果（労力削減効果等）の報告

　　　　　　・令和６年度の活用に向けた取組

＜日　時＞　令和６年３月15日（金）午後３時から４時

＜会　場＞　静岡県庁別館９階第２会議室（静岡市葵区追手町９-６）

＜主　催＞　静岡県経済産業部農業局農業ビジネス課

　　　　　　一般社団法人静岡県農業会議

＜出　席＞　・県、県農業会議、（公社）県農業振興公社、県農業協同組合中央会、県土地改良事業団体連合会、サグリ(株)

（概　要）　・導入効果の検証、調査精度の向上、今後の実行体制をテーマ

　　　　　　・効果検証等には県内５市（沼津市、三島市、島田市、牧之原市、菊川市）が参加



提 供 日 2024/03/08

タイトル 【当日取材希望】価格交渉支援セミナーを開催！

担　　当 経済産業部 政策管理局産業政策課

連 絡 先 産業政策班　石川

TEL 054-221-2605

価格交渉支援セミナーを開催！

（取材依頼）

　県では、パートナーシップ構築宣言の普及啓発、適切な価格転嫁のための交渉や企業の稼ぐ力の向上に向けた取組への支援な
ど、国が掲げる「成長と分配の好循環の実現」に向け様々な取組を推進しています。
　この度、県と（公財）静岡県産業振興財団では県内の中小企業向けに労務費、原材料費、エネルギー価格などの適切な転嫁を支
援するため、「価格交渉支援セミナー」を、下記のとおり開催いたします。

１　開催概要
（１）日　時　令和６年３月15日（金）14時30分～16時20分
（２）会　場　静岡県産業経済会館３階特別会議室
　　　　　　　（静岡市葵区追手町44－１）
（３）対　象　県内に本社または主たる事業所を有する中小企業者等
（４）定　員　130名（会場：30名、オンライン：100名）
（５）参加費　無料

２　プログラム

区　分 内　　容

１ 「適切な価格転嫁に向けた国の取組について」
　講師：経済産業省 関東経済産業局 産業部 適正取引推進課

２
買いたたきの事例の紹介や「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関
する指針」の紹介
　講師：公正取引委員会 中部事務所 下請課

３ 個別相談・名刺交換　※会場のみ

３　その他の取組
　３月の価格交渉促進月間を契機として、パートナーシップ構築宣言の普及や適切な価格転嫁に向けた交渉を支援する取組を経済
団体等と連携して強化します。

メリット等の情報提供の充実、補助
金等の加点措置の拡充 Ｒ５年度４件⇒Ｒ６年度24件以上

所属団体や相談窓口への誘導
県ＨＰの改修、経済団体、金融機関等
身近な相談相手からの情報提供

各業界の個別事情に沿った支援 各種講演、交渉ツール等の周知

４　お問い合わせ先
　・価格交渉支援セミナーについて
　　静岡県 経済産業部 商工業局 地域産業課　河野（こうの）
　　電話番号　054-221-2520
　　メールアドレス　chiikisangyo@pref.shizuoka.lg.jp
  ・その他の取組について
　　静岡県 経済産業部 政策管理局 産業政策課 石川（いしかわ）
　　電話番号　054-221-2605
　　メールアドレス　sangyo-seisaku@pref.shizuoka.lg.jp

５　参考
　令和６年２月６日に「価格転嫁・パートナーシップ構築宣言に係る実態調査アンケート」の調査結果を公表しました。
　調査結果は以下のページを御覧ください。
　　https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002123/1060207.html

mailto:chiikisangyo@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:sangyo-seisaku@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002123/1060207.html


提 供 日 2024/03/08

タイトル 令和５年度静岡県献血推進協議会の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事企画班

TEL 054-221-2410

医療現場に安定的に血液を届けていくためには、必要な献血の受入を円滑に実施していくことが大切です。
このため、令和６年度の献血の推進に関する取り組みとなる「令和６年度静岡県献血推進計画」についての協議を行うため、静岡県献血推
進協議会を開催します。

１　日時
　令和６年３月15日（金）　午後１時30分から午後３時30分まで

２　場所
　静岡県産業経済会館　３階大会議室
　（静岡市葵区追手町44－1）

３　議題
　令和６年度静岡県献血推進計画（案）について

４　出席者
　静岡県献血推進協議会委員（15人）

５　計画の概要
  （１） 令和６年度に献血により確保すべき血液の目標量
　　ア 献血により確保すべき血液量
　　イ 献血者確保目標人数
  （２） 目標量を確保するために必要な措置
  （３） その他献血の推進に関する重要事項

 ６　県民の方の傍聴について
　（１） 会議の傍聴を希望される方は、開催時刻までに会場にお越しください。
　（２） 会議の傍聴定員は３人とし、先着順で受付します。
　（３） 会議の傍聴に当たっては、次の事項を遵守してください。
　　　 ・静粛に傍聴してください。
　　   ・発言、拍手その他の方法による可否の表明をすることはできません。
　　   ・会場内での飲食、喫煙は御遠慮ください。
　　   ・その他、会議の支障となる行為はできません。
　　　 ・以上の規定をお守りいただけない場合は退場していただくことがあります。

７　取材対応
　　有（公開で実施）



提 供 日 2024/03/08

タイトル 新型コロナウイルス感染症の感染拡大注意報の解除等

担　　当 健康福祉部 感染症対策局新型コロナ対策企画課

連 絡 先 企画調整班

TEL 054-221-2459

新型コロナウイルス感染症の感染拡大注意報を解除します
医療状況の評価を医療通常レベル（レベル１）に引き下げます

１　概要
　直近の第９週（２月26日～３月３日）における定点医療機関当たりの新型コロナウイルス感染症の患者数が県独自の感染拡大注
意報の発令基準（８人/週）を下回ったため、本日「感染拡大注意報」を解除します。
　また、医療状況の評価は、県新型コロナウイルス感染症対策専門家会議の意見を踏まえ、本日から「医療通常レベル（レベル
１）」に引き下げます。

２　定点医療機関当たり患者数（単位：人/週）

３　医療状況を判断するための各指標の状況　　( 下線はレベル２の目安値以下に該当)

指標 目安値
Lv1⇔２

2/28 3/6
第7・8波
最高値

１ 病床確保病院の中等症２以上
の入院者数 80人 83人 58 人

257人
(R5.1.11)

２ コロナによる病床確保病院の
休職医師・看護師数 100人 47 人 42 人

630人
(R4.7.28)

３
１週間の時間内の
発熱外来検査件数 1.8万件 20,248件 19,202件

42,543件
(R4.7.25-31)

４
１週間の救急搬送困難事案件数
（政令市のみ。()内はコロナ疑い） 30件

23 件
(17件)

35件
(9件)

120件
(R4.12.26-R5.1.1)

４　今冬の医療状況と感染状況の経過

５　県民の皆様へ
　手洗い、換気、咳エチケット等、基本的な感染対策の実施に引き続き御協力お願いします。



提 供 日 2024/03/08

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第118報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年３月８日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第118報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第118報（３月7日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 沼津市 492 21 1 28 7 7 3月7日 ～ 3月
2 小学校 三島市 353 15 1 29 15 15 3月8日

1 27 6 6 3月7日 ～ 3月
3 小学校 静岡市葵区 293 14

2 45 11 11 3月7日 ～ 3月
4 小学校 静岡市駿河区 381 16 1 30 8 8 3月7日 ～ 3月
5 小学校 静岡市駿河区 775 29 1 31 9 9 3月7日 ～ 3月
6 小学校 藤枝市 998 36 1 28 8 8 3月6日 ～ 3月
7 小学校 藤枝市 614 22 1 29 11 11 3月7日 ～ 3月
8 小学校 藤枝市 443 16 1 34 9 9 3月6日 ～ 3月
9 小学校 榛原郡吉田町 577 22 1 36 6 6 3月7日 ～ 3月
10 小学校 浜松市中央区 535 20 1 28 8 8 3月8日

本日合計 10小学校 12 345 98 98
８４７施設

本日までの累
計（実数） （ ９７高等学校、　２１４中学校、　４２４小学校、　７０幼稚園、

１０保育所、　２２こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
4,626 133,235 42,262 39,214

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/03/08

タイトル 第４回富士山静岡空港脱炭素化推進協議会の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港管理課

連 絡 先 地域連携班

TEL 054-221-3228

第４回 富士山静岡空港脱炭素化推進協議会を開催します！

富士山静岡空港は国内外で加速している温室効果ガス削減の動きに
対応していくため、空港脱炭素化の取組を積極的に進めていきます

 
　航空法等の一部改正（令和４年12月１日施行）により、富士山静岡空港の設置者である静岡県は、空港関係者が参加する「富士
山静岡空港脱炭素化推進協議会」を設置して、温室効果ガスの削減目標や削減に向けた取組内容を記載した空港脱炭素化推進計画
を策定することとしています。
　この度、４回目となる富士山静岡空港脱炭素化推進協議会を以下のとおり開催します。

１　開催概要
　　日　時　令和６年３月13日（水）14時～15時30分
　　場　所　富士山静岡空港多目的会議室３
　　　　　　(旅客ターミナルビル東隣の第２東別棟１階)

２　主な内容
　　・静岡空港脱炭素化推進計画（案）について

３　協議会構成員
　　富士山静岡空港株式会社、航空事業者、格納庫事業者、
　　ハンドリング事業者、行政機関（国、県）
　　（協議会会長：静岡県スポーツ・文化観光部空港振興局長）

４　取材
　・会議の冒頭部分、「会長挨拶」まで（10分程度）は取材頂けます。
　　以降の内容については、非公開といたします。
　・当日は、13時50分までに会場にお集まりください。
　・取材を希望される方は3月12日(火)17時までに空港管理課
　　まで御連絡願います。
　　また、富士山静岡空港株式会社への取材の事前申請が必要です。
　　申請書類等の詳細は富士山静岡空港株式会社（0548-29-2000）
　　へ御連絡願います。



提 供 日 2024/03/08

タイトル 「南禅寺伝来諸像２６軀（附・１５軀含む。）」が国
重要有形文化財美術工芸品（彫刻）に指定されます！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化資源活用班　木内

TEL 054-221-3159

「南禅寺伝来諸像２６軀（附・１５軀含む。）」が国重要有形文化財美術工芸品（彫刻）に指定されます！

文部科学省の文化審議会は、３月１５日（金）に開催される同審議会文化財分科会の審議・議決を経て、国
重要有形文化財美術工芸品（彫刻）等の新規指定について、文部科学大臣に答申します。
県内では、 「 南禅寺伝来諸像 ２６ 軀 （ 附 ・ １５ 軀含 む 。）」（ 県 ・ 河津町指定有形文化財 （ 彫刻 ））が新た

に指定答申されます。
これにより、静岡県内の国重要有形文化財美術工芸品は１７５件（うち彫刻２３件）となる見込みです。

◆国重要有形文化財美術工芸品（彫刻）の新規指定
　
１　指定名称：南禅寺伝来諸像２６軀（附・１５軀含む。）（なぜん
　　　　　　　じでんらいしょぞうにじゅうろくく（つけたり・じゅ
　　　　　　　うごくふくむ。））
２　所有者：谷津区（やつく）
３　所在地：静岡県賀茂郡河津町谷津
４　法量：像高　薬師如来　117.7cm
　　　　　　　　十一面観音その１　188.5ｃｍ　ほか
５　概要

　　・南禅寺堂と呼ばれる堂に伝来した26軀からなる木彫群
　　・堂の本尊、薬師如来像をはじめ、大半が10～11世紀の製作にな
　　　り、仏・菩薩・護法神など当時の堂宇に安置される主要な尊各
　　　が揃う
　　・いずれも一木造で仏像は基本的にはカヤ材、神像はクスノキ材
　　　を用いる
　　・各像間で作風や製作技法に共通点が認められることから、同系
　　　統の工房が当地において継続して造像を行ったことが推定され
　　　る
　　・平安時代の地方における造像のさまを如実に伝える遺品として
　　　重要
　　・十一面観音像の一軀は素朴な作風であるが、カヤ材の一木造で
　　　各所に古様を示すことから、奈良時代に遡る製作とみられる
　　　（奈良時代・平安時代　８世紀・10～11世紀）

　 　
木造薬師如来坐像　　　木造二天王立像その１　木造十一面観音立像

※写真はいずれも文化庁提供



提 供 日 2024/03/08

タイトル 新たに国登録有形文化財建造物５件が登録されます！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化資源活用班　安原

TEL 054-221-2554

新たに国登録有形文化財建造物５件が登録されます！

文部科学省の文化審議会は、３月15日（金）に開催される同審議会文化財分科会の審議・議決を経て、登録有形文化
財建造物の新規登録等について、文部科学大臣に答申します。

県内では、 ５ 件 が 国登録有形文化財建造物 として 登録が答申されます。
これにより、県内の国登録有形文化財建造物は312件となる見込みです。

国登録有形文化財建造物の新規登録
１　古橋家住宅門及び塀
ア　所有者：個人
イ　所在地：静岡市葵区
ウ　建築年代等：昭和３年頃
エ　概　要

・静岡浅間神社北西の市街地に位置する和洋折衷住宅の門及び塀。
・既登録（令和６年３月６日告示）の主屋と同時期の昭和3年頃建築
　で、通りに西面する門は柱を石張とし頂部の切妻屋根を釉薬瓦葺とす
　る。
・両脇に続く塀と一体で地域の歴史的な景観を形成する。

外観

２　旧石川家清水別邸（三樹庵）主屋
ア　所有者：民間
イ　所在地：静岡市清水区
ウ　建築年代等：昭和15年／昭和45年頃増築
エ　概　要

・富士山を望む日本平（にほんだいら）東麓の農場に建つ別邸主屋。
・施主の石川武美（たけよし）は主婦の友社を創業した実業家。
・設計監督は江口義雄。接客部は太い柱を差物で固めた民家風、居住
　部は舟底天井など端正な数寄屋風とする。
・平面や意匠に変化のある上質な別邸建築。

外観

３　旧新津家（にいつけ）別邸主屋、土蔵、表門（３件）
ア　所有者：民間
イ　所在地：伊豆の国市
ウ　建築年代等：昭和12年／主屋：昭和後期・平成29年改修、土蔵：令和３年
　　改修、表門：昭和後期頃改修
エ　概　要

・畑毛（はたけ）温泉にある石油商の別邸。
・主屋、土蔵及び表門からなり、設計は清水組の大友弘・矢田茂。
・施主の新津恒吉は新津石油を創業した実業家。
・主屋は全体和風基調で居間棟は各階和室の縁にガラス戸を建てる。
　玄関棟のサンルームは天井にアールデコ調ステンドグラスを飾るなど和



　洋の意匠を巧みに用いた優美な別荘建築。
・土蔵は主屋の西に建つ家財蔵。両妻に庇付の窓を開き、北妻に家紋を
　飾る。
・表門は敷地西辺に開き、化粧の棟木、桁を丸太とし流板張の軒を深めに
　出しつつ軽快にみせ、自由かつ繊細な意匠。

　
主屋外観　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主屋内部（サンルーム）

土蔵外観

表門外観



提 供 日 2024/03/08

タイトル スポーツ栄養士中野ヤスコ氏によるスポーツ食育講座

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班

TEL 054-221-3177

　
　県では、子どもたちがトップアスリート等から直接指導を受けられる「ドリカムスタート事業」を実施しています。
　今回は、スポーツ栄養士である中野ヤスコ氏を講師にお招きし、静岡県スケート連盟所属選手、保護者及び指導者を対象にスポーツ食育
講座を開催します。

１　開催日　　令和６年３月16日（土)　

２　会　 場　　浜松アリーナ第１会議室（浜松市中央区和田町808－1）

３　日 　程　　開講式　                   13時00分～13時10分
　　　　　 　　　講座・質疑応答　       13時10分～14時45分
　　　　　　　 　閉講式　　　　　　　　　 14時45分～15時00分

４　参加者　　静岡県スケート連盟所属選手、保護者及び指導者 　約30人
　　　　　　 　　※一般の方の参加はできません。

５　講　師　　中野ヤスコ氏
　　　　　　　　【経歴】
　　　　　　　　　　・静岡県藤枝市出身

　　　　　　　　　・株式会社食の学び舎くるみ　代表取締役
　　　　　　　　　　・保有資格：公認スポーツ栄養士、管理栄養士・調理師等
　　　　　　　　　　・所属：公益社団法人日本栄養士会、ＮＰＯ法人日本スポーツ栄養学会等

６　その他
　  　　・取材希望の方は、３月15日(金)１６時までに、別添「取材申込書」にてお申し込み
　　　　 ください。中止の際には御連絡いたします。
　　　　・取材当日、社名が分かる腕章又は名札等を身に付けてください。
　　    　　　
７　問い合わせ先
　　　静岡県スポーツ・文化観光部　スポーツ局　スポーツ振興課（市川）　
　　　電　話　　　　 054-221-3177　　   FAX　054-221-2980　　
　　　当日連絡先　080-1580-8162



提 供 日 2024/03/08

タイトル 「静岡県SDGsビジネスアワード2023」成果発表会＆表
彰式を開催します！
～３か月間のブラッシュアップを経た９団体が最終の
事業アイデアを発表～

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2919

「静岡県SDGsビジネスアワード2023」成果発表会＆表彰式を開催します！

～３か月間のブラッシュアップを経た９団体が最終の事業アイデアを発表～

１　要旨
　 県では、環境と経済の好循環の実現に向けた環境ビジネスの拡大のため、環境課題解決に貢献する優良な事業アイディアを発掘・育成・
表彰する「静岡県SDGsビジネスアワード」を実施しています。
　 今年度は９団体を採択し、各種専門家の支援を受け、３か月間事業アイデアのブラッシュアップを行いました。この度、各団体がその成果
発表を行うとともに、表彰式を開催し、９団体の中から最も優れた団体に対して、静岡県知事賞を授与します。

２　成果発表会・表彰式概要
　 日時：令和６年３月21日（木）　13時15分～17時00分　（開場　12時45分）
　 場所：サールナートホール　大ホール（静岡市葵区御幸町11-14）
　 タイムスケジュール：
　▼　13時15分～　主催者あいさつ、イントロダクション
　▼　13時35分～　成果発表（９団体）
　▼　16時20分～　結果発表＆表彰式（知事賞１件・優秀賞３件程度・奨励賞５件程度）

３　発表団体の概要　※50音順　

団体名 所在地 事業名
株式会社アサギリ 富士宮市 余剰牛ふんやバイオ炭を活用した広域連携による持続可能

な循環型システムの構築
NPO法人
Earth Communication

御前崎市 静岡の自然を遊ぶ！学ぶ！未来にのこす！ 
～Earth Communicationの取り組み～

IKIMON株式会社 浜松市 IkimonHub
生物の観察投稿から繋がる・広がるSNS
市民参加型で生物情報データベースを構築！

株式会社インターステラ 沼津市 "インナーマインドウェア"を世界へ
静岡から始まるサステナブルな滞在着の挑戦

株式会社折兼 愛知県
浜松市
富士市

植物由来原料の容器を用いた再資源化・資源循環の取り組
み

株式会社サインクリエイト 浜松市 太陽光で走行可能な最もSDGsな小型EV
“電池革命”と「クルマの乗り方改革」

大日株式会社　伊豆パノラマ
パーク

伊豆の国
市

限りある資源を枯渇させない！
～規格外食材を有効利用し食の豊かさを守り健全な生活
を～

株式会社トライ・カンパニー 沼津市 環境負荷を軽減する保冷材の開発
～自然に還る保冷材（ゴミにならない保冷材）の取組み～

株式会社平出章商店 浜松市 スモールエリアで完結する農産物加工事業
～地元のものは地元で加工し、脱炭素・食品ロス削減～

４　申込フォーム
　　参加を御希望される方は３月18日(月）までに御申込ください。

    https://ws.formzu.net/fgen/S27824564/　

５　その他　
   成果発表団体の詳細は、特設ＨＰを御参照ください。
   https://www.shizuoka-sdgs-business-award.com/ceremony-2023

６　取材申込
    参加を御希望されるメディアの方は当日会場までお越しください。

https://ws.formzu.net/fgen/S27824564/
https://www.shizuoka-sdgs-business-award.com/ceremony-2023


提 供 日 2024/03/08

タイトル 【修正】静岡ＳＳＵボニータ（女子サッカー）の新監
督と選手がリーグ開幕戦を前に県知事を訪問

担　　当 経営管理部 西部地域局

連 絡 先 地域課　大石

TEL 0538-37-2202

　　
静岡ＳＳＵボニータ（女子サッカー）の新監督と選手がリーグ開幕戦を前に県知事を訪問

※訪問者である新監督が正式に発表されたため、情報を追記しました。PDFを御確認ください（３月１１日　14時）。

　　磐田市をホームタウンとする、女子サッカーなでしこリーグ１部に所属する「静岡ＳＳＵ

ボニータ」の新監督と選手が、３月１７日（日）の2024シーズン開幕戦を前に川勝知事を

訪問します。

１　日時　　令和６年３月１３日（水）　１０：３０ ～ １１：００

２　場所　　県庁東館５階 知事室

３　訪問者（敬称略）

　　静岡ＳＳＵボニータ　　　　　　　　　　監督　　　　　 （ 後日 、 チームから 正式発表 ）　→本田　美登里（ほんだ　みどり）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選手　　　　　梅津　真央（うめづ　まお）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選手　　　　　中川　瑚々（なかがわ　ここ）

　（一社）静岡スポーツユナイテッド　　会長理事　 　高木　昭三（たかぎ　しょうぞう）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  執行責任者　北本　　章（きたもと　あきら）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  事業本部長　儘下　直之（まました　なおゆき）

４　次第

　　・高木会長理事から新監督及び選手の紹介

　　・新監督挨拶、選手自己紹介

　　・歓談、写真撮影

５　その他（参考情報）

　　○ 静岡ＳＳＵボニータ

　　　　　・2018年に「静岡産業大学磐田レディース」として発足し、2022年１月から現在の体制

　　　　　「静岡ＳＳＵボニータ」となった。

　・2022なでしこリーグ２部で優勝し、2023年から、なでしこリーグ１部へ参戦している。

　　○ （一社）静岡スポーツユナイテッド

　　　・2019年設立。静岡ＳＳＵボニータ運営法人

　　○ 2024なでしこ１部リーグ　静岡ＳＳＵボニータ初戦

　　　・日　　　時　令和６年３月17日（日） 13時キックオフ

　　　・会　　　場　ヤマハスタジアム（磐田市新貝2500）

　　　・対戦相手　オルカ鴨川ＦＣ（2023なでしこリーグ１部 優勝チーム）



提 供 日 2024/03/08

タイトル 令和５年度第２回静岡県原子力発電所環境安全協議会
本会議等の開催

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先 原子力安全対策班

TEL 054-221-3735

　「浜岡原子力発電所の安全確保等に関する協定」に基づき、浜岡原子力発電所の周辺地域における環境の安全を確認し、その周
知を行うことなどを目的とする静岡県原子力発電所環境安全協議会（会長：静岡県知事）の令和５年度第２回本会議を開催しま
す。
　
＜令和５年度第２回静岡県原子力発電所環境安全協議会本会議＞

１　日　時　　令和６年３月19日（火）　午前10時30分から午前11時45分まで

２　場　所　　中島屋グランドホテル　３階オリーブ
　　　　　　　　住所　静岡市葵区紺屋町３－10
　　　　　　　　電話　054－253－1151

３　出席予定者　委員・幹事等　約40名
　　　　　 　　　 出野副知事、県議会議員、
　　　　　　　　　関係市長・市議会議長、中部電力株式会社副社長　他

４　議　事　　・令和５年度浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果（中間報告）
　　　　　　　・静岡原子力だよりの発行状況（中間報告）
　　　　　　　
５　報　告　　・浜岡原子力発電所周辺環境放射能測定計画
　　　　　　　・浜岡原子力発電所の現況等（中部電力株式会社）

　なお、本会議に先立って、同協議会の幹事会を開催します。

＜令和５年度第４回静岡県原子力発電所環境安全協議会幹事会＞

１　日　時　　令和６年３月19日（火）　午前９時30分から午前10時00分まで
２　場　所　　中島屋グランドホテル　２階ローズルーム
　　　　　　　　住所　静岡市葵区紺屋町３－10
　　　　　　　　電話　054－253－1151

３　出席予定者　幹事17名
　　　　　　　　　県危機管理監代理兼危機管理部部長代理、県関係課長、
　　　　　　　　　関係市の防災担当部長　他　　　　　　　

４　議　事　　・浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果第200号
　　　　　　　・静岡原子力だより200号（案）



提 供 日 2024/03/08

タイトル 地域防災活動推進委員会年間活動報告及び退任委員へ
の感謝状贈呈式の開催

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 危機管理部 危機情報課

TEL 054-221-2644

令和５年度地域防災活動推進委員会の活動報告・感謝状贈呈式の開催

１　要旨
静岡県地域防災活動推進委員会を開催し、委員会による令和５年度地域防災活動報告を行うとともに、本年度をもって委員を退任され

る３名の方に対し、その功績をたたえ、感謝状を贈呈する。

２　日時
令和６年３月１４日（木）午後３時～４時

３　場所
県庁別館５階　危機管理センター東側

４　内容
（１）令和５年度地域防災活動推進委員会活動報告書の提出及び報告
　　・鈴木憲二委員長による令和５度活動報告書の提出及び報告
（２）感謝状贈呈式
　　・感謝状贈呈（森本危機管理部長から退任者に贈呈）
　　・森本危機管理部長挨拶

【退任者】

氏　　名 職
所属

(在任期間)
鈴木　憲二

（すずき　けんじ）
委員長

富士市神戸１丁目自主防災会

令和元年４月～令和６年３月

加藤　忍

（かとう　しのぶ）
委員

島田市横井町自主防災会

令和元年４月～令和６年３月

曽根　順子

（そね　じゅんこ）
委員

ふっこう支援掛川事務局

令和元年４月～令和６年３月

【参考】
　　静岡県地域防災活動推進委員会は、自主防災組織をはじめ地域で防災活動に取り組んでいる有識者の方々で構成し、地域の防災活動の

活性化と防災力向上を図るための具体的な方策の検討や、自主防災活動及び地域防災力向上に関する広報・啓発を行っている。
　　○活動内容
　　　・協働による自主防災組織の活性化に関する検討
　　　・静岡県総合防災アプリ「静岡県防災」の普及活動　等
　　○委員（１４人）の構成
　　　・自主防災活動関係者７名
　　　・その他有識者（消防団、事業所、男女共同参画、国際交流　等）７名



提 供 日 2024/03/08

タイトル 【第25報】令和６年能登半島地震への本県の支援（３
月８日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は別添のとおりです。



提 供 日 2024/03/10

タイトル 令和５年度津波避難訓練の実施結果（速報）

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 対策班　梶、八木、知久

TEL 054-221-3729

（要旨）
　津波避難訓練の統一実施日となる令和６年３月10日（日）に、県内沿岸21市町のうち12市町で訓練が実施され、住民や自治会な
どを中心に、合計25,921人が参加した。
　各市町から報告された参加者数等は、下記の１、２、３のとおり

１　統一実施日（3/10）までの訓練参加者数
令和５年度（速報）　
市町数 参加者数

統一実施日の前日（3/9）まで ８市 88,974人
統一実施日（3/10） 12市町 25,921人
計（A) 19市町 114,895人
※訓練を複数日に実施する市町があるため、市町数の和と計が一致しません。

２　統一実施日以降（3/11）の訓練参加見込数
令和５年度（見込）

　
市町数 参加者数

統一実施日の翌日（3/11）以降（B) ２市 約19,000人

３　令和５年度津波避難訓練参加見込数
令和５年度（見込）　
市町数 参加者数

津波避難訓練の参加見込数（A+B) 21市町 約134,000人

（参考）令和４年度の訓練参加者数
令和４年度（実績）

　
市町数 参加者数

統一実施日の前日（3/4）まで ２市 3,415人
統一実施日（3/5） 12市町 86,360人
統一実施日の翌日（3/6）以降 ９市町 28,153人
計 21市町 117,928人
※訓練を複数日に実施する市町があるため、市町数の和と計が一致しません。



提 供 日 2024/03/11

タイトル 探究を伴う高校生の留学を支援！生徒・保護者向け説
明会を開催します

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 政策推進班

TEL 054-221-3134

～ふじ のく にグローバル人材育成事業（ ト ビタ テ！留学JAPAN拠点形成支援事業） ～

探究を 伴う 高校生の留学を 支援！生徒・ 保護者向け説明会を 開催し ます

　県教育委員会では、国の「トビタテ！留学JA PA N 拠点形成支援事業」（※）を活用し、新たに、探究を伴う 高校生の海外留学を支援しま
す。
　令和６年度（第1期）の派遣に向け、この度、生徒及び保護者向け説明会を県内３会場で開催します。
　当日は、県内の先輩トビタテ生（国実施の「トビタテ！留学JA PA N 」により留学を経験した高校生）による体験発表も予定しております。
（17 日、2 0 日は、県教育長も出席します。）

※参考：トビタテ！留学JA PA N 拠点形成支援事業
　文部科学省が今年度新設。探究を伴う 高校生の留学を支援する地域に対し、同省が助成を行います（支援期間は今年度から３年間、う ち
留学生の派遣は6 年度、７年度）。今年度、本県を含め３県が採択され、 本県事業 では 、 ものづくり 産業 、 観光交流 、 農林水産業 、 多文化共
 生等 、 本県 の 特性 を 踏 まえた 探究 を 推進します。

１　対象者
　　県内の、現在高校1・2 年生（中学３年生も参加可）、保護者、高等学校等教職員

２　開催日・会場

日程 地区 会場
３月17 日（日）
 　14 時～16 時

中部 静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」
会議室10 0 1-2 （静岡市駿河区東静岡２丁目３－１）

３月2 0 日（水・祝）　　
　 14 時～16 時

東部 プラサヴェルデ（ふじのくに千本松フォーラム）
会議室4 0 1（沼津市大手町１－１－４）

３月2 3 日（土）   
   14 時～16 時

西部 浜松市地域情報センター ホール
（浜松市中央区中央１丁目１２－７）

３　スケジュール（全体２時間）

時間（予定） 内容
13 :３０ 受付開始
14 :0 0 開会挨拶（※）
14 :10 文部科学省 拠点形成支援事業の説明（動画）
14 :2 0 「ふじのくにグローバル人材育成事業」の説明
15 :10 先輩トビタテ生による体験発表及び質疑応答

　発表者：先輩トビタテ生
　進　行：県教育委員会（※）

16 :0 0 閉会
※3  月17  日 、2 0  日 は 、 県教育長 が 、 挨拶 と 先輩 トビタテ 生 による 体験発表 の 進行 を 行 う  予定 です 。

４　問合せ　
　　「ふじのくにグローバル人材育成事業」運営協議会事務局
　　（静岡県教育委員会教育政策課）
　　電話番号：0 5 4 -2 2 1-３１３４
　　

「有徳の人づくり」を進めています
　静  岡  県  教  育  委  員  会



提 供 日 2024/03/11

タイトル 2023年度 認定看護師教育課程 修了式の開催

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

2023年度 認定看護師教育課程 修了式の開催について

１　要旨
　2023年度は、５分野「皮膚・排泄ケア」「緩和ケア」「がん薬物療法看護」「がん放射線療法看護」「乳がん看護」57名が各認定分野と特
定行為の教育、研修課程を修了しました。修了式は下記の要領で開催いたします。57名は、今年10月に行われる認定審査を合格した後、認定
看護師として活躍します。

２　修了式　概要
　１）日　　　時：2024年3月15日（金）午前10時00分～
　２）場　　　所：静岡県医療健康産業研究開発センター南棟３階　交流ホール
　　　　　　　　　（駿東郡長泉町下長窪1002-1）
　３）プログラム：開式の辞、修了証書授与、総長挨拶、病院長挨拶、課程長挨拶、
      　          研修生謝辞、閉式の辞他
　　※新型コロナウイルス感染症対策の一環として、来賓の方はお招きしておりません。

３　教育機関・教育課程の内容
　１）教育機関名称：静岡県立静岡がんセンター認定看護師教育課程
　２）研修生内訳（計57名）
　　　皮膚・排泄ケア分野　　　　　 13名
　　　緩和ケア分野 　　　　　 14名
　　　がん薬物療法看護分野　　　　 10名
　　　がん放射線療法看護分野　　 　 9名
　　　乳がん看護分野　　　　　　　 11名
　３）教 育 期 間 ：2023年4月6日～2024年3月15日
　４）教 育 内 容 ：（１）講義　 627～643 時間、統合演習15時間
　　　              （２）臨地実習 認定看護 150 時間
　  　            　（３）特定行為研修区分　各5症例以上
　５）研修生スケジュール
　　　　　　４月～７月　　　  eラーニング
　　　　　　８月～10月　　　　集合教育
　　　　　　10月　　　　　　　科目試験（各分野専門科目）、実技演習など
　　　　　　11月　　　　　　　認定看護臨地実習（各分野専門科目）
　　　　　　12月～１月下旬 　 特定行為研修臨地実習
　　　　　　１月下旬～２月　　臨地実習事例まとめと発表、修了試験
　　　　　　３月中旬　　　 　 修了式

４　修了生データ

　【認定看護師教育課程（A課程）】（477名）

皮膚・排泄
ケア

緩和ケア がん化学
療法看護

がん放射線
療法看護

乳がん看護

2009 6 - - - -
2010 10 20 9 - -
2011 9 13 10 - -
2012 18 19 14 10 -
2013 3 18 5 10 16
2014 - 18 10 7 14
2015 17 13 9 3 7
2016 18 16 4 - 6
2017 24 14 9 - 16
2018 21 19 7 16 17
2019 - 1 - - 1
累計 126 151 77 46 77

　【特定行為研修を組み込んでいる認定看護師教育課程（B課程）】（205名）

皮膚・排泄
ケア

緩和ケア がん化学
療法看護

がん放射線
療法看護

乳がん看護

2020 10 10 8 9 10
2021 10 12 9 8 9
2022 14 12 10 6 11
2023 13 14 10 9 11
累計 47 48 37 32 41

５　資格取得とその後の活動
　修了生は2024年10月におこなわれる、日本看護協会の認定審査試験に臨み、審査試験合格後に認定証受領となります。その後は患者とその
家族に限らず、看護職や多職種等に、実践・指導・相談の３つの役割を果たす活動をしながら、研究会や学会などへの参加・発表など学習研
鑽を積み、５年ごとの更新審査を受けることとなります。

６　今後の認定看護師役割拡大
　認定看護師教育は2020年度より特定行為研修が組み込まれています。この特定行為研修は在宅医療等の推進を図るため、“医師の判断を待
たずに、手順書により一定の診療の補助を行う看護師”として誕生いたしました。看護師が手順書により特定行為を行う場合に特に必要とさ
れる実践的な理解力、思考力及び判断力並びに高度かつ専門的な知識及び技能の向上を図るための研修となります。修了生のほとんどは医療
機関での勤務となりますが、資格取得後は病院にとどまらず、“あらゆる場のニーズに応えられる認定看護師”という活動拡大が期待されて



提 供 日 2024/03/11

タイトル 県・市町が公共工事の入札・発注事務について意見交
換します。
－中部ブロック発注者協議会静岡県部会（令和５年度
第２回）のWEB開催－

担　　当 交通基盤部 建設経済局技術調査課

連 絡 先 技術調査班

TEL 054-221-2148

県・市町が公共工事の入札・発注事務について意見交換します。
－中部ブロック発注者協議会静岡県部会（令和５年度第２回）のＷＥＢ開催－

　建設業界の働き方改革の推進や、公共工事の入札・発注関係事務の適正化等のために県内の公共工事の発注機関（県、市町）で組織す
る中部ブロック発注者協議会（*1）静岡県部会（令和５年度第２回）を下記のとおりWEB開催します。
　今回は、新・全国統一指標（*2）を踏まえ本部会が令和４年３月に策定したロードマップについて、各市町の進捗状況を確認し、今後の取組
内容について意見交換します。

１　日　　時　 　令和６年３月14日（木）午前10時～午前11時30分（予定）

２　場　　所　 　静岡県庁　西館４階　第１会議室Ａ（WEB会議）

３　主な内容
　　　 　　　　　　 　○静岡県部会の取組状況
　　　 　　　　　 　　○静岡県や市町の取組に係る意見交換

４　部 会 員 　　
　　　部会長　　 　静岡県交通基盤部理事（土木技術担当）
　　　副部会長　　静岡市建設局長、浜松市財務部長、島田市副市長
　　　部会員　　 　各市副市長、各町副町長、静岡県交通基盤部建築管理局長、
　　　　　　　　　　　経済産業部農地局長、森林・林業局長
　　　顧　問　　  　国土交通省中部地方整備局企画部技術開発調整官

５　取　　材　 取材は自由です。当日、県庁西館４階第１会議室Ａで受け付けます。　

*1「中部ブロック発注者協議会静岡県部会」は、平成26年の品確法改正を受け、市町を含めた発注者責務の確実な履行と発注者間の連携体制の構築のため、平成27年
２月に県及び市町で組織し設立された協議会です。
*2「新・全国統一指標」は、国が建設業界の働き方改革の推進や、入札・発注関係事務の適正化のために令和３年１月に定めた指標で、具体的には次のとおりです。

【工事】
(1)地域平準化率（施工時期の平準化）
　国等・都道府県・市区町村の発注工事の稼働件数から算出した平準化率
(2)週休２日対象工事の実施状況（適正な工期設定）
　国等・都道府県・政令市の発注工事に対する週休２日対象工事の設定割合
(3)低入札価格調査基準又は最低制限価格の設定状況（ダンピング対策）
　都道府県・市区町村の発注工事に対する低入札価格調査基準又は最低制限価格等の設定割合

【測量、調査及び設計（業務）】
(1)地域平準化率（履行期限の分散）
　国等・都道府県・政令市の発注業務の第４四半期履行期限設定割合
(2)低入札価格調査基準又は最低制限価格の設定状況（ダンピング対策）
　都道府県・政令市の発注業務に対する低入札価格調査基準又は最低制限価格の設定割合



提 供 日 2024/03/11

タイトル 子どもたちが描いた夢のある“みらいのまち”をカレ
ンダーにしました！

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3681

　

⼦どもたちが描いた夢のある”みらいのまち”をカレンダーにしました︕
 

　静岡県交通基盤部では、今年度新たに開催した「わたしの“未来のまち”はこんな“まち”」図画コンクール2023の受賞作品を掲載した
「静岡どぼくらぶカレンダー2024」を作成しました。

　また、以下のとおり、図画コンクール2023入賞作品展示会を開催します。

　
１　静岡どぼくらぶカレンダーの発行

（１）作成目的

　　　　未来を担う子どもたちが夢のある“まち”を描いた「わたしの“未来のまち”
　　　はこんな“まち”」図画コンクール受賞作品を紹介したカレンダーを広く配付
　　　することで、カレンダーを見た子どもたちが自分のまちを意識し、将来の姿を
　　　想像することで、「土木」や「まちづくり」に興味をもつきっかけとなること
　　　を期待する。

（２）主な特徴

　　・素材は、「わたしの“未来のまち”はこんな“まち”図画コンクール2023」の
　　　入賞作品を活用

　　・最優秀作品で描かれた絵の世界を「VIRTUAL SHIZUOKA」上で再現し、受賞者の
　　　インタビューを交えて紹介する“未来のまち”動画をQRコードで掲載

　　・学生の目に触れる機会を増やすため、掲示しやすい「ポスタータイプ」を作成
　　　し、県内全ての小・中学校等へ配布（1,400部発行）

　　なお、データはホームページに掲載しており、ダウンロードして御利用いただく
　　こともできます。
　　（URL)https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/doboclub/1061405.html　　

　　※QRコードからもアクセスできます。

２　「わたしの“未来のまち”はこんな“まち”」図画コンクール2023入賞作品展示会の

　　開催　

　　　・開催場所等

静岡県立美術館

・展示期間：令和６年３月12日(火)から３月17日(日)まで
・開館時間：10:00～17:30
・展示会場：静岡県立美術館　県民ギャラリーＢ
　　　　　　（静岡市駿河区谷田53−２）

静岡県立中央図書館

・展示期間：令和６年３月19日(火)から３月28日(木)まで
・開館時間：土日月火祝日は9:00～17:00
　　　　　　水木金（祝日を除く）は9:00～19:00
・展示会場：静岡県立中央図書館２階インフォメーションコーナー
　　　　　　（静岡市駿河区谷田53－１）

　（参考）「わたしの“未来のまち”はこんな“まち”」図画コンクール2023概要

　　　　・応募総数：288点（小学生の部：205点、中学生の部：83点）
　　　　・応募期間：令和５年６月19日（月）～９月15日（金）
　　　　・募集課題：「2050年、私はこんな“まち”に住みたい」
　　　　・受賞作品：小学生の部２点、中学生の部２点、
　　　　　　　　　　特別賞３点（小学生２点、中学生１点）
　　　　・共　　催：静岡県建設業協会、静岡県建設コンサルタンツ協会、建通新聞社

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/doboclub/1061405.html


提 供 日 2024/03/11

タイトル 令和５年度「小中学校の児童生徒の静岡茶の愛飲の促
進に関する県民会議」を開催します。

担　　当 経済産業部 農業局お茶振興課

連 絡 先 瀧本

TEL 054-221-2684

令和５年度「小中学校の児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する県民会議」の開催

　小中学校の児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する条例（平成28年12月施行）に基づき、令和５年度「小中学校の児童生徒の静
岡茶の愛飲の促進に関する県民会議」を開催します。
　今年度における県内小中学校での静岡茶の愛飲に関する取組状況を報告するとともに、今後の愛飲の促進について審議します。

１　開催概要
（１）日　時　令和６年３月14日（木）午前10時から正午まで

（２）場　所　静岡県庁別館７階第三会議室（静岡市葵区追手町９-６）

（３）議　事　「小中学校における静岡茶の愛飲に関する取組状況と愛飲の促進」について

（４）出席者　小中学校の児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する県民会議委員、県教育長、県農林水産担当部長 他

２　県民会議の傍聴
（１）傍聴定員　若干名

（２）傍聴手続　
　　　県民会議の傍聴を希望される方は、当日午前９時45分までに、受付で氏名、住所を記入し、事務局の案内に従って会場に入
室してください。
　　　傍聴の受付は、当日午前９時15分から先着順で行います。
 
＜条例の概要＞
・目　的
　小中学校において、児童生徒が静岡茶を飲む機会及び児童生徒に対する静岡茶の食育の機会を確保することで、静岡茶の愛飲を
促進する。

・施行日
　平成28年12月27日

　＊県民会議は、児童生徒の静岡茶の愛飲の促進に関する事項を調査審議するために設置



提 供 日 2024/03/11

タイトル 「第９回世界お茶まつり」実行委員会(第２回)を開催

担　　当 経済産業部 農業局お茶振興課

連 絡 先 世界緑茶班

TEL 054-202-1488

「第９回世界お茶まつり」実行委員会(第２回)を開催

　令和７年に開催する「世界お茶まつり2025」の実行委員会(第２回)を３月19日（火）に開催します。
　今回は、前回承認された「開催方針」に基づき、「基本計画」を決定します。
　基本計画には、ポスターデザイン等のキービジュアルやプログラム案等が盛り込まれ、お茶まつりの具体的なイメージが明らか
になります。

１　開催概要
　(1) 日時　　　令和６年３月19日（火）　午後３時30分から午後４時30分まで
　(2) 場所　　　県庁本館４階　403会議室
　(3) 出席者　　知事、德川家広会長　ほか実行委員14名
　(4) 協議事項　第１号議案　基本計画(案)について
　　　　　　　　第２号議案　令和５年度事業報告及び収支決算(見込み)について
　　　　　　　　第３号議案　令和６年度事業計画(案)及び収支予算(案)について

２　実行委員の構成
　　お茶に関わる産業、文化、学術、広報などの各分野の代表、関係機関、
　行政の代表者及び有識者等、計17名で構成
　　顧問　川勝　平太　静岡県知事
　　会長　德川　家広（とくがわ　いえひろ）氏　(公財)德川記念財団理事長



提 供 日 2024/03/11

タイトル 「SHIP１周年ありがとうイベント～軌跡のご報告と次
のワクワクへのお誘い～」開催

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609



提 供 日 2024/03/11

タイトル 食品検査情報（第10報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

食品の検査情報をお知らせします
（１月分）

１　概要

静岡県では、県内の製造所や販売店等から食品を抜き取り、添加物、残留農薬、微生物等の項目を検査し、 基準 に 不適合 であるものが 確

 認 された 場合 は 、 行政処分等 を 行 い 、 県内 で 流通 する 食品 の 安全 ・ 安心 を 確保 しています。

２　検査結果

　以下のとおり、本年1月中に323検体について検査を実施したところ、 行政処分 を 行 った 事例 はありませんでした 。

検査項目 対象食品
1月

検体数
1月

行政処分数

清涼飲料水、はっ酵乳、たれ等 88 0
添加物、微生物等
規格基準等検査

輸入缶詰、輸入菓子等 33 0

清涼飲料水、はっ酵乳、たれ等 48 0

添加物等表示検査

輸入缶詰、輸入菓子等 23 0

残留農薬 県内農産品（いちご） 15 0

アレルゲン 菓子、そうざい、調味料等 13 0

放射性物質 　県内流通食品（調味料、そば等） 25 0

腸管出血性大腸菌 清涼飲料水、はっ酵乳、そうざい等 47 0

動物用医薬品等
（食肉衛生検査所検査分） 豚肉、鶏肉 24 0

衛生規範を参考とする
E.coli検査 そうざい 7 0

合計 323 0



提 供 日 2024/03/11

タイトル 令和５年度流通食品の放射性物質検査結果（第９報）

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

県内流通食品の放射性物質検査の結果、安全性を確認しました（第９報）
－令和６年１月分：14品目25検体－

１　要　旨

静岡県以東で生産又は製造され、静岡県内に流通している食品の放射性物質検査を実施しています。

 令和 ６ 年 １ 月 は14 品目25 検体実施 し 、 検査結果 は 全 て 基準値以下 で 、 安全性 を 確認 しました 。

２　検査結果　

食品区分 品目 検体数 製造所、産地等所在地 検査結果

そうざい ４ 岩手県、新潟県、栃木県、
長野県（製造所）

調味料 ３ 千葉県、神奈川県、静岡県（製造所）

ソース １ 群馬県（製造所）

しょうゆ １ 千葉県（製造所）

米飯類 ３
山形県、宮城県（原料産地）、

新潟県（製造所）

干しめん １ 秋田県（製造所）

切り餅 ２ 新潟県（原料産地・製造所）

スプレッド １ 長野県（製造所）

白玉粉 １ 新潟県（製造所）

そば ３
茨城県（製造所）、

長野県（原料産地・製造所）

油菓子 １ 茨城県（原料産地）

一般食品

漬物 ２ 群馬県、埼玉県（製造所）

牛乳 牛乳 １ 東京都（製造所）

すべて
基準値以下

飲料水 水 １ 長野県（原料産地）
すべて

基準値以下

合計 25

・検査機関：静岡県中部健康福祉センター化学検査課
・検出機器：ゲルマニウム半導体検出器
・食品区分別の基準値（セシウム134及びセシウム137の総和）：一般食品 100Bq/kg　　　　　牛乳 50Bq/kg　乳児用食品 50Bq/kg　飲料水 10Bq/kg



提 供 日 2024/03/11

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第119報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年３月11日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第119報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第119報（３月８日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 沼津市 366 14 1 27 6 6 3月8日
2 小学校 三島市 544 18 1 30 14 14 3月11日
3 小学校 沼津市 510 12 1 43 15 15 3月8日
4 小学校 静岡市清水区 545 21 1 26 11 8 3月8日
5 特別支援学校 静岡市葵区 389 80 4 16 7 3 3月8日
6 小学校 焼津市 1012 35 1 34 11 8 3月8日
7 小学校 藤枝市 443 16 1 34 10 10 3月8日
8 小学校 藤枝市 514 20 1 34 9 9 3月11日
9 小学校 磐田市 165 9 1 19 4 4 3月6日 ～ 3月
10 小学校 掛川市 218 9 1 33 14 13 3月7日 ～ 3月
11 小学校 周智郡森町 371 17 1 32 7 7 3月8日 ～ 3月1
12 小学校 浜松市中央区 600 21 1 32 9 9 3月11日
13 小学校 浜松市浜名区 600 21 1 32 9 9 3月11日

本日合計 １２小学校、１特別支援学校 16 392 126 115
８４８施設

本日までの累
計（実数） （ ９７高等学校、　２１４中学校、　４２４小学校、　７０幼稚園、

１０保育所、　２２こども園、　１１特別支援学校　０高等専門学校）
4,642 133,627 42,388 39,329

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲さ
れています。） 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表していま
す。 　

　
　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳の
いずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/03/11

タイトル ふじのくに福産品の新商品を開発しました。開発事業
所が森副知事を表敬訪問します。

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 健康福祉部障害者支援局障害者政策課

TEL 054-221-3619

ふじのくに福産品の新商品を開発しました。開発事業所が森副知事を表敬訪問します。
　
　県では障害のある人の工賃向上のため、消費者が望む、魅力あふれる、売れる新商品の開発を支援しています。
　今年度、３つの障害福祉サービス事業所が開発支援スーパーバイザーである(株)販売促進研究所の指導・助言を受け、下記の新
商品を開発しました。
　ついては、３月15日(金)に森副知事を表敬訪問し、新商品の開発を報告します。

１　森副知事表敬訪問
　(1)日時・場所
　　 日時：令和６年３月15日（金）午後３時00分から午後３時20分まで
　　 場所：県庁東館５階　森副知事室

　(2)訪問者　５名
　　・(同)アイタス　原田　恵美子様
　　・(株)すこやか　亀川　啓文様
　　・(社)春風会　山田　芳治様
　　・(株)販売促進研究所　溝口　佳菜子様
　　・(株)ピーエーシー　古井　千裕様

　(3)内　容
　　・ふじのくに福産品の新商品完成の報告・歓談
　　・記念写真撮影

２　新商品の概要

商品名 沼津肉汁餃子 さつまいもワンダーチップ
Ｆｅ画伯のノベルティ

シリーズジッパーバッグ
事業所名

(所在市町)
アイタス
（沼津市）

すこやかファーム湖西
（湖西市）

もくせい苑
（伊豆の国市）

コンセプト 肉汁じゅわっと、沼津のもち
もち大判冷凍餃子

湖西産さつまいもを楽しく美
味しく味わう新感覚のおいも
チップ

伊豆地域のエシカルでアー
トなジッパーバッグのノベ
ルティ

ターゲット 近隣地域の主婦層 観光客
社会貢献的なノベルティを
使いたい企業

商品特徴

・肉汁がたっぷり楽しめる大
判サイズの冷凍餃子
・もちもちの厚めの皮
・手づくり
・国産野菜・豚肉使用

・湖西産さつまいも使用
・おやつにもおつまみにも楽
しめる、個性の異なる３種の
フレーバー（塩、ハニーバ
ター、ブラックペッパー）

・利用者（イラストネー
ム：Ｆｅ画伯）のアートを
使用したデザイン
・ノベルティーとしてニー
ズのあるジッパーバッグ

販売予定
金額

500円/
1パック12個入り

410円/１袋 55g 大：500円/3枚セット
小：400円/3枚セット

販売予定
場所

自社店舗
将来的には自動販売機

道の駅、サービスエリア、
地元スーパー

自社、イベント



提 供 日 2024/03/11

タイトル 令和６年能登半島地震対応について、静岡県DHEAT派遣
振り返り会を実施します！

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 久保田

TEL 054-221-2363

令和６年能登半島地震対応への静岡県ＤＨＥＡＴ派遣振り返り会を行います

　
　
 「令和６年能登半島地震」の対応のため、厚生労働省からの要請を受け、２月12日から29日まで延べ３チーム（12人）の静岡県
ＤＨＥＡＴ（災害時健康危機管理チーム）が現地で活動しました。
　
　今回、静岡県ＤＨＥＡＴにおいて、現地で支援活動を行ったチームから、本災害に係る石川県の初動体制やDHEAT派遣活動等を
通じて、明らかになった課題を共有し、今後の活動や健康福祉部の災害対応体制強化の方向性を検討します。

（１）開催日時　令和６年３月12日（火）午後２時から午後４時まで
（２）開催場所　県庁別館８階第１会議室Ａ　　　　　　
（３）内　  容　・支援活動を行ったＤＨＥＡＴからの報告（３チーム）
　　            ・意見交換
（４）参 加 者　静岡県ＤＨＥＡＴ派遣職員他

（参考）【災害時健康危機管理支援チーム（ＤＨＥＡＴ）】
一定規模以上の災害が発生した際に、被災都道府県庁の保健医療福祉調整本部及び保健所が担う指揮・総合調整（マネジメント）
機能等を支援するため、専門的な研修・訓練を受けた都道府県等の職員により構成される応援派遣チーム



提 供 日 2024/03/11

タイトル 【取材依頼3/15】「文化財ガイド研修会」を焼津市の
花沢の里で開催！！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化財地域支援班　田村

TEL 054-221-2554

「文化財ガイド研修会」を焼津市の花沢の里で開催！

　県では、「静岡県文化財保存活用大綱」の方針に基づいて、地域の活性化と文化財の継承には来訪者と地域の文化財をつなぐガ

イド（案内人）の役割が重要になることから、文化財ガイドを育成するための研修会を開催しています。

　この研修会は令和３年度に開始し、令和３年度は講習会と現地研修会（下田市、富士宮市）、令和４年度は講習会を開催し、優

れたガイドを行う講師による講座やガイド体験、意見交換を行いました。

　このたび、県で唯一の国選定重要伝統的建造物群保存地区の焼津市の花沢の里で今年度の文化財ガイド研修会を開催し、来訪者

を引き付けるガイドに向けた意識付けをし、具体的な方法や技術を学びます。

１　令和５年度静岡県文化財ガイド研修会

概　要

日 時  令和６年３月15日(金)　午後１時～４時

会場等  花沢の里　重要伝統的建造物群保存地区

 集合：花沢の里観光駐車場（焼津市野秋373-１）

参加者  県内の文化財ガイド等 約20名

内 容  やいづ観光案内人の会によるガイドの体験

 文化財ガイドに関する意見交換

 講師：ＮＰＯ法人ホールアース自然学校　津田和英氏

２　問合せ先

　静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化財課　054-221-2554



提 供 日 2024/03/11

タイトル 高校生10チームが脱炭素アクションに関する発表を行
います！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 地球環境班

TEL 054-221-2208

県内の高校生10チームが脱炭素につながる企画を発表します！

～「アオハル・エコロジーラボ」最終成果発表会のお知らせ～

県では、気候変動やエネルギー問題などに関心のある高校生がチームを組み、大学生等からの伴走支援を受けながら、脱炭素につながる企画を発表す
る「アオハル・エコロジーラボ」を実施しています。このたび、下記のとおり最終成果発表会を開催し、参加高校生がそれぞれの調査や企画の最終成果を
発表します。

記

１　「アオハル・エコロジーラボ」最終成果発表会の概要
　（１）日時　　　　　　令和６年３月16日（土）午後１時から午
後４時まで(予定)
　（２）会場 　　　静岡大学　大学会館３階大ホール(静岡市駿河区大谷836)
　（３）内容 　　　高校生10チームの活動及び成果の発表
　 　　　他のチームやアドバイザー等からのコメント、意見交換
　（４）発表テーマ　 食品ロス、サステナブルファッション、プラスチック代替品　等

＊アオハル・エコロジーラボとは
○内容
　「アオハル・エコロジーラボ」は、地域脱炭素を担う次
世代の人材を育成する事業です。

今年度は環境問題に関心のある高校生43名（県内
17校）が参加し、7月からチームに分かれミーティング
や中間発表等を行いながら取組をブラッシュアップし
てきました。各チームには静岡大学、静岡県立大学等
の大学生がサポーターとして参加し、大学教員や企業
等がアドバイザーとして活動を支援しています。
※本事業は令和５年３月に静岡大学と本県で締結した
「地域脱炭素の推進」に関する連携協定に基づくもの
です。

○これまでのスケジュール　
日程 項目 会場 内容

令和５年6～7月 キックオフ・イベント チーム結成、大学教員による講義　等
令和５年7月29日 中間発表１ テーマや工程の発表、アドバイザー等からの助言
令和５年11月4日 中間発表２ 中間成果の発表、アドバイザー等からの助言
令和６年3月16日 最終成果発表会

静岡大学

成果発表、アドバイザー等からのフィードバック
※高校生チームは随時ミーティング、フィールドワーク等を実施

　　　　 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中間発表会の様子

【問合せ先】
高校生カーボンニュートラル・ラボ実行委員会事務局　

HP: https://ecolab-shizuoka.com
〒422-8529 静岡市駿河区大谷836 静岡大学内共通教

育D棟205号室
TEL:054-238-4862/4280　　

FAX:054-238-4862/4280　　MAIL: 
ecolabo@shizuoka.ac.jp

https://ecolab-shizuoka.com
mailto:ecolabo@shizuoka.ac.jp


提 供 日 2024/03/11

タイトル （当日取材のお願い）「働く女性の健康課題を考える
セミナー」を開催します

担　　当 くらし・環境部 県民生活局男女共同参画課

連 絡 先 男女共同参画班

TEL 054-221-2824

＼社内のみんなが元気になる／
「働く 女性の健康課題を考えるセミ ナー」を開催します

　
女性特有の健康課題を理解し、誰もがイキイキと働ける職場づくりや、近年こうした健康課題を解決する手段として注目されているフェムテック
(※1)についての知識を深めるため、働く女性、人事労務・福利厚生担当者を対象としたセミナーを開催します。
なお、会場では、女性のヘルスケア・フェムテック製品の展示も行います。

１　日　　時　令和６年３月14日（木）午後１時30分～４時まで

２　会　　場　静岡県男女共同参画センターあざれあ　大ホール
（静岡市駿河区馬渕1－17－1）

３　内　　容
(1)　セミナー

・「女性が長く働きやすい職場づくりを目指して～働く女性が抱えている課題と必要
  な支援～」

講　師　丸の内の森レディースクリニック院長　宋　美玄（ソン　ミヒョン）氏
・「フェムテック入門～はじめてでもわかる解説と最新動向～」

講　師　fermata（株） 取締役／Business Development Division　村上 茉莉氏
(2)　企業の取組事例発表　

株式会社ポーラ
（令和５年度　経済産業省フェムテック等サポートサービス実証事業参加企業）

(3)　女性のヘルスケア・フェムテックに関する展示

４　主　　催　 静岡県・ふじのくに女性活躍応援会議※2

５　参 加 者 　働く女性、人事労務・福利厚生担当者等　約180名*
*Zoomによるライブ配信申込者含む

※1フェムテック(Femtech)はFemale(女性)とTechnology(技術)を掛け合わせた造語で、女性特有の健康課題をテクノロジーで解決する製品や
サービスなどを指します。

※2県内の産業界における女性の活躍をより一層加速化させるためのネットワーク（組織）。女性活躍の推進に取り組む企業、団体、個人等が構
成員となり、女性活躍に関する情報交換や情報発信を行うと共に、県との共催で事業を行うなど、連携・協働して県内の女性活躍の推進に取
り組んでいる。



提 供 日 2024/03/11

タイトル 【修正】静岡ＳＳＵボニータ（女子サッカー）の新監
督と選手がリーグ開幕戦を前に県知事を訪問

担　　当 経営管理部 西部地域局

連 絡 先 地域課　大石

TEL 0538-37-2202

　　
静岡ＳＳＵボニータ（女子サッカー）の新監督と選手がリーグ開幕戦を前に県知事を訪問

※訪問者である新監督が正式に発表されたため、情報を追記しました。PDFを御確認ください（３月１１日　14時）。

　　磐田市をホームタウンとする、女子サッカーなでしこリーグ１部に所属する「静岡ＳＳＵ

ボニータ」の新監督と選手が、３月１７日（日）の2024シーズン開幕戦を前に川勝知事を

訪問します。

１　日時　　令和６年３月１３日（水）　１０：３０ ～ １１：００

２　場所　　県庁東館５階 知事室

３　訪問者（敬称略）

　　静岡ＳＳＵボニータ　　　　　　　　　　監督　　　　　 （ 後日 、 チームから 正式発表 ）　→本田　美登里（ほんだ　みどり）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選手　　　　　梅津　真央（うめづ　まお）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選手　　　　　中川　瑚々（なかがわ　ここ）

　（一社）静岡スポーツユナイテッド　　会長理事　 　高木　昭三（たかぎ　しょうぞう）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  執行責任者　北本　　章（きたもと　あきら）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  事業本部長　儘下　直之（まました　なおゆき）

４　次第

　　・高木会長理事から新監督及び選手の紹介

　　・新監督挨拶、選手自己紹介

　　・歓談、写真撮影

５　その他（参考情報）

　　○ 静岡ＳＳＵボニータ

　　　　　・2018年に「静岡産業大学磐田レディース」として発足し、2022年１月から現在の体制

　　　　　「静岡ＳＳＵボニータ」となった。

　・2022なでしこリーグ２部で優勝し、2023年から、なでしこリーグ１部へ参戦している。

　　○ （一社）静岡スポーツユナイテッド

　　　・2019年設立。静岡ＳＳＵボニータ運営法人

　　○ 2024なでしこ１部リーグ　静岡ＳＳＵボニータ初戦

　　　・日　　　時　令和６年３月17日（日） 13時キックオフ

　　　・会　　　場　ヤマハスタジアム（磐田市新貝2500）

　　　・対戦相手　オルカ鴨川ＦＣ（2023なでしこリーグ１部 優勝チーム）



提 供 日 2024/03/11

タイトル 【日程変更】過疎市町への支援として『ドローンを活
用した物資輸送の試験飛行』を実施します（詳細決
定）

担　　当 経営管理部 地域振興局地域振興課

連 絡 先 地域づくり班　山田

TEL 054-221-2057

　過疎市町への支援として、

　『ドローンを活用した物資輸送の試験飛行』を実施します

　（詳細決定）

※天候の影響により、開催日が延期となりました。詳細はPDFを御確認ください（３月１１日　14時）。

１　目的
　　県では、人材不足や地理的条件不利に起因する過疎地域の課題解決を図るため、
　ドローン等の革新的技術の導入による、過疎対策に取り組んでいます。
　　この度、下田市と県（委託先：KDDIスマートドローン株式会社）が共同で、災害時におけ
　る道路や河川等の状況把握、物資輸送の試験飛行を実施します。

　　日　時：令和６年３月13 日 （ 水 ）　→14日（木）　　　午前10時から正午まで

　　場　所：離陸箇所　河津建設資材倉庫（下田市箕作495-1）

　　　　　　  着陸箇所　入谷地区（下田市須原1803-1）　※別紙図のとおり

　　

２　当日のタイムスケジュール（予定）

　　午前　９時45分  　 受付（河津建設資材倉庫）

　　　　　 10時00分頃　挨拶・概要説明等（下田市長ほか）

            10時30分頃　ドローン離陸開始（離陸箇所：河津建設資材倉庫）

　　　　　　　　　　　　　　-着陸箇所へ移動-

　　　　　 11時10分頃　ドローン到着（着陸箇所：入谷地区）

　　　　　 11時30分頃　講評（下田市長）、質疑応答等（正午終了予定）

　　

３　取材（事前申込み）について

　　取材を希望される場合には、事前の申し込みをお願いします。

　　　申込方法：別紙「取材登録書」を記載の上、メール又はファックスで申込先に送付して

　　　　　　　　　　ください。

　　　申 込 先：下田市　企画課　山本（やまもと）
　　　　　　　　　メールアドレス　kikaku@city.shimoda.lg.jp
　　　　　　　　　FAX番号　0558-22-3910
　　　　　　　　　電話番号　0558-22-2212（問い合わせ用）

申込期限：令和６年３月11日（月）正午

・当日はヘルメットを用意いたしますので、ドローン飛行エリアでのヘルメット着用にご協
  力ください。
・試験飛行を行う会場は、離陸と着陸で２箇所あるため、離陸箇所から着陸箇所までの
  ご移動は、各自のお車でお願いします。

４　問合せ先

（過疎対策及び実証実験の内容について）

　　静岡県　経営管理部　地域振興課　山田（やまだ）

　　電話番号　054-221-2057

メールアドレス　chiiki-shinko@pref.shizuoka.lg.jp

（孤立予想集落対策について）

　　静岡県　賀茂地域局　危機管理課　鈴木（すずき）

　　電話番号　0558-24-2004

　　メールアドレス　kamo-kiki@pref.shizuoka.lg.jp

　　※取材に関するお問い合わせは、３に記載の下田市企画課にお願いします。

５　延期の場合の対応

    ・当日の天候により、試験飛行を延期する場合があります。

・延期する場合は、令和６年３月11日（月）午後５時までに、下田市ホームページでお知らせします。

　○下田市HPトップページ　※延期となる場合は、新着情報に掲載されます。

mailto:kikaku@city.shimoda.lg.jp
mailto:chiiki-shinko@pref.shizuoka.lg.jp
mailto:kamo-kiki@pref.shizuoka.lg.jp


　https://www.city.shimoda.shizuoka.jp

○下田市HP 延期のお知らせページ　※延期となる場合のみ公開されます。

  https://www.city.shimoda.shizuoka.jp/category/080106chihou-sousei/156523.html

・３月13日（水）の試験飛行を延期する場合、予備日３月14日（木）に実施する予定です。

 　・３月11日（月）に、13日（水）と予備日14日（木）両日共に試験飛行を延期する決定をした

　　場合は、延期の詳細を改めてご連絡いたします。

https://www.city.shimoda.shizuoka.jp
https://www.city.shimoda.shizuoka.jp/category/080106chihou-sousei/156523.html


提 供 日 2024/03/11

タイトル 令和５年度静岡県指揮官会議の開催

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 危機対策課長

TEL 054-221-3594

～令和５年度静岡県指揮官会議を開催します～

　知事と、災害時等に自治体を支援する各機関の指揮官が、平素からの連携強化を目的に一堂に会し、災害時の対応等について意見交換
する「静岡県指揮官会議」を開催します。

１　開催日時　令和６年３月21日（木）15:30から17:20まで

２　会場　陸上自衛隊　富士駐屯地（駿東郡小山町須走）

３　出席者（予定）　
○静岡県：知事、副知事、危機管理監、各地域局長ほか
○自衛隊：陸上自衛隊　富士学校長、各駐屯地司令ほか
　　　　　海上自衛隊　横須賀地方総監

　　　　　　航空自衛隊　航空教育集団司令官、各基地司令ほか
○その他：静岡県消防長会、静岡県警察、海上保安庁ほか

４　会議の概要
・能登半島地震災害対応状況（静岡県）
・能登半島地震災害への災害派遣活動等について（自衛隊、警察）

５　取材についてのお願い
基地での開催等の都合上、取材に制限がありますことを予め御了承願います。

（１）富士駐屯地内での取材対応については、会議場に限定します。
（２）取材は、15:30から会議冒頭の撮影（知事あいさつ他20分程度）及び会議終了後の17:30頃からの知事と自衛隊指揮官への囲み取材（15分程

度）とします。
（出席予定：知事、陸自富士学校長、海自横須賀地方総監、空自航空教育集団司令官）

（３）会議冒頭撮影のみの場合は、終了後駐屯地正門まで係員が御案内します。
　　　また、会議冒頭撮影及び囲み取材の両方を取材する場合は、待機場所へ係員が御案内した後、囲み取材場所へ御案内します。
（４）取材希望者は、事前に別添様式「事前面会通知書」（富士駐屯地）に所要事項を御記入の上、危機対策課へ御提出ください。（締め切りは３

月14日（木）12:00とします。）
（５）当日は15：00に富士駐屯地正門に集合していただき、係員の御案内のとおりに行動をしてください。
　　　御協力、よろしくお願いします。

＜問合せ＞
静岡県危機管理部危機対策課　百瀨、吉田

　　　電話　０５４－２２１－３５９４　ＦＡＸ　０５４－２２１－３２５２



提 供 日 2024/03/11

タイトル 台湾全土のファミリーマートで大型広告キャンペーン
を実施

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 海外交流班、静岡県台湾事務所

TEL 054-221-3066､010-886-2-2508-1515

台湾全土のファミリーマートで大型広告キャンペーンを実施

　静岡県台湾事務所（以下「当事務所」）は2024年３月６日（水）より、全家便利商店股份有限公司（台湾ファミリーマート）で大型広告キャン
ペーンを実施します。
　

全家便利商店股份有限公司（以下「台湾ファミリーマート」）は台湾全土で4,230店以上の店舗があり、台湾の人々の生活に密接した存在と
なっています。この度、台湾ファミリーマートが行う「全家抹茶技」（抹茶フェア）で静岡県産抹茶を使用した商品が販売されることと連動し、静
岡県の大型プロモーションを実施します。

＝プロモーション内容＝
【店舗ラッピング】
当事務所の人気キャラクター「富士岡くん（中国語名：富士岡仔）」「静茶ベイベー（中国語名：靜茶杯杯）」で台湾ファミリーマート東南店

（104台北市中山區中山北路二段60號）をラッピングします。

【店舗内デジタルサイネージでのＰＲ】
台湾ファミリーマートのうち、デジタルサイネージが設置されている全店舗（約2,500店）において、静岡県の動画を放映します。

【全家ＡＰＰ（アプリ）内でのプッシュ通知の実施】
抹茶フェアと関連した広告を、台湾ファミリーマートのアプリ利用者に対して、プッシュ通知で配信します。

当事務所では今後も、台湾各地において静岡の魅力をPRし、訪日旅行需要の更なる取込みを目指してまいります。



提 供 日 2024/03/11

タイトル 令和５年度第２回デジタル戦略推進本部会議を開催し
ます

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-2915

　各部局が連携し、デジタル技術の活用による県内の様々な課題解決及び行政分野のデジタル化の加速を図るため、各部局のデジ
タル推進官（部長代理）等をメンバーとした令和５年度第２回デジタル戦略推進本部会議を開催します。

　　　　　　　　　　　　　記
１　日　時
　　令和６年３月14日(木)　　午後３時30分～午後４時30分

２　会　場
　　県庁別館９階特別第一会議室

３　出席者
　　・出野副知事（CIO）
　　・デジタル戦略担当部長
　　・各部局デジタル推進官等

４　内　容
　　・ふじのくにＤＸ推進計画（2022年度の評価）
　　・各部局からの取組報告（３次元点群データを活用した取組　ほか）
　　・情報セキュリティ対策　ほか



提 供 日 2024/03/12

タイトル 物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止

担　　当 出納局 用度課

連 絡 先 物品班

TEL 054-221-2138

物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止

不正又は不誠実な行為等の再発を防止し、受注者としてふさわしくないものを入札から排除し反省を促すため、本県は、物品調達等及び一般業務委
託に係る入札参加停止基準第２条第４号の規定に基づき、以下のとおり、下記業者に対し、入札参加停止を行いました。（１件１者）

１　入札参加停止の内容
　　　　　物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止基準第２条第４号に該当する。

２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者 停止期間

商　　　号 中部電力ミライズ株式会社
代表者氏名 代表取締役　大谷　真哉
本店所在地 愛知県名古屋市東区東新町１番地

３か月

３　入札参加停止の理由
　大口顧客向けのガス契約において、独占禁止法第３条（不当な取引制限の禁止）の規定に違反する行為を行っていたとして、令和６年３月４日に

公正取引委員会から排除措置命令及び課徴金納付命令を受けたことによる。

４　停止期間の始期及び終期
　　　　　令和６年３月13日から令和６年６月12日まで

　　　　（参考）物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止基準第２条第４号
措置要件 措置期間

業務に関し独占禁止法第３条又は第８条第１項第１号に違反
し、契約の相手方として不適当であると認められるとき。

６か月以上24か月以内

　　　　※中部電力ミライズ株式会社は課徴金減免制度の対象事業者であるため、措置期間を軽減している。



提 供 日 2024/03/12

タイトル 静岡県都市公園外部評価委員会、懇話会を開催します

担　　当 交通基盤部 都市局公園緑地課

連 絡 先 都市公園管理班　服部

TEL 054-221-3495

令和５年度第２回静岡県都市公園外部評価委員会、及び第３回静岡県都市公園懇話会の開催

　令和５年度静岡県都市公園外部評価委員会、及び外部評価委員会を、次のとおり開催します。
　会議は公開で開催しますので、傍聴を希望される方は、開始時刻までに会場内受付で手続をしてください。
　（報道関係者以外の方の傍聴は、会場の都合上先着３名までとします）

＜令和５年度第２回静岡県都市公園外部評価委員会＞
１　日　時　　令和６年３月19日（火）　13時30分～14時30分
２　場　所　　静岡県庁　別館７階　第二会議室Ａ　　　　　　
３　議　題　　令和５年度県営都市公園外部評価結果報告書（案）について
　　
＜令和５年度第３回静岡県都市公園懇話会＞
１　日　時　　令和６年３月19日（火）　14時45分～17時00分
２　場　所　　静岡県庁　別館７階　第二会議室Ａ　　　　　　
３　議　題　　（１）令和５年度県営都市公園外部評価結果について
                 （２）経営基本構想の見直しと経営基本計画の策定について
                 （３）事務局からの報告事項

＜補足＞
１　都市公園懇話会は、県が設置した都市公園の運営に関する基本方針その他
　　重要事項について、有識者による審議を行う会議です。

２　外部評価委員会は、懇話会に設置され、公園の管理運営事業に関して
　　評価を行う会議です。

３　今回議題の対象となる公園は既存の下記７公園です。
　　・静岡県草薙総合運動場
　　・遠州灘海浜公園（中田島北地区）
　　・愛鷹広域公園
　　・静岡県富士山こどもの国
　　・小笠山総合運動公園
　　・吉田公園
　　・浜名湖ガーデンパーク

＜参考＞
静岡県都市公園懇話会出席委員（敬称略・五十音順）

氏    名 現職又は役職 外部評価委員
井口　義也 一般社団法人日本公園施設業協会　専務理事
牛塲　智 静岡大学　人文社会科学部　准教授 ○
久留戸　涼子 常葉大学　教育学部　教授
黒田　宏治 静岡文化芸術大学　名誉教授 ○
清水　裕子 大阪公立大学　特別研究員 ○
杉原　賢一 杉原賢一税理士事務所　公認会計士
中川原　史恵 公益財団法人品川文化振興事業団　理事長 ○
細野　百子 株式会社博報堂マーケットデザイントランスフォーメーション戦略局 ○
眞野　匡雄 静岡県中小企業団体中央会　理事兼事務局長 ○
渡邊　佳洋 静岡県レクリエーション協会　相談役



提 供 日 2024/03/12

タイトル 清水海岸三保地区の景観改善に関する技術的課題につ
いて検討します

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川企画課

連 絡 先 海岸企画班

TEL 054-221-2458

 清水海岸三保地区の景観改善に関する技術的課題について検討します
　　    ～「第10回三保松原景観改善技術フォローアップ会議」の開催～

　清水海岸三保地区における景観改善と海岸保全を両立させる取組を推進する上で
の、技術的な課題の解決策や順応的な計画の見直し等の検討を行うために、「三保
松原景観改善技術フォローアップ会議」の第10回会議を開催します。

１　日時　令和６年３月15日（金）　 午後１時00分から２時30分まで（予定）

２　場所　静岡総合庁舎７階第８会議室　（静岡市駿河区有明町２番20号）
　　　　　　（委員はオンラインまたは会場にて出席）

３　議事内容（予定）
　　＜検討事項＞
　　　１．２号新堤の整備における今後の検討事項
　　＜報告事項＞
　　　１．令和５年度のモニタリング結果
　　　２．事業実施内容
　　　３．10周年記念シンポジウム開催結果
　　　４．砂浜の海岸保全施設の指定

４　傍聴・取材
　　会議は公開で行います。
　　傍聴・取材を希望される方は、当日会場にて午後０時30分から受け付けます。
　　定員は10人程度（先着順）です。

５　委員構成（敬称略）

氏名 分野 所属・役職
オンライン

出席
◎佐藤　愼司  学識（海岸）  高知工科大学教授 　
　宇多　高明  学識（海岸）  日本大学客員教授 ○
　岡田　智秀  学識（海岸景観）  日本大学理工学部教授 ○
　篠原　修  学識（景観）  東京大学名誉教授 　
　髙橋　伸輔  行政（国）  国土交通省中部地方整備局河川部長 　
　平澤　毅  行政（国）  文化庁文化財第二課主任文化財調査官 ○
　本田　武志  行政（市）  静岡市副市長 　
◎：座長

６　参考（「三保松原景観改善技術フォローアップ会議」について）
　世界文化遺産「富士山」の構成資産にふさわしい、景観と背後地の防護を両立す
る海岸づくりに資することを目的に設立した「三保松原白砂青松保全技術会議」の
後継組織として、平成27年４月に設立。消波堤の代替工法であるＬ型突堤設計や施
工に係る景観検討やモニタリング計画、実施について検討し、段階に応じた的確な
フォローアップを行っている。



提 供 日 2024/03/12

タイトル 「第27回遠州灘沿岸侵食対策検討委員会」の開催

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川企画課

連 絡 先 海岸企画班

TEL 054-221-2458

「第27回遠州灘沿岸侵食対策検討委員会」の開催
～遠州灘の砂浜の回復と保全を図る対策について検討します～

　遠州灘沿岸では、天竜川からの流出土砂の減少や突堤などの海岸構造物による沿岸を移動する流れの阻害により、海岸侵食が各地で顕在化
しています。
　このため、県では学識経験者や行政関係機関で構成する「遠州灘沿岸侵食対策検討委員会」を毎年開催し、河川及び沿岸の土砂移動バラン
スの改善を主体とした対策に取り組んでいます。
　今回の第27回委員会では、令和５年度のモニタリング結果に基づく現状評価と対応方針や、養浜材の確保に向けた取組等について議論しま
す。

１　日時　令和６年３月19日（火）午後２時から午後４時まで（予定）

２　会場　県浜松総合庁舎７階701～704会議室（浜松市中央区中央１丁目12-1）
　　　　　※委員は会場又はオンラインにて出席します。

３　議事内容
（１）前回委員会における意見と対応
（２）令和５年度モニタリング結果に基づく現状評価と対応方針
（３）浜岡・御前崎・相良海岸の侵食対策の検討状況

４　委員会の構成
（学識経験者）

職名 氏名
委員長 一般財団法人土木研究センター　なぎさ総合研究所長 宇多　高明
委員 国立大学法人豊橋技術科学大学　建築・都市システム学系　教授 加藤　茂
〃 国土交通省　国土技術政策総合研究所　河川研究部　海岸研究室長 加藤　史訓
〃 国立研究開発法人　会場・港湾・航空技術研究所

港湾空港技術研究所　沿岸環境研究領域　上席研究官
中村　聡志

〃 防衛大学校　システム工学群　建設環境工学科　教授 八木　宏

（行政関係者）
　　国　：国土交通省　中部地方整備局　浜松河川国道事務所長
　　県　：交通基盤部　河川砂防局長、港湾局長
　　　　　経済産業部　農地局長、森林・林業局長
　　市　：沿岸市副市長（浜松市、湖西市、磐田市、袋井市、掛川市、御前崎市、牧之原市）

５　傍聴
　本委員会は公開で行います。
　傍聴を希望される方は、当日会場にて午後1時30分から受け付けます。
　定員は20人程度（先着順）です。

６　参考（「遠州灘沿岸侵食対策検討委員会」について）
　遠州灘全域で広がりつつある海岸侵食に対応するため、県では平成16年６月に「遠州灘沿岸侵食対策検討委員会」を設置し、侵食状況の分析や遠州灘沿
岸海岸保全基本計画における基本的な方針である養浜やサンドバイパスを主体とした沿岸全体の漂砂バランスを考慮した侵食対策工法の検討を行っていま
す。
　対象は、遠州灘沿岸の御前崎から愛知県境までの静岡県内約70km及び駿河湾沿岸のうち遠州灘からの漂砂の影響を受ける御前崎から相良海岸までの約
10kmの海岸としています。



提 供 日 2024/03/12

タイトル 第４回みらいの県土研究会を開催します。

担　　当 交通基盤部 建設経済局技術調査課

連 絡 先 技術調査課　稲毛

TEL 054-221-2168

　　　　　　　　　　第４回みらいの県土研究会を開催します

　県内の建設業全体で適正かつ持続可能な建設発生土処理の実現に向けて、官民の連携を強化するとともに、建設発生土を取巻く諸課題につ
いて情報を共有し、建設発生土に関する官民プロジェクトを推進することを目的に、第４回みらいの県土研究会を開催します。
　今回はストックヤード整備計画（案）などについて報告し、意見交換を行います。

１　日　時　　　令和６年３月19日(火)　14時から90分程度

２　会　場　　　静岡県庁　西館４階第１会議室Ａ・Ｂ　及び　WEB開催

３　参加予定者　約40名
　　　　　　　　静岡県、県内国機関、県内市町、静岡県建設業協会、県内建設業者、建
　　　　　　　　設発生土リサイクル業者、静岡県測量設計業協会、静岡県地質調査業協
　　　　　　　　会、静岡県砕石業協同組合、県内建設発生土処理業者、学識経験者等

４　内　容　　　(1)ふじのくに土プロジェクトについて　
                　ア　ストックヤード整備計画（案）について
　　　　　　　　　イ　建設発生土処理施設一覧表について　　　 
　　　　　　　　　ウ　ＳＳＭによる発生土の利用調整　
　　　　　　　　　エ　これまでの意見を踏まえた今後の展開
　　　　　　
　　　　　　　　(2)情報提供
　　　　　　　　　建設発生土の再生と有効利用に向けた取組(静岡理工科大学）

５　取　材　　　会場にて取材を希望される方は、当日会場にて13時45分から
　　　　　　　　受付します。
　　　　　　　　なお、座席の都合上、傍聴はマスコミ関係者の方に限らせて
　　　　　　　　いただきます。

６　その他　　　会議の様子をYouTubeにて傍聴できるように公開します。
　　　　　　　　YouTubeでの傍聴を希望される場合は、３月18日(月)12時までに技術調査
　　　　　　　　課稲毛までお申し込み下さい。



提 供 日 2024/03/12

タイトル 【取材依頼】大学生と伝統工芸職人の連携による新商
品の試作発表会を開催します

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業班

TEL 054-221-2520

【 当日取材依頼】

大学生と 伝統工芸職人の連携による 新商品の試作発表会を 開催し ます

　静岡県では、伝統工芸産業の活性化を図るため、静岡文化芸術大学の学生と伝統工芸職人が連携し、学生のアイデアやデザイン
をもとに、伝統工芸技法を活用した新商品の開発・試作を行う取組を行っています。
　今年度は、駿河和染職人・鷲巣恭一郎氏とともに、「お茶染め」による「野点傘」と「カップスリーブ」を試作しました。
　このたび、その取組成果と試作品の展示発表会を開催します。

１　日時：令和６年３月18日（月）15時～16時

２　場所：しずチカ　イベントスペース
　　　　　（静岡市葵区黒金町49-1　ＪＲ静岡駅北口地下広場）

３　プログラム
　　

時間 内容
15:00～15:05 趣旨説明
15:05～15:15 お茶染め職人・鷲巣恭一郎氏からのお話
15:15～15:30 学生からのプレゼンテーション（４名）
15:30～16:00 学生・職人・茶業関係者等での座談会

４　参加者：学生、伝統工芸職人、茶業関係者、一般県民 ほか
　　　　　　※参加申込不要
　　　　　　※オープンスペースのためどなたでもお気軽に御覧いただけます。

５　その他
　　・今回の提案を将来的に商品化し、茶店やイベント等で導入していくことを目指している。
　　・座談会では、学生・職人・茶業関係者等で「お茶染め」の普及に向けた課題や展望について意見交換を行う。

＜お問合せ先＞
　静岡県 経済産業部 地域産業課 地域産業班
　電話：054-221-2520
　FAX ：054-221-5002
　email：chiikisangyo@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:chiikisangyo@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/03/12

タイトル 元気な企業実態調査報告書の発行

担　　当 経済産業部 商工業局商工振興課

連 絡 先 総務班

TEL 054-221-2511

令和５年度 元気な企業実態調査報告書の発行

１　要旨

　　商工業局では、毎年職員が経営革新や新製品・新技術開発などに積極的に取り組ん
　でいる元気な中小企業を取材し、その特色や強みを報告書に取りまとめ、広く紹介して
　います。
　　このほど、令和５年度の「元気な企業実態調査報告書」を発行いたしました。

２　報告書の概要

　（１）取材時期　令和５年８月～11月

　（２）掲載企業　30社

　農業、林業　　　　　４社　　　　　　卸売業、小売業　　　　　　　　　　　　　３社
　漁業　　　　　　　 　 １社　　　　　　学術研究、専門・技術サービス業　　 １社
　製造業　　　　　　　16社　　　　　　宿泊業、飲食サービス業　　　　　　　 ２社
　情報通信業　　　　 １社　　　　　　生活関連サービス業、娯楽業     　   １社
　運輸業、郵便業　　１社　　　　　　　　　　　　　　※日本標準産業分類（中分類）に基づく
　
　（３）発行部数　1,300部

３　報告書の閲覧・配布

　（１）閲　 覧　県内公立図書館、県民サービスセンター、各総合庁舎など

　（２）配布先　県内の各商工会議所・商工会、市町、大学、高等学校など

　　　※元気な企業実態調査報告書の内容は、県ホームページにも掲載

　　（https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/genki/index.html）

４　報告書の活用例

　・産業支援機関　積極的に新事業展開を図る県内中小企業のモデルとして、
　　　　　　　　　　　 経営指導に活用

　・大学、高校等　就職活動における参考資料

５　参考

　　元気な企業実態調査は、平成19年度から実施しており、令和５年度で17回目となる。

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/genki/index.html


提 供 日 2024/03/12

タイトル デジタル・イノベーション人材育成プログラム in 静
岡 第2期 修了式を開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

デジタル・イノベーション人材育成プログラム in 静岡 第２期
修了式を開催します！

１　要旨
　本県では、トップレベルICT人材の確保・育成のため、令和４年度から「デジタル・イノベーション人材育成プログラム」を開
講しています。
　本年度は第２期として、昨年度に引き続き、講座を開講し、全ての課程が終了しましたので、本プログラムの修了式を開催しま
す。
　修了式では、修了要件を満たした受講者（以下、「修了者」）に対し、本県認定の修了証を授与します。

２　概要
区　分 内　容

開催日時 令和６年３月15日（金）18:30-20:00
場　　所 SHIP（静岡市葵区呉服町２丁目７－２６　静専ビル2F）
対　　象 「デジタル・イノベーション人材育成プログラム in 静岡」２期生

概　　要

・修了者に対し、本県認定の修了証を授与します。
・希望する方には、NFT（非代替性トークン）形式での発行・授与を
行います。

・その他、受講者同士の交流会等を予定しています。
　運 営 者 株式会社エル・ティー・エス

３　NFT修了証について
株式会社Opening Line（今年度のデジタル・イノベーション人材育成プログラムのうち、ブロックチェーンに関する回次を担

当）協力のもと、希望する方には、複製や改ざんを難しくしたデジタルデータであるNFTの形式で修了証を発行します。
NFT修了証には、プログラム名・修了者名・修了認定者名などが記載され、スマートフォンアプリ上で閲覧することができま

す。
修了者は、改ざんが事実上不可能な信頼性の高い修了証を取得できるほか、本プログラム内でも学んだブロックチェーン技術や

NFTに関する理解をより深めることができ、知識の定着につながります。
　
＜参考＞　「デジタル・イノベーション人材育成プログラム」について
　様々なデジタル技術（AI、情報セキュリティ等）、経営学やイノベーションの専門家を講師として招き、基礎編から実践編まで
幅広く学ぶことでトップレベルICT人材の育成を目指すプログラムです。
https://ship-shizuoka.jp/2023/06/28/613/（今年度の募集時のお知らせです。）

https://ship-shizuoka.jp/2023/06/28/613/


提 供 日 2024/03/12

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第120報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年３月12日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第120報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第120報（３月11日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 伊東市 353 12 1 32 9 9 3月8日 ～ 3月1
2 中学校 三島市 410 14 1 33 9 9 3月12日 ～ 3月1
3 小学校 三島市 608 27 1 27 10 10 3月12日 ～ 3月1
4 中学校 富士宮市 619 21 1 31 7 7 3月8日
5 小学校 富士宮市 113 6 1 18 9 9 3月12日 ～ 3月1
6 小学校 富士市 302 14 1 27 9 9 3月12日

1 38 9 9 3月11日 ～ 3月1
1 36 10 10 3月11日 ～ 3月17 高等学校 藤枝市 614 19
1 35 24 24 3月11日 ～ 3月1

8 小学校 焼津市 708 23 1 28 18 13 3月11日
1 31 9 9 3月11日 ～ 3月1

9 小学校 周智郡森町 371 17
1 32 6 6 3月11日 ～ 3月1

10 幼稚園 磐田市 44 3 1 16 6 6 3月11日 ～ 3月1
11 中学校 浜松市中央区 511 17 5 159 62 44 3月12日 ～ 3月1
12 中学校 浜松市中央区 701 24 1 34 13 12 3月12日 ～ 3月1
13 中学校 浜松市浜名区 491 19 1 31 15 10 3月12日 ～ 3月1
14 小学校 浜松市中央区 426 18 1 31 12 12 3月12日 ～ 3月1
15 小学校 浜松市中央区 725 28 1 29 11 11 3月12日 ～ 3月1

1 26 6 6 3月12日 ～ 3月1
16 小学校 浜松市中央区 601 21

1 33 12 12 3月12日 ～ 3月1
17 小学校 浜松市中央区 656 26 1 33 14 14 3月12日
18 小学校 浜松市中央区 556 22 1 32 12 8 3月12日 ～ 3月1
19 小学校 浜松市中央区 818 31 1 31 10 9 3月12日 ～ 3月1

1 30 8 7 3月12日 ～ 3月1
20 小学校 浜松市中央区 614 24

1 31 9 9 3月11日 ～ 3月1
21 小学校 浜松市中央区 588 24 1 25 13 13 3月12日 ～ 3月1
22 小学校 浜松市浜名区 356 15 1 32 9 9 3月12日 ～ 3月1
23 小学校 浜松市浜名区 326 15 1 27 9 9 3月12日 ～ 3月1

本日合計 １高等学校、５中学校、１６小学校、１幼稚園 32 968 350 315
８４９施設

本日までの累
計（実数） （ ９７高等学校、　２１４中学校、　４２５小学校、　７０幼稚園、

１０保育所、　２２こども園、　１１特別支援学校　０高等専門学校）
4,674 134,595 42,738 39,644

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲され
ています。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表していま
す。 　

　
　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳の
いずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/03/12

タイトル 静岡県子どもの居場所応援基金への寄附金目録贈呈式
（大正製薬株式会社）

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 ひとり親支援班

TEL 054-221-2365

静岡県子ども の居場所応援基金への寄附金目録贈呈式
（大正製薬株式会社）

　
　県は、子ども食堂や学習支援などの子どもの居場所づくりに取り組む団体等の運営を支援するため、個人や企業の皆様からの寄附金
を募集しています。
　このたび、大正製薬株式会社から寄附の申出があったため、寄附金目録贈呈式を行います。

１　寄附者
　　大正製薬株式会社 （東京都）

２　寄附金額
　　361,254円

３　寄附金目録贈呈式

(1)日時
　　 令和６年３月15 日( 金) 　午後４時から（所要時間：20分程度）

(2)場所
      県庁別館2 1階 富士山展望ロビー（西側）

(3)出席者
    〈大正製薬株式会社〉
　    本社マーケティング本部ブランドマネジメント１部 部長　佐藤 征也 様
    〈株式会社杏林堂薬局〉
　    代表取締役社長　小河路 直孝 様
    〈静岡県〉
　　　健康福祉部長　八木敏裕

(4)内容
　　 挨拶、寄附金目録贈呈、礼状授与、写真撮影

◆寄附金の使いみち
　いただいた寄附金は、県費と合わせて、社会福祉法人静岡県社会福祉協議会を通じ、県内の子どもの居場所づくりに取り組む団体等
に対して助成金として贈呈します。

◆今回の寄附について
　大正製薬(株)は、頑張る子どもたちをサポートする取組「子どもたちのみらいのために 未来応援プロジェクト」を令和３年度から実施
しており、このたび、株式会社杏林堂薬局（本社：浜松市）静岡県内全店の商品の売上げの一部を「静岡県子どもの居場所応援基金」に寄
附するキャンペーンが、令和５年10月16日から12月15日までの期間に実施されました。



知らないれることにつ
いて 聞いたことがない 37.5% → 38.2% ↓ 32.2% → 31.1%

（５）防災訓練・自主防災組織について（回答数1,959）

調査項目 ３年度 ４年度
５年度
地震前

５年度
地震後

自主防災組織活動参加状況（何らかの活動

に参加）
38.8% ↑ 47.0%↑ 49.5% ↑ 59.3%

３　分析
　・全体的に昨年度に比べ関心が高まる結果となったが、これは、元日に発生した
　　能登半島地震の影響が大きく、災害を自分事として意識した結果と思われる。
　・11月下旬から１月末までの調査期間のうち、地震発生前後で分けて回答を比較
　　したところ、地震発生後の方が、全項目で関心や対策が高くなっていた。地震
　　に対する心配事では、「地割れ、陥没」「火災の発生」「液状化現象」といっ
　　た能登半島地震で被害があった事象が大きく増えるとともに、実施している防
　　災対策として、「防災について家族で話し合っている」「防災アプリをダウン
　　ロードしている」などが増えた。
　・南海トラフ地震に関する関心は、「非常に関心がある」が、昨年度の64.1％か
　　ら地震発生前では62.2％と横ばいであったが、地震発生後は81.7％と、地震発
　　生前と比較しても急上昇した。
　・津波に対する行動については、「揺れを感じたら直ちに」「津波警報の発表を
　　見聞きしてから」「周りの人が避難している姿を見て」避難の合計は、昨年度
　　の81.5％から地震発生前では81.8％と横ばいであったが、地震発生後では86.9
　　％まで上昇した。
　・家庭内備蓄については、昨年度と比べて地震発生前ではほぼ横ばいであったが
　　地震発生前より上昇し、さらに、内訳も目標とする７日分の割合が増えた。
　・自主防災組織活動参加状況についても、コロナ禍の昨年度に比べて、地震発生
　　前、発生後ともに上昇した。

４　今後の取組
　・コロナ禍で地域防災力の低下が懸念されている中で、能登半島地震は防災への
　　関心を高めるきっかけとなっている。
　・自助の基本となる「わたしの避難計画」の作成のほか、防災訓練など自主防災
　　組織の活動への参加意識が高まるよう、市町と連携して取組を強化していく。
　・実災害により一時的に防災意識が高揚する一方で、関心を持続させるためには
　　防災啓発を継続する必要があり、来年度からのサテライト地震防災センター事
　　業などにより、地域に根ざした防災知識の普及活動を行っていく。

５　その他
　　回答者の性別及び年齢層については、過去と大きな差異は無かった。
　（性別や年齢の内訳については、添付ファイル１（本文PDFファイル）をご参照
　ください。）



発 表 日 2024/03/12

タイトル 令和５年度南海トラフ地震に関する県民意識調査結果
（概要）

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 伊藤

TEL 054-221-3366

１　調査の概要
　　県民の大規模地震に対する防災意識や防災対策の実施状況、経年変化等を把握
　するため、毎年11月から１月にかけて、県民意識調査を実施しており、今回で23
　回目となる。
　　今年度は、調査期間中の元日に能登半島地震が発生し、その前後で県民の防災
　に対する意識が高揚したことが明らかとなったことから、この機を捉え、来年度
　以降、積極的に防災啓発事業を実施し、意識の高揚を維持させていく。

２　主な調査結果
　（２％以上の増を「↑」、減を「↓」、それ以内の変動を「→」と表記）

（１）南海トラフ地震に関する関心について（回答数1,959）

調査項目 ３年度 ４年度 ５年度
地震前

５年度
地震後

非常に関心がある 63.0% → 64.1% → 62.2% ↑ 81.7%
多少関心がある 32.7% → 32.2% ↑ 35.1% ↓ 17.4%
あまり関心はない 3.4% → 3.2% → 2.4% → 0.5%

南海トラフ
地震の関心
度

全く関心がない 0.9% → 0.5% → 0.4% → 0.4%

（２）津波に対する行動について（回答数1,959）

調査項目 ３年度 ４年度
５年度
地震前

５年度
地震後

揺れを感じたら直ちに近所の
高台や津波避難ビル、津波避
難タワー、命山などに避難

52.1% ↓ 42.5% ↑ 46.8% ↑ 52.8%

津波警報の発表を見聞きして
から近所の高台や津波避難ビ
ル、津波避難タワー、命山な
どに避難

23.0% ↑ 33.1% ↓ 29.5% → 28.7%

周りの人が避難している姿を
見たら近所の高台や津波避難
ビル、津波避難タワー、命山
などに避難

6.4% → 5.9% → 5.5% → 5.4%

早期避難意識　小計 81.5% → 81.5% → 81.8% ↑ 86.9%
海の水が引いているのを見た
ら近所の高台や津波避難ビ
ル、津波避難タワー、命山な
どに避難

1.3% → 0.9% → 0.4% → 0.4%

沖合に高い波が見えたら近所
の高台や津波避難ビル、津波
避難タワー、命山などに避難

0.6% → 0.2% → 0.4% → 0.2%

自宅の高い場所へ避難でとど
まる

10.8% → 11.6% → 12.6% ↓ 9.8%

どのように行動したらよいか
わからない

3.7% → 3.4% → 2.6% → 1.0%

突然、震度６
強以上の地震
（立っている
ことが困難な
揺れ。家の中
では固定して
いない家具類
はほとんど倒
れる。）が起
きた場合、あ
なたはどのよ
うに行動しま
すか。
（浸水想定区
域にお住まい
の方は自宅や
自宅周辺で地
震にあった場
合、それ以外
の方は沿岸を
訪れていて地
震にあった場
合を想定）

その他 2.1% → 2.2% → 2.2% → 1.8%

（３）大規模地震に対する家庭内の備蓄について（回答数1,959）

調査項目 ３年度 ４年度 ５年度
地震前

５年度
地震後

ローリングストックの認知度 83.7% ↑ 85.7% → 85.4% ↑ 89.1%
備蓄あり 86.7% ↑ 91.5% → 90.0% ↑ 93.4%
７日分以上　　 7.3% ↑ 13.5% ↑ 18.5% ↑ 22.1%

４～６日分　　　　　　 24.1% ↓ 15.3% → 15.1% → 13.3%

１～３日分 55.3% ↑ 62.7% ↓ 56.4% → 58.0%

食料
備蓄状況

備蓄なし 9.9% ↓ 5.6% → 5.8% → 4.1%
備蓄あり 85.0% ↑ 89.0% → 90.9% → 92.0%
７日分以上 9.4% ↑ 14.8% ↑ 23.9% ↑ 27.0%

４～６日分 22.9% ↓ 15.8% → 15.1% → 15.7%

１～３日分 52.7% ↑ 58.4% ↓ 51.9% ↓ 49.3%

飲料水
備蓄状況

備蓄なし 12.7% ↓ 8.5% ↓ 5.8% → 6.3%
備蓄あり 48.6% ↑ 56.9% ↓ 53.7% ↑ 65.1%
７日分以上 5.7% ↑ 10.2% ↑ 14.7% ↑ 20.4%

４～６日分 8.8% ↑ 11.0% → 9.9% ↑ 13.2%

１～３日分 34.1% → 35.7% ↓ 29.1% ↑ 31.5%

携帯トイレ
・

簡易トイレ
備蓄状況

備蓄なし 43.7% ↓ 37.4% ↑ 41.2% ↓ 31.1%

（４）「南海トラフ地震臨時情報」の認知度について（回答数1,959）

調査項目 ３年度 ４年度
５年度
地震前

５年度
地震後

知っている（内容を概ね理解
している）

26.4% ↓ 24.4% ↑ 32.2% ↑ 37.0%

聞いたことはあるが、内容は
36.1% → 37.4% → 35.6% ↓ 32.0%

「南海トラフ
地震臨時情
報」が発表さ



提 供 日 2024/03/12

タイトル 令和５年度第３回静岡県物流ビジョン推進本部会議を
開催します

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課

連 絡 先 政策推進班

TEL 054-221-2353

物流の2024年問題を控え、各部局が連携し、静岡県における物流施策を総合的かつ一体的に推進するため、各部局の部長代理等をメン
バーとした第３回静岡県物流ビジョン推進本部会議を開催します。

　　　　　　　　　　　　　　　記

１　日　時
　　令和６年３月14日(木)　　16時45分～17時15分

２　会　場
　　県庁別館９階特別第一会議室

３　出席者
　　・出野副知事（本部長）
　　・政策推進担当部長（副本部長）
　　・各部長代理等（本部員）

４　内　容
　　・新ふじのくに物流ビジョン後期取組計画 令和５年度評価書
　　・次年度以降の推進体制と施策の強化



提 供 日 2024/03/13

タイトル 第32回技能グランプリ入賞者等表彰式を開催します！

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　石川

TEL 054-221-2823

第32回技能グランプリ入賞者等表彰式を開催します!
＜広告美術２職種での金賞をはじめ、８職種10人が入賞＞

　２月23日（金）から26日（月）まで福岡県を主会場(※)として開催された「第32回技能グランプリ」に、本県選手10人が入賞を果たしまし
た。
　入賞をした選手及び金賞受賞者の指導者・所属団体へ顕彰状及び褒状を授与する表彰式を開催します。
　※　フライス盤職種は静岡県会場((株)静岡鐵工所)で令和６年２月22日に先行実施

１　日時及び会場
　　令和６年３月19日（火）午後２時から午後２時50分まで　県庁本館４階特別会議室

２　主な次第
　　・技能グランプリ入賞者及び金賞受賞者の指導者、所属団体の表彰
　　・知事祝辞、来賓祝辞
　　・記念撮影

３　出席予定者

・入賞者10人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
成績 職種名 氏　名 所  属

粘着シート仕上げ広告美術 鈴木 淑仁 (有)キヨシ看板店
金賞

ペイント仕上げ広告美術 松井 勝彦 アートスタジオ  ヤマ

長田　枝里香
和裁

石野　晴菜
（有) 辻村和裁研究所

※「辻」は「一点しんにょうつじ」銀賞

寝具製作 天野  幹郎 (有)天野ふとん店

寝具製作 宮地  伸芳 寝装寝具みやち

建築大工 原田  宗広 (株)平成建設銅賞

畳製作 新海　孝高 (株)新海畳店

石工 鈴木　秀展 鈴木石材
敢闘賞

フラワー装飾 井出　洋 (有)花文

・金賞受賞者の指導者　　
  静岡県広告美術業協同組合　堤　　丈夫(鈴木選手の指導者)
　同　　　　　　　　　　　　守屋　一輝(松井選手の指導者)

・金賞受賞者の所属団体　
  静岡県広告美術業協同組合　理事長　上村　計介

・静岡県選手団長
  一般社団法人静岡県技能士会連合会　会長　檜山　和正

・来賓
　静岡県議会議長、一般社団法人静岡県経営者協会副会長
　株式会社静岡鐵工所代表取締役会長

・県
　知事、経済産業部長、県立工科短期大学校長

（参考）大会概要
大会名 目　的 主　催 日程及び会場 出場選手(本県)

第32回技能

グランプリ

（隔年開催）

技能士の技能の一層の
向上及びその地位の向
上、技能尊重気運の醸
成

厚生労働省

中央職業能力開発協会

(一社)全国技能士会連合会

２月23日(金)～26日(月)

※一部職種は先行実施

西日本総合展示場(福岡県)

他４会場

30職種379人

(13職種19人)



提 供 日 2024/03/13

タイトル 「優良ふるさと食品中央コンクール」農林水産省大臣
官房長賞の受賞者が知事を表敬訪問します

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 食の魅力創造班

TEL 054-221-3713

１　要旨
　　令和５年度優良ふるさと食品中央コンクールの国産畜水産品利用部門において、農林水産省大臣官房長賞を受賞した「富士山麓　潤い

モッツァレラ」を生産する、株式会社七富乳業　七富チーズ工房（富士宮市）の代表取締役　髙木宏昭氏が知事を表敬訪問します。

２　日　時　令和６年３月25日（月）午後３時30分から３時45分まで

３　場　所　県庁東館５階　知事室

４　内　容　商品の贈呈、歓談、写真撮影

５　受賞商品の概要

商　品　名 富士山麓　潤いモッツァレラ
受　賞　者 株式会社七富乳業　七富チーズ工房(富士宮市)
受賞　区分 国産畜水産品利用部門　農林水産省大臣官房長賞

商品の特徴 上質な富士山麓の牛乳と豊かな水、北海道で修行を積んだ職人の技術から成るモッツァレ
ラ。富士宮産牛乳を100％使用し、噛んだ瞬間にジュワッと、ミルクの風味溢れる「シズル」
感が特長。ミルク本来の風味と驚くような柔らかさを出す為に、塩や調整剤を一切使わず、
一つ一つ丁寧な手作業にこだわった。

備　　　考 ふじのくに新商品セレクション2022最高金賞受賞

６　優良ふるさと食品中央コンクールの概要

主　　　　催 (一財)食品産業センター　後援：農林水産省

部　　　　門
※（）応募数

新技術開発部門（１）、新製品開発部門（８）、国産農林産品利用部門（12）、国産畜水産

品利用部門（６）の４部門　計27商品応募

賞 の 区 分
※（）受賞数

農林水産大臣賞（４）、農林水産省大臣官房長賞（９）、(一財)食品産業センター会長賞

（10）　計23商品入賞

※当コンクールは、全国の「ふるさと食品」の中で、地域の基幹的産業として重要な役割を果たしている食品を表彰することで、品質向上や新
製品開発等を奨励している。



提 供 日 2024/03/13

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第121報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年３月13日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第121報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第121報（３月12日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 中学校 伊東市 545 23 1 32 13 13 3月12日 ～ 3月1
1 26 10 9 3月12日 ～ 3月1

2 小学校 伊東市 543 26
1 27 7 7 3月13日 ～ 3月1

3 小学校 伊東市 539 18 1 33 15 15 3月11日 ～ 3月1
4 小学校 伊東市 88 6 1 7 6 6 3月12日 ～ 3月1

1 19 6 6 3月11日 ～ 3月1
5 小学校 伊東市 289 13

1 31 9 7 3月12日 ～ 3月1
6 幼稚園 伊東市 105 7 1 12 5 5 3月11日 ～ 3月1
7 中学校 沼津市 386 14 1 31 10 10 3月11日 ～ 3月1

1 33 8 8 3月14日
1 32 8 7 3月14日8 中学校 三島市 410 14
1 32 4 4 3月14日
1 27 7 7 3月11日 ～ 3月1
1 32 7 7 3月11日 ～ 3月19 中学校 裾野市 358 14
1 33 9 9 3月11日 ～ 3月1

10 小学校 沼津市 112 6 1 12 6 5 3月12日 ～ 3月1
11 小学校 三島市 278 12 1 22 8 8 3月13日 ～ 3月1

1 27 13 13 3月12日
12 小学校 裾野市 709 27

1 33 13 13 3月12日
1 12 7 7 3月11日 ～ 3月1

13 小学校 裾野市 85 7
1 9 2 2 3月13日 ～ 3月1

14 小学校 沼津市 510 12 1 33 10 9 3月11日 ～ 3月1
15 保育所 御殿場市 86 6 1 19 6 6 3月12日 ～ 3月1
16 中学校 富士市 600 23 1 31 10 9 3月13日 ～ 3月1
17 小学校 静岡市葵区 732 24 1 33 24 21 3月12日 ～ 3月1
18 小学校 静岡市駿河区 866 33 1 32 18 12 3月12日 ～ 3月1
19 小学校 静岡市駿河区 443 19 1 24 10 10 3月12日 ～ 3月1

1 40 3 3 3月12日 ～ 3月1
1 36 9 9 3月12日 ～ 3月120 高等学校 藤枝市 614 19
1 32 7 7 3月12日 ～ 3月1
1 32 12 5 3月11日 ～ 3月1

21 中学校 藤枝市 519 19
1 31 8 8 3月11日 ～ 3月1

22 中学校 藤枝市 805 28 1 32 12 12 3月12日
23 中学校 牧之原市 391 15 1 30 11 11 3月11日

1 30 7 7 3月12日 ～ 3月1
24 小学校 島田市 564 25

1 32 15 15 3月12日 ～ 3月1
1 35 16 15 3月12日 ～ 3月1

25 小学校 焼津市 710 27
1 29 10 10 3月12日 ～ 3月1
1 30 8 7 3月12日 ～ 3月1
1 30 11 11 3月12日 ～ 3月126 小学校 藤枝市 540 19
1 34 7 5 3月12日 ～ 3月1

27 小学校 榛原郡吉田町 415 16 1 28 9 8 3月12日 ～ 3月1
28 小学校 磐田市 165 9 1 19 4 4 3月6日 ～ 3月
29 小学校 磐田市 577 25 1 27 12 12 3月12日 ～ 3月1
30 小学校 掛川市 218 9 1 33 14 13 3月7日 ～ 3月
31 小学校 袋井市 489 21 1 35 17 13 3月12日 ～ 3月1
32 小学校 菊川市 409 15 1 29 19 19 3月12日 ～ 3月1

1 32 7 7 3月8日 ～ 3月1
33 小学校 周智郡森町 371 17

1 25 10 10 3月12日 ～ 3月1
34 中学校 浜松市中央区 453 19 1 29 11 11 3月13日 ～ 3月1
35 中学校 浜松市中央区 250 10 1 32 9 8 3月13日 ～ 3月1
36 小学校 浜松市中央区 547 21 1 31 11 11 3月13日 ～ 3月1
37 小学校 浜松市中央区 1032 37 1 29 14 11 3月12日 ～ 3月1
38 小学校 浜松市浜名区 326 14 1 25 9 9 3月13日 ～ 3月1

275 13 1 23 10 3 3月13日 ～ 3月1
39 小学校 浜松市天竜区

275 13 1 20 8 4 3月13日 ～ 3月1
本日合計 １高等学校、１０中学校、２６小学校、１幼稚園、１保育所 56 1,564 551 503

８５３施設
本日までの累

（ ９７高等学校、　２１７中学校、　４２５小学校、　７０幼稚園、 4,730 136,159 43,289 40,147



計（実数）
１１保育所、　２２こども園、　１１特別支援学校　０高等専門学校）

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲さ
れています。） 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表していま
す。 　

　
　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳の
いずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/03/13

タイトル 公益財団法人日本サッカー協会田嶋幸三会長による知
事訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班

TEL 054-221-3177

東日本大震災により本県に活動拠点を移していたＪＦＡアカデミー福島の帰還に
伴い、日本サッカー協会の田嶋会長がお礼の挨拶のため知事を訪問する。

１　日　時　　令和６年３月19日（火）17時45分から18時15分まで

２　会　場　　県庁東館５階　知事室

　
３　訪問者　　公益財団法人日本サッカー協会会長　田嶋幸三

４　次　第　　(1) 訪問者の紹介
　　　　　　　(2) 田嶋会長からＪＦＡアカデミー福島帰還の報告とお礼の挨拶
　　　　　　　(3) 知事の挨拶
　　　　　　　(4) 懇談
　　　　　　　(5) 記念撮影



提 供 日 2024/03/13

タイトル 庁内検証委員会報告書等の公表

担　　当 経営管理部 総務局

連 絡 先 清水

TEL 054-221-2834

逢初川土石流災害に係る県の行政対応に関する検証結果を取りまとめ
たので、その内容を公表します

１　概要
　　県では、逢初川土石流災害に係る県の行政対応に関し、県議会特別委員会から
　提起された関係６法令に関する新たな論点について、検証作業を進めてまいりま
　した。
　　今般、検証結果を取りまとめ、令和６年２月県議会定例会に報告したので、検
　証の際確認した公文書とともに、その内容を県公式ホームページで公表します。

対象法令 県議会特別委員会から提起された新たな論点（概要）
砂防法 砂防指定地の面指定に関する判断、行為制限を行わなかった

判断の妥当性
森林法 地下水以外の原因を想定した源頭部北側宅地開発への指導の

妥当性
土砂災害防止法 土砂災害警戒区域の指定手続きの妥当性
都市計画法 地下水以外の原因を想定した源頭部北側宅地開発への指導の

妥当性、権限移譲後の市への技術的助言など支援の適切性
土採取等規制条例 県における早期の条例見直し検討の状況
廃棄物処理法 源頭部北西側区域における廃棄物処理（源頭部から北西側区

域に移動された木くず混じりの土砂を含む）への指導状況

２　公表する資料の内容
　・庁内検証委員会報告書（別冊（参考資料）を含む）
　・公文書リスト（県の行政対応等に係る公文書を法令別、日付順に整理）
　・公文書（公文書リストの中の該当の文書ファイル（PDF）を指定しクリックする
　　ことで、約730の公文書の閲覧が可能）

３　公表日ほか
　  令和６年３月14日（木）
　　（https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/1057427/1058640/index.html）

４　検証の結果等に関する問い合わせ先
庁内検証委員会に関すること 経営管理部総務局　054-221-2834
砂防法、土砂災害防止法に関すること 交通基盤部砂防課　054-221-3382
森林法に関すること 経済産業部森林保全課　054-221-2640
都市計画法、静岡県土採取等規制条例
に関すること

交通基盤部土地対策課　054-221-2450

廃棄物処理法に関すること くらし・環境部廃棄物リサイクル課
054-221-3328

５　庁内検証委員会の会議資料等の公表時期
　　庁内検証委員会の会議資料や、議事録につきましては、個人情報等の非開示情
　報の処理など必要な準備が整い次第、県ホームページにて公表いたします。

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/1057427/1058640/index.html


提 供 日 2024/03/13

タイトル 中部９県１市災害時等応援協定に係る連絡会議

担　　当 危機管理部 危機報道官

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

　令和６年能登半島地震に関する中部９県１市の知事及び市長によるテレビ会議が下記のとおり開催されます。
　本県からは、川勝知事が出席予定です。

（会議概要）
１　日時
　・令和６年３月15日（金）15:00～（30分程度）

２　場所
　・県庁東館５階特別会議室（Web会議）
　　　　　　　　　
３　内容
　・支援状況の共有
　・中部９県１市の今後の対応方針

（構成県市）
　富山県、石川県、福井県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、
　三重県（幹事県）、滋賀県、名古屋市



提 供 日 2024/03/13

タイトル 【第26報】令和６年能登半島地震への本県の支援（３
月13日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は別添のとおりです。



提 供 日 2024/03/14

タイトル 令和６年度静岡県公立高等学校入学者選抜（一般選抜
等）の合格者発表状況等

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第１班

TEL 054-221-3165

　令和６年度静岡県公立高等学校入学者選抜（一般選抜等）の合格者発表状況等

　令和６年度静岡県公立高等学校入学者選抜（一般選抜等）の合格者に対して、本
日（３月14日）正午以降に県内公立高等学校93校（分校等４校を４校と数える。）
から合格通知書を交付しました。
　合格者数等の状況及び再募集実施校等一覧については、県教育委員会高校教育課
のホームページに掲載します。

　https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/school/kyoiku/1003777/1003792/1031870.html
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会

https://www.pref.shizuoka.jp/kodomokyoiku/school/kyoiku/1003777/1003792/1031870.html


提 供 日 2024/03/14

タイトル 県議会だより写真・題字コンクール入賞者の決定

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2388

「静岡県の四季」をテーマに実施した「県議会だより写真コンクール」及び県内高校生を対象に実施した「県議会だより題字コ

ンクール」の入賞者を決定しました。

　入賞作品は、今後、発行する県議会だよりの表紙等を飾ります。

１　概要

（１）写真コンクール

　・応募点数　218点（71名）

　・部門　春、夏、秋、冬の４部門

　・賞　特選４点（部門ごとに１点）、入選８点（部門ごとに２点）

（２）題字コンクール

　・応募点数　148点（148名）

　・賞　特選４点、入選４点　

　※　県議会広報委員会において選定

２　入賞者（敬称略）

（１）写真コンクール

○ 特選４点（今後、発行する県議会だよりの表紙を飾ります。）

部門 氏名 住所 作品名

春 山本　武正 富士宮市 ＳＬさくら号

夏 中野　進 富士市 未来に向かって

秋 小栗　進 浜松市中央区 秋色を楽しむ

冬 中西　敬一 静岡市駿河区 富士山10年記念

○ 入選８点（今後、発行する県議会だよりに掲載されます。）

部門 氏名 住所 作品名

髙橋　浩 伊豆の国市 調子を合わせて！
春

入山　育夫 沼津市 ご長寿おめでとう

仁藤　政孝 富士市 御神火祭り、みこしの川昇り
夏

山本　寿子 富士宮市 夏の夜空

 吉田　峯治 浜松市中央区 抜ゐ穂祭
秋

 高瀬　理絵 富士宮市 錦秋から零れ落ちる滝

増田　喜久 焼津市 新春の力走
冬

新村　和彦 駿東郡清水町 神男‼降臨

　（２）題字コンクール

　○特選４点（今後、発行する県議会だよりの表紙を飾ります。）

氏名 学校名 学年

　奥山　莉琴 　浜松学芸高等学校 ３年

　池ヶ谷　悠理 　静岡県立清水東高等学校 ２年

　杉山　ひなの 　静岡県立沼津西高等学校 ２年

　杉山　明日香 　静岡県立清水西高等学校 ２年

　○入選４点（今後、発行する県議会だよりに掲載されます。）

氏名 学校名 学年

　古橋　那菜 　浜松市立高等学校 １年

　髙村　和花 　静岡県立浜名高等学校 ２年



　海野　真奈花 　静岡県立掛川西高等学校 １年

　羽田野　百伽 　静岡県立富士高等学校 ２年



提 供 日 2024/03/14

タイトル 【訂正】令和５年度静岡県水防協議会を開催します

担　　当 交通基盤部 河川砂防局土木防災課

連 絡 先 加藤

TEL 054-221-2249

「令和５年度静岡県水防協議会」を開催

　－今までにない変更を行います―

※傍聴受付時間を訂正しました。（３月15日14時訂正）

　静岡県は、「令和６年度静岡県水防計画（案）」を審議するため、水防法第７条第５項に基づく「令和５年度静岡県水防協議
会」を開催します。
　今回の水防協議会では、令和４年台風第15号や令和５年台風２号に伴う豪雨を踏まえ、今までにない水防計画の変更を審議しま
す。
　変更するにあたり、市町水防担当者と内容について意見交換会を行っただけでなく、 気象 キャスターとより 良 い 情報発信 の 在 り
 方 について 意見交換会を行い、検討を進めました。
　今後も意見交換会を継続し、 新 たなステージに 入 った 豪雨 に 対応 できる 水防活動を目指していきます。
　
１　開催日時

　　令和６年３月19日（火）10時00分から

２　場　　所

　　静岡県庁別館８階第１会議室（静岡市葵区追手町９－６）

３　議　　事

　　令和６年度静岡県水防計画（案）について

４　一般傍聴

　　定　　員　６名
　　傍聴受付　 当日10 時30 分 から 会場入口 にて 実施 （ 先着順 定員 になり 次第終了 ）

　　　　　　　当日９時30分から会場入口にて実施（先着順 定員になり次第終了）

５　問い合わせ先

　　静岡県　交通基盤部　河川砂防局　土木防災課　防災班
　　電　話：054-221-2249　　ＦＡＸ：054-221-3564
　　メール：dobokubousai@pref.shizuoka.lg.jp

６　参考

　　水防法は、「洪水、雨水出水、津波又は高潮に際し、水災を警戒し、防御し、

　及びこれによる被害を軽減し、もつて公共の安全を保持する」ことを目的として

　おり、これに基づき、各行政機関が行う業務の内容、役割分担、連絡系統などを

　水防計画書として定めています。

mailto:dobokubousai@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/03/14

タイトル 遠州織物をリサイクルした紙を開発しました

担　　当 経済産業部 工業技術研究所富士工業技術支援センター

製紙科

連 絡 先 工業技術研究所富士工業技術支援センター製紙科

TEL 0545-35-5190

遠州織物をリサイクルした紙を開発しました

１　要旨
　近年、ファッション産業では、ファストファッションの台頭により短いサイクルで大量生産、大量廃棄が行われており、二酸化
炭素の大量排出などで環境に多大な負荷を与えていることから、環境負荷を考慮した「サステナブルファッション」が急速に広
まっています。
　静岡県では、サステナブルファッションの取組を推進するため、県の大型研究プロジェクト「新成長戦略研究」において遠州織
物関連事業者と協力し、織物の製造工程から排出される不要な端材などを紙の原料としてリサイクルするための研究開発を行いま
した。そして今回、その検討結果を基に、富士市内の製紙工場でリサイクル紙のテスト抄紙に成功しました。

　　　遠州地区の廃棄繊維　　　　　　　解繊繊維          リサイクル紙　　　　　　　　　　
２　開発したリサイクル紙
　試作した紙はパルプに綿や麻で作られた遠州織物をリサイクルした原料を30％配合しており、名刺やポストカードなどの印刷用
紙として利用することができます。また、今回の開発では、無地の白い紙だけでなく、繊維が配合されていることが目視で確認で
きる着色繊維を５％配合した紙も作製しました。

○試作したリサイクル紙の概要

品名 繊維リサイクル紙

繊維配合割合 30％（綿及び麻）

坪量 約160g/m
2

工場実機での試作 特徴 柔らかな風合いを有する

３　今後の予定
　開発したリサイクル紙を遠州織物の事業者などに活用してもらい、循環型社会のモデルケースの一例を示すことでサステナブル
ファッションの取組を拡大していく予定です。

（問い合わせ先）
　工業技術研究所 富士工業技術支援センター 製紙科　電話：0545-35-5190
　



提 供 日 2024/03/14

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第122報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年３月14日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第122報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第122報（３月13日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 下田市 51 5 1 6 3 3 3月12日 ～ 3月1
2 中学校 熱海市 261 11 1 30 9 9 3月13日 ～ 3月1

1 33 7 7 3月13日 ～ 3月1
3 中学校 三島市 834 12

1 32 8 8 3月13日 ～ 3月1
4 小学校 裾野市 85 7 1 10 3 3 3月13日 ～ 3月1

1 30 8 7 3月14日 ～ 3月1
5 小学校 御殿場市 206 9

1 33 9 7 3月13日 ～ 3月1
6 小学校 富士市 836 29 1 34 14 14 3月12日 ～ 3月1
7 小学校 富士市 279 13 1 27 7 7 3月14日 ～ 3月1
8 小学校 富士市 688 35 1 26 8 8 3月14日 ～ 3月1
9 小学校 富士市 302 14 1 27 14 14 3月14日
10 小学校 静岡市葵区 363 15 1 26 9 9 3月12日 ～ 3月1
11 小学校 静岡市駿河区 497 21 1 24 5 5 3月13日
12 小学校 静岡市清水区 514 20 1 35 7 7 3月13日 ～ 3月1

1 28 10 9 3月13日
1 31 9 8 3月13日13 小学校 静岡市清水区 545 21
1 26 8 8 3月13日

14 小学校 静岡市葵区 603 18 1 34 14 14 3月11日 ～ 3月1
15 高等学校 藤枝市 614 19 19 614 34 34 3月14日 ～ 3月1
16 小学校 焼津市 284 17 1 29 11 9 3月12日 ～ 3月1
17 小学校 焼津市 1012 35 1 30 13 13 3月13日
18 小学校 焼津市 630 27 1 31 8 8 3月13日 ～ 3月1
19 小学校 榛原郡吉田町 575 22 1 34 7 7 3月13日 ～ 3月1
20 こども園 島田市 165 9 1 28 6 6 3月13日 ～ 3月1

1 35 12 12 3月12日 ～ 3月1
21 中学校 湖西市 883 35

1 35 14 13 3月12日 ～ 3月1
22 中学校 浜松市中央区 679 24 1 31 8 8 3月14日 ～ 3月1
23 小学校 浜松市中央区 588 24 1 30 8 8 3月14日

本日合計 １高等学校、４中学校、１７小学校、１こども園 46 1,389 273 265
８５３施設

本日までの累
計（実数） （ ９７高等学校、　２１７中学校、　４２５小学校、　７０幼稚園、

１１保育所、　２２こども園、　１１特別支援学校　０高等専門学校）
4,776 137,548 43,562 40,412

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に
再掲されています。） 　 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入し
ています。 　

　
　 　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公
表しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛
又は咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　 　
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/03/14

タイトル 令和５年度第２回　静岡県発達障害者支援地域協議会
の開催

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 知的障害福祉班

TEL 054-221-2367

令和５年度第２回　静岡県発達障害者支援地域協議会の開催

（要旨）
　発達障害のある方の支援体制の整備を図るため、医療、保健、福祉等に関する業務を行う関係機関や民間団体などにより構成さ
れる静岡県発達障害者支援地域協議会を開催します。

（概要）
１ 日時　令和６年３月18日（月）　午前10時～午前11時30分（予定）
２ 会場　静岡県庁　別館２階第１会議室ＣＤ
３ 内容(審議事項)
　・令和５年度発達障害者支援センター事業報告
　・令和５年度県事業報告 ほか

４　委員（敬称略）
氏名 所属等

 高貝  　就  浜松医科大学特任教授
 五條　智久  静岡県立こころの医療センター精神科医長
 小野　宏志  静岡県医師会理事
 鈴木　和香子  静岡県立大学看護学部准教授
 池谷  　修  静岡県知的障害者福祉協会会長
 高木  誠一   (社福)ひかりの園相談支援事業所まど相談支援専門員
 香野  　毅  静岡大学教育学部教授
 吉澤　　純  (独行)高齢・障害・求職者雇用支援機構静岡支部静岡障害者職業センター所長
 津田  明雄  静岡県自閉症協会会長
 秋山　裕子  静岡県手をつなぐ育成会会員
 水口　国康  三島市社会福祉部長
 増田　稔生子  吉田町福祉課長
 岡田  祐輔  県東部発達障害者支援センターセンター長
 櫻井　郁也  県中西部発達障害者支援センター管理責任者
 中島  直美  あさがお法律事務所弁護士

※「静岡県発達障害者支援地域協議会」とは
　発達障害者支援法に基づき、医療、保健、福祉、教育、労働に係る関係者等が相互の連絡を図ることにより、地域における発達
障害者の支援体制に関する課題について情報を共有し、関係者等の連携の緊密化を図るとともに、地域の実情に応じた体制の整備
について協議を行う機関です。



提 供 日 2024/03/14

タイトル 静岡県障害者スポーツ応援隊が体験イベントでパラス
ポーツの魅力を発信します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

パラリンピアンの中野琢也選手（静岡県障害スポーツ応援隊）が浜松市主催の体験イ
ベントでパラスポーツの魅力を発信します！

１　応援隊派遣内容

派遣イベント

パラスポーツ体験フェスタ
・日程　令和６年３月17日（日）
・時間　10:00～15:00（応援隊出演は13:00～14:00）　
・場所　可美公園総合センター体育館
　　　　　（浜松市中央区増楽町920-2）

派遣隊員

中野　琢也　選手
・浜松市出身
・社会福祉法人聖隷福祉事業団所属
・東京2020パラリンピックシッティングバレー出場

派遣内容
４つの競技（車いすバスケットボール、ボッチャ、ゴールボー
ル、ボルダリング）を一般参加者と一緒に体験し、アスリートの
視点からパラスポーツの解説や魅力をお伝えします。

※本イベントはふじのくにパラスポーツ推進コンソーシアムの会員認証事業として実施さ
れます。

２　障害者スポーツ応援隊とは？
　障害者スポーツの魅力を発信し、普及・振興を図り、スポーツを通じて障害のある方に対する理解を深め、共生社会の実現を目
指すため、パラリンピックに出場した本県関係選手を「静岡県障害者スポーツ応援隊」に任命し、障害者スポーツの普及啓発に係
る講演や実技指導に携わっていただいています。

３　ふじのくにパラスポーツ推進コンソーシアムとは？
「パラスポーツのチカラで静岡を元気にします」をミッションに、パラスポーツの推進を通じて、県民１人ひとりが多様性を受け
入れ、障害に関係なく誰もが個性を発揮し、いきいきと健康に暮らせる共生社会の実現を目指して令和5年8月に設立された官民連
携の共同事業体です。

４　問い合わせ先
静岡県スポーツ・文化観光部スポーツ局スポーツ振興課（幸田）
電話　054-221-3284
当日連絡先　080-1580-8162



提 供 日 2024/03/14

タイトル （一社）静岡県自動車会議所様から、交通安全
・防犯啓発品の寄贈を受けます！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2549

～安心・安全の輪を広げよう～
一般社団法人静岡県自動車会議所様から、
交通安全・防犯啓発品の寄贈を受けます！

　県ではこの度、一般社団法人静岡県自動車会議所様から、交通安全・防犯啓発品の寄贈を受けるとともに、同会議所に対して知
事感謝状を贈呈します。

１　開催日時
　　令和６年３月２１日（木）午前１０時３０分開始（おおむね３０分間）

２　開催場所
　　静岡市駿河区国吉田二丁目４－２６
　　一般社団法人静岡県自動車会議所　中会議室

３　出席者
（１）静岡県自動車会議所
　　　会長　　　酒井　公夫（さかい　きみお）様
　　　専務理事　山下　正晴（やました　まさはる）様
（２）静岡県
　　　くらし・環境部長　　　　　高畑　英治（たかはた　えいじ）
　　　同部県民生活局長　　　　　高松　央（たかまつ　ひさし）
　　　同局くらし交通安全課長　　入戸野　明（にっとの　あきら）

４　式次第
（１）交通安全・防犯啓発品の寄贈
（２）知事感謝状の贈呈
（３）記念撮影



提 供 日 2024/03/14

タイトル オンライン上でいつでも、楽しく「やさしい日本語」
を学ぶことができます！「やさしい日本語」eラーニン
グページ作成

担　　当 知事直轄組織 地域外交局多文化共生課

連 絡 先 多文化共生班　萩原

TEL 054-221-2178

オンライン上でいつでも、楽しく「やさしい⽇本語」を学ぶことができます︕
「やさしい⽇本語」eラーニングページ作成

１ 要旨
  「やさしい⽇本語」の初心者が、「やさしい⽇本語」の基本を学ぶことができるeラーニングページを県ホームページ上に構築しました。
 静岡県に関連した３種類の動画を⾒ることで、オンライン上でいつでも楽しく学ぶことができます。
  個⼈での学習の他にも、県内の⾃治体、国際交流協会、企業や学校等における「やさしい⽇本語」講座での活⽤も促していきます。

２ eラーニングページ概要
ステップ１ ステップ２ ステップ３

タイトル 話そう、
やさしい⽇本語。

もっと学ぼう︕
やさしい⽇本語。実践編

静岡やさ⽇３文クッキング

形  式 啓発動画 チュートリアル動画 クイズ動画
本  数 １本 １本 ６種類×５本 計30本
内  容 ・「やさしい⽇本語」の有効性や

取組の必要性、活⽤事例を通し
て、「やさしい⽇本語」がどのよ
うなものか知ることができる。

・ハサミの法則（「はっきり言う」
「さいごまで言う」「みじかく言
う」）を⽤いて、「やさしい⽇本語」
の作り⽅を簡単に理解することができ
る。

・動画を観た後に、クイズ動画に取り
組むことができる。

・ハサミの法則（「はっきり言う」「さいごま
で言う」「みじかく言う」）を⽤いて、「やさ
しい⽇本語」の作り⽅を簡単に理解することが
できる。

・動画を観た後に、クイズ動画に取り組むこと
ができる。

・「観光」「名産品」「工業製品」「静岡 ⽅
言」「防災」「くらしの言葉」の静岡 県に関
連したテーマ６種類。
・クイズ形式で「やさしい⽇本語」を楽しく学
ぶことができる。

 ● やさしい⽇本語eラーニング ホームページURL       
  https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/1049844/1002474/1060662.html  

                                      
 （参考）やさしい⽇本語とは 
  「やさしい⽇本語」は、難しい言葉を言い換えるなど、相⼿に配慮したわかりやすい⽇本語のことです。
 1995年の阪神・淡路⼤震災を契機に、災害発⽣時に、⽇本語が不慣れな外国⼈に、素早く的確に情報を伝えることを⽬的に考案されました。
 外国⼈、⼦どもや⾼齢者、障害のある⼈など、様々な⼈に役⽴つ表現⽅法の一つです。

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/1049844/1002474/1060662.html


提 供 日 2024/03/14

タイトル 令和５年度“ふじのくに”のフロンティアを拓く推進
会議（本部員会議）を開催します

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課

連 絡 先 フロンティア推進班

TEL 054-221-2362

令和５年度“ふじのくに”のフロンティアを拓く推進会議（本部員会議）を開催します
＜『ふじのくにフロンティア地域循環共生圏』３圏域を認定＞

安全・安⼼で魅⼒ある県⼟の実現を⽬指す“ふじのくに”のフロンティアを拓く取組の着実な推進を図るため、令和５年度“ふじのくに”のフロンティアを拓
く推進会議（本部員会議）を開催します。

このたび、 令和５年度認定 として 、３ 圏域（３市４町 ）を認定しました。
本会議では、令和5年度の取組状況及び今後の展開について県からご説明するとともに、
 地域循環共生圏 として 認定 した 取組 について 認定市町 から 発表 します 。

１　日時
令和６年３⽉19日(⽕) 17時00分から17時40分まで

２　場所
県庁別館９階　特別第一会議室

３　内容
(1)令和５年度の取組状況及び今後の展開について
(2)市町事例発表（令和５年度認定　ふじのくにフロンティア地域循環共⽣圏）
　『駿河湾横断広域地域循環共⽣圏』（発表者:藤枝市 副市⻑、⻄伊⾖町　副町⻑）
　『牧之原・菊川お茶の郷地域循環共⽣圏』（発表者:牧之原市 副市⻑、菊川市 副市⻑）

４　本部員会議の構成員
知事（本部⻑）、出野副知事（副本部⻑）、政策推進担当部⻑、
デジタル戦略担当部⻑、地域外交担当部⻑、危機管理部⻑兼危機管理監代理、
経営管理部⻑、くらし・環境部⻑、スポーツ・⽂化観光部⻑、健康福祉部⻑、経済産業部⻑、交通基盤部⻑、企業局⻑、教育部⻑

【令和５年度認定ふじのくにフロンティア地域循環共⽣圏一覧】
市町 地域循環共⽣圏名

藤枝市・南伊⾖町・松崎町・⻄伊⾖町 駿河湾横断広域地域循環共⽣圏
牧之原市・菊川市 牧之原・菊川お茶の郷地域循環共⽣圏
川根本町 南アルプスかわね地域循環共⽣圏



提 供 日 2024/03/15

タイトル 令和５年度「ふじのくに家庭教育支援推進企業教育長
表彰」表彰式を開催します

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 地域家庭班

TEL 054-221-3115

令和５年度
「ふじのくに家庭教育支援推進企業教育長表彰」表彰式を開催します

　働く保護者が安心して家庭教育を行えるよう、親としての学びの機会を設け、家族のコミュニケーションを深めるなどの家庭教
育支援を積極的に進める３事業者を県教育長が表彰します。

１　開催日時　令和６年３月22日（金）午後３時から３時45分まで

２　会　　場　静岡県庁西館７階　教育長室（静岡市葵区追手町９番６号）

３　出 席 者
  ・被表彰事業者の代表者
　　株式会社小林製作所　事務管理部部長　望月　雅人　様
　　株式会社愛ノ宮　　　代表取締役　　　大石　隆久　様
　　株式会社天峰建設　　代表取締役　　　澤元　　薫　様

　・県教育委員会
　　教育長ほか

４　次　　第
（１）出席者紹介
（２）教育長挨拶
（３）取組紹介
（４）表彰状贈呈
（５）歓談
（６）記念写真撮影

５　被表彰事業者及び取組内容
事業者名

（所在地） 主な取組内容

株式会社小林製作所
（富士市水戸島）

毎月、月末の金曜日を「ノー残業デー＝家庭の日」とし、社内掲示板およびデジタルサイネージ
で通知している。当日は、終業時刻の前から音楽と呼びかけで周知をしている。

株式会社愛ノ宮
（浜松市浜名区）

令和２年度より継続的に企業内家庭教育講座を開催し、受講を促進している。オンラインで講座
を配信することにより、業務の都合で参集できない方も受講できるように工夫をしている。

株式会社天峰建設
（袋井市横井）

企業内家庭教育講座を開催し、社員全員で仕事と家庭の両立について考えた。「宮大工と一緒に
木工体験・漆喰塗り体験」を実施し、働くことの意義について考える機会をつくっている。

「有徳の人づくり」を進めています
静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/03/15

タイトル 清水港を脱炭素化！～協議会開催～

担　　当 交通基盤部 港湾局港湾企画課

連 絡 先 3056

TEL 054-221-3056

清水港を脱炭素化！～協議会開催～

　令和６年３月22日「第７回清水港カーボンニュートラルポート協議会」開催に続き「第１回清水港港湾脱炭素化推進協議会」を開催します。

　清水港では、カーボンニュートラルポート（CNP）の形成に向け、実施すべき取組やロードマップ等を官民一体となって検討し、令和５年３月「清水港

CNP形成計画」を策定公表しました。

　今回は、令和４年12月の港湾法改正により「港湾脱炭素化推進協議会」の設置及び「港湾脱炭素化推進計画」が法定化されたことから、更なるCNP形成

の促進に向け本会の改組とともに、既定計画から「港湾脱炭素化推進計画」への更新内容を議論します。

　　

１　開催概要

　（１） 名　称 ：第７回清水港カーボンニュートラルポート協議会

　　　　日　時 ：令和６年３月22日（金） 午後２時30分～３時10分

　　　　場　所 ：清水マリンビル６階　大会議室（静岡市清水区日の出町９－25）※Web併用

        事務局：国土交通省中部地方整備局清水港湾事務所、静岡県交通基盤部港湾局

　（２） 名　称 ：第１回清水港港湾脱炭素化推進協議会

        日　時 ：令和６年３月22日（金） 午後３時10分～４時00分

        場  所 ：同　上

        事務局：静岡県交通基盤部港湾局

２　主な議題

　（１） 第７回清水港カーボンニュートラルポート協議会

　　　・カーボンニュートラルポートの形成について

　　　・港湾法改正に基づく法定協議会への移行について

　（２） 第１回清水港港湾脱炭素化推進協議会

　　　・「清水港港湾脱炭素化推進計画（案）」について

3　取材

　　　・ 協議会 は 非公開 としますが 、 冒頭挨拶 （ 議事開始前 ） まで 傍聴及 び 撮影可能 です 。

　　　・当日は、午後２時20分までに会場にお集まりください。

　　　・会議終了後に、報道関係者向けの事後レクを行います。

　　　　※清水港カーボンニュートラルポート（CNP）の取組

     https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kowan/1040834/1029591.html

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/kowan/1040834/1029591.html


提 供 日 2024/03/15

タイトル 【訂正】令和５年度静岡県水防協議会を開催します

担　　当 交通基盤部 河川砂防局土木防災課

連 絡 先 加藤

TEL 054-221-2249

「令和５年度静岡県水防協議会」を開催

　－今までにない変更を行います―

※傍聴受付時間を訂正しました。（３月15日14時訂正）

　静岡県は、「令和６年度静岡県水防計画（案）」を審議するため、水防法第７条第５項に基づく「令和５年度静岡県水防協議
会」を開催します。
　今回の水防協議会では、令和４年台風第15号や令和５年台風２号に伴う豪雨を踏まえ、今までにない水防計画の変更を審議しま
す。
　変更するにあたり、市町水防担当者と内容について意見交換会を行っただけでなく、 気象 キャスターとより 良 い 情報発信 の 在 り
 方 について 意見交換会を行い、検討を進めました。
　今後も意見交換会を継続し、 新 たなステージに 入 った 豪雨 に 対応 できる 水防活動を目指していきます。
　
１　開催日時

　　令和６年３月19日（火）10時00分から

２　場　　所

　　静岡県庁別館８階第１会議室（静岡市葵区追手町９－６）

３　議　　事

　　令和６年度静岡県水防計画（案）について

４　一般傍聴

　　定　　員　６名
　　傍聴受付　 当日10 時30 分 から 会場入口 にて 実施 （ 先着順 定員 になり 次第終了 ）

　　　　　　　当日９時30分から会場入口にて実施（先着順 定員になり次第終了）

５　問い合わせ先

　　静岡県　交通基盤部　河川砂防局　土木防災課　防災班
　　電　話：054-221-2249　　ＦＡＸ：054-221-3564
　　メール：dobokubousai@pref.shizuoka.lg.jp

６　参考

　　水防法は、「洪水、雨水出水、津波又は高潮に際し、水災を警戒し、防御し、

　及びこれによる被害を軽減し、もつて公共の安全を保持する」ことを目的として

　おり、これに基づき、各行政機関が行う業務の内容、役割分担、連絡系統などを

　水防計画書として定めています。

mailto:dobokubousai@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/03/15

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（3/8～3/14）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第532報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（3/8～3/14）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の59頭で、豚熱ウイルスの感染事例はありませんでした。

平成30年９月以降、14,724頭（死亡382頭、捕獲14,342頭）の検査を実施し、596頭の陽性（死亡170頭、捕獲426頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



提 供 日 2024/03/15

タイトル 【取材依頼】静岡大学セルロース循環経済研究所の全
体会議を開催

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 技術振興班

TEL 054-221-2985

植物由来で環境負荷の低いＣＮＦ(セルロースナノファイバー)素材で
循環経済の実現をめざします！

～静岡大学セルロース循環経済研究所が報告書をとりまとめ～

　県では、循環経済の実現を目指し、昨年６月に静岡大学が新設した「セルロース循環経済研究所」と連携しております。
　本年度、リサイクル性に優れ、環境に優しい素材として幅広い用途での活用が期待されているＣＮＦ（セルロースナノファイ
バー）をはじめとしたセルロース素材に関する研究を行いました。
　この研究は、３つの研究チーム※で、計６回の分科会を行い、課題解決に向けた方策を議論してきました。

　これら３チームの研究テーマの成果を持ち寄り、各分科会の報告書をとりまとめる全体会議を下記のとおり開催します。

記

日　時　令和６年３月18日（月）　13：30～ 16:00 
会　場　富士市交流プラザ（富士市富士町20－１）
出席者：磯貝　明　東京大学特別教授　
　　　　青木　憲治　静岡大学グローバル共創学部　准教授
　　　　日本製紙（株）
　　　　駿河エンジニアリング（株）
　　　　イオインダストリー（株）
　　　　（株）エコネコル　他

　当日は、ＣＮＦ研究の第一人者である東京大学の磯貝明特別教授が参加し、セルロース素材の社会実装に向けて、今後必要とな
る取組等について御意見をいただきます。

　また、会場では、循環素材チームがＣＮＦ素材で製作した自動車部品を実際に見て触っていただくことができます。
　試作部品は、スズキ ソリオのハンドル前の収納ボックスで、４月６日（土）から浜名湖ガーデンパークで開催される浜名湖花
博2024の体験交流ひろば 大型テントに展示します。　

※研究チーム
　（１）循環素材チーム
　　セルロース循環素材の研究開発、製品開発
　　　・県内中小企業等と連携した自動車部品試作
　　　・既存部品からの置き換えの可能性を検証　　　
　
　（２）循環経済チーム
　　社会実装に向けたリサイクルシステム等の検証
　　　・分別方法の研究、リサイクル制度への提言
　　　・LCAやLCCO2（ライフサイクルCO2）の計算、
　　　　トレーサビリティ方法についての提言
　
　（３）県産パルプチーム
　　県産パルプ活用に向けた経済システム等の検証
　　　・コストやサプライチェーンの検証、課題の整理
　　　・セルロース系素材を用いた循環経済モデルの作成

　
写真：静岡大学が県内企業と連携して試作したＣＮＦ素材の自動車部品　※白色部分
　　　　浜名湖花博2024会場内で実車とともに展示　＜展示協力：スズキ（株）＞



提 供 日 2024/03/15

タイトル 伊豆の温泉活用を考える！ＩＣＯＩプロジェクト成果
発表会を開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積班

TEL 054-221-2985

令和６年３月21日（木）にＩＣＯＩプロジェクト成果発表会を開催します！

　静岡県では、伊豆地域において、温泉に食、スポーツ等を組み合わせた新しいヘルスケア産業を創出する「伊豆ヘルスケア温泉イノベー
ション（ＩＣＯＩ）プロジェクト」に取り組んでいます。
　このたび、ICOIプロジェクトの実績や成果について皆様にご報告する成果発表会を開催いたします。
　
１開催概要

　１）日　　時　令和６年３月２１日（木）　午後２時００分から午後３時45分
　
　２）場　　所　沼津商工会議所　４階　大会議室
　　　　　　　　　（沼津市米山町６番５号）
　
　３）参 加 費　無料
　
　４）参 加 者　ＩＣＯＩプロジェクトに関心がある企業、自治体、関係団体等
　※一般の方の参加も可能です。
　　 伊豆の温泉を活用した産業創出などの取組に興味のある方は是非御参加ください！

２成果発表会次第
　
　１）主催者挨拶
　
　２）プロジェクト活動報告及び令和６年度取組
　　　　
　３）実証事業委託成果報告
　
　４）ＩＣＯＩプロジェクトコーディネーター活動報告
　
　５）ＩＣＯＩアンバサダー活動報告（天玲美音氏）

　※なお、成果発表会終了後に交流会を開催いたします。

問い合わせ先
　　静岡県経済産業部 産業革新局 新産業集積課　新産業集積班

　ＴＥＬ：054-221-2985　e-mail：trc@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:trc@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/03/15

タイトル 地域経済牽引事業計画を承認しました

担　　当 経済産業部 政策管理局産業政策課

連 絡 先 産業政策課

TEL 054-221-2650

１　要旨
県は２月に新たに１件の地域経済牽引事業計画を承認した。
県全体の承認件数累計は182件、付加価値創出計画額合計は約780億円となっている。

２　２月に県が承認した地域経済牽引事業計画の概要
申請者 東宏生コンクリート工業株式会社

ベースとなる基本計画 県全域計画

主な実施場所 清水町

活用する地域特性の
分野 第４次産業革命分野

事業名
最新ＩｏＴ技術を駆使した生コンの品質管理・生産管理システムに

よる生産性向上

３　主な支援措置（事業者向け）
項　目 内　容

設備投資への減税措置
機械、装置及び建物等(投資額2,000万円以上)について、法
人税を軽減（税額控除２％又は４％（上乗せ要件を満たす場合
は５％控除）等）

国の補助事業の優遇 地域デジタルイノベーション促進事業等における加点等

４　承認済の地域経済牽引事業計画（令和６年２月末現在）

ベースとなる基本計画 件数 付加価値
創出計画額

県全域計画 108件 約329億円

浜松市域計画 24件 約99億円

静岡市戦略産業等支援強化地域計画 43件 約312億円

静岡市域計画 ６件 約39億円

牧之原市域計画 1件 約1億円

合　計 182件 約780億円

[参考：地域経済牽引事業計画について]

・ 市町村・都道府県が作成し、国が同意した「基本計画」に基づき事業者が作成し、県又は県が承認権限を移譲している市（静岡市、浜松市、牧之原市）が承認する計
画のこと。

・ 承認要件として、地域の特性を生かして、高い付加価値を創出し、地域の事業者に対する相当の経済的効果を及ぼすことが求められる。
・ 県全域計画では、次の６つのうち、いずれかの地域特性を活用することを承認要件としている。

「成長ものづくり分野」「農林水産分野」「第４次産業革命分野」「観光・スポーツ分野」「環境・エネルギー分野」「ヘルスケア産業分野」



提 供 日 2024/03/15

タイトル 【取材依頼】スーパーマーケット、調味料製造メー
カーが県と協働して、県民の野菜摂取増を応援！～
【野菜マシマシキャンペーン】の開催～

担　　当 健康福祉部 健康局健康政策課

連 絡 先 健康企画班

TEL 054-221-2404

【取材依頼】スーパーマーケット、調味料製造メーカーが県と協働して、県民の野菜摂取増を応援！～【野菜マシマシキャン
ペーン】の開催～

（要旨）

　本県の健康課題として「脳血管疾患による死亡の多さ」があり、脳血管疾患の要因の一つである高血圧対策が重要である。

　その対策の一つとして、血圧上昇に関与するナトリウムの尿中への排出を促すカリウムを多く含む野菜摂取量の増加を目指し、
県は産学官連携による取組を展開する。

　

　この趣旨に賛同頂いたエスエスケイフーズ株式会社、株式会社タカラ・エムシーから「野菜をもっと食べよう！ 野菜マシマシ
キャンペーン」（令和６年３月１日（金）～３月31日（日））を県と協働して取り組む旨の提案があったため、次のとおり実施
する。

（内容）
１　イベント

　　　○日　時　令和６年３月19日（火）　午前10時～12時

　　　○場　所　フードマーケットマム羽鳥店（静岡市葵区羽鳥３－15）

　　　○内　容  ・野菜摂取量を数値で見える化できる機器「ベジチェック®」による測定会を開催

                 ・「ベジチェック®」体験者先着100名にエスエスケイフーズ提供

                   によるドレッシングをプレゼント

                 ・子ども向けイベント「ちゃっぴー」撮影会の開催。

                  （午前10時～12時：予定）

　　　　 

２　キャンペーンの内容

　　（キャンペーン期間：令和６年３月１日（金）～３月31日（日）)

　・タカラ・エムシーが展開しているフードマーケットマム等の来店客に、エスエスケイフーズの商品を購入した方から抽選で
20名に野菜セットをプレゼント。

　・プレゼントは、「しあわせ野菜畑有機野菜セット（Ｍサイズ）」。

　・県と協働した取組として、キャンペーン関連ポスター等に県の生きがいと健康づくりのイメージキャラクター「ちゃっぴー」
を使用しメッセージを発信。



提 供 日 2024/03/15

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第123報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-9928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年３月15日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第123報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第123報（３月14日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 中学校 裾野市 358 14 1 32 15 15 3月15日
1 31 7 7 3月14日 ～ 3月1

2 小学校 田方郡函南町 698 26
1 27 8 8 3月14日 ～ 3月1

3 小学校 静岡市清水区 704 25 1 34 13 13 3月14日 ～ 3月1
4 小学校 静岡市清水区 594 21 1 27 6 6 3月13日

7 26 7 6 3月12日 ～ 3月1
5 特別支援学校 静岡市葵区 389 80

4 16 11 11 3月12日 ～ 3月1
6 小学校 藤枝市 540 19 1 28 9 9 3月13日 ～ 3月1
7 小学校 掛川市 218 9 1 34 8 8 3月13日 ～ 3月1
8 中学校 浜松市中央区 618 26 5 173 26 22 3月15日

本日合計 ２中学校、５小学校、１特別支援学校 23 428 110 105
８５３施設

本日までの累
計（実数） （ ９７高等学校、　２１７中学校、　４２５小学校、　７０幼稚園、

１１保育所、　２２こども園、　１１特別支援学校　０高等専門学校）
4,799 137,976 43,672 40,517

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/03/15

タイトル インフルエンザの流行が再び注意報レベルとなりまし
た！

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

－危機管理情報－

～インフルエンザが再び注意報レベルとなりました！～
　
　2024年第10週（3/4～3/10）の感染症発生動向調査で、静岡県内のインフルエンザの定点当たり患者報告数が １１. ９６ 人 に 増加
 し 、 注意報 レベルの 基準値 （ 定点当 たりの 患者報告数10 人 ） を 超 えました 。 今後 、 流行 が 長期間持続 することも 考 えられますの
 で 、 県民 の 皆様 には 、 咳 エチケットや 換気 、 手洗 いといった 感染拡大防止対策 に 努 めていただくとともに 、 ワクチン 接種 を 検討
 していただくようお 願 いします 。

 １２．９６　⇒ 　９.４０　　⇒　８.４７　⇒　  １１. ９６
（2/12～2/18） （2/19～2/25）  （2/26～3/3）  （3/4～3/10）

　
＜参考＞　

インフルエンザの定点当たりの報告数とは、県内の小児科、内科併せて139の定点医療機関の１医療機関当たりの１週間の患者
数です。

流行開始の目安とされている報告数は１、注意報レベルは10、警報レベルの開始は30、警報レベルの終息は10です。

今シーズンの県内のインフルエンザ流行状況は、シーズン入りした2023年第36週（9/4～9/10）にすでに流行レベル（４．７
９）となっており、第40週（10/2～10/8）に注意報レベル（１０．０８）、第47週（11/20～11/26）に警報レベル（３０．９
６）となり、2024年第８週（2/19～2/25）に警報レベルが終息（９．４０）していました。

同一シーズン内で、警報レベルが終息した後、再度、注意報レベルとなるのは、記録が残る2002年以降、初めてです。

インフルエンザが原因と考えられる学級閉鎖の数は、記録が残る2012-2013シーズン以降のシーズン合計で、すでに閉鎖学級
数、閉鎖学級の在籍者数、患者数、欠席者数が過去最高となっています。

流行している型は、2023年の末頃までは90％以上がＡ型でしたが、2024年からＢ型が増え続けており、現在、流行している型
は90％以上がＢ型です。

インフルエンザのワクチンには、Ａ型Ｈ１亜型、Ａ型Ｈ３亜型、Ｂ型ビクトリア系統、Ｂ型山形系統の４種類が含まれていま
す。接種すれば必ず感染しないというわけではありませんが、症状を抑えられ、重症化のリスクが減少します。



近年のインフルエンザによる学級閉鎖状況

区分
閉鎖

学級数
閉鎖学級の
在籍者数 患者数 欠席者数 初発年月日

4,799 137,976 43,672 40,517 9月4日
2023-2024

(R5-R6)
2023-2024(R5-R6)は2023.9/4～2024.3/14の数値

2022-2023
(R4-R5) 387 11,088 3,627 3,408 11月29日

2021-2022
(R3-R4) 報告なし

2020-2021
(R2-R3) 報告なし

2019-2020
(R1-R2) 1,118 31,047 10,015 9,129 9月2日

2018-2019
(H30-R１) 1,944 53,162 16,970 15,428 10月16日

2017-2018
(H29-H30) 2,598 71,307 22,729 20,403 9月25日

2016-2017
(H28-H29) 2,005 56,824 17,963 15,834 10月18日

2024年 定点医療機関から型別報告があった患者数の割合

インフルエンザA型 インフルエンザB型
週

報告数 割合 報告数 割合

 第１週  (1/1～1/7) 429名 91.1% 42名 8.9%

 第２週  (1/8～1/14) 614名 86.6% 95名 13.4%

 第３週  (1/15～1/21) 714名 83.4% 142名 16.6%

 第４週  (1/22～1/28) 569名 71.9% 222名 28.1%

 第５週  (1/29～2/4) 435名 50.1% 434名 49.9%

 第６週  (2/5～2/11) 273名 33.7% 538名 66.3%

 第７週  (2/12～2/18) 135名 17.7% 626名 82.3%

 第８週  (2/19～2/25) 82名 14.0% 502名 86.0%

 第９週  (2/26～3/3) 60名 14.2% 362名 85.8%

 第１０週(3/4～3/10) 64名 8.8% 661名 91.2%



　＜県民の皆様へ＞

ワクチンの接種について
インフルエンザによって高齢者や基礎疾患のある方は、重症化することがあり、乳幼児ではまれにインフ
ルエンザ脳症を起こすことがあります。ワクチン接種により、死亡や入院の危険が減少するとされていま
す。
今シーズンのインフルエンザワクチンの供給量は、昨シーズンの使用量を超える供給量となります。
65 歳以上等 の 定期接種対象者 で 接種 を 希望 する 方 は 、 お 早 めの 接種 をお 願 いします 。
 定期接種対象者以外 でも 、 特 に 、 基礎疾患 のある 方 や 、 乳幼児 、 以前 インフルエンザにかかってつらかっ
 た 方 は 接種 の 御検討 をお 願 いします 。

（インフルエンザワクチンの接種によって、インフルエンザの重症化を予防する効果や発症をある程度抑える効果が期待できる
一方、接種時の体調によっては副反応などが生じる場合もありますので、かかりつけ医などと相談しつつ、接種を検討いただく
ようお願いいたします。）

なお、インフルエンザワクチンと新型コロナワクチンは同時に接種できます。

「うつらない」・「うつさない」ための取組の徹底
体調が悪い場合は、人が集まるイベントに参加することは控えましょう。
人混みでは、 咳 エチケット（咳やくしゃみが出るときは、マスクを着用するか、ティッシュや腕の内側な
どで口と鼻を覆い顔を他の人に向けない）を励行しましょう
インフルエンザと診断されたら医師の指示を守って服薬し、外出を控えるとともに、家庭内でも咳エチ
ケットを徹底し、十分な休養をとりましょう
人が集まる室内では、十分に換気をしましょう
こまめに手洗いをしましょう
なるべく密を避けましょう
十分な栄養と睡眠をとり、健康管理につとめましょう



提 供 日 2024/03/15

タイトル オール県庁で子どもと子育て家庭を支援していくため
令和５年度第２回「ふじさんっこ応援推進本部」を開
催します

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 少子化対策班

TEL 054-221-2608

オール県庁で子どもと子育て家庭を支援していくため
令和５年度第２回「ふじさんっこ応援推進本部」を開催します

（要旨）
県の各部局が相互に連携を図りながら、少子化対策及び子ども・子育て支援を総合的に推進していくため、令和５年度第２回ふじさんっこ

応援推進本部を開催します。
今回の会議では、令和６年度に予定している「(仮称)静岡県こども計画」の策定等について審議するほか、少子化対策に関する全庁的な取

組の更なる推進に向けた意見交換を行います。

（概要）
１　日時
　　令和６年３月19日（火）午後２時30分から午後３時30分まで（予定）

２　場所
　　静岡県庁別館９階特別第一会議室

３　内容
　　【議事】
　　　・「(仮称)こども計画」策定及び施策へのこども・若者の意見聴取・
　　　　反映について
　　
　　【意見交換】
　　　・静岡県の少子化対策及び子ども・子育て支援等に係る取組

４　出席者　
　　本 部 長：森副知事
　　副本部長：健康福祉部理事（少子化対策担当）
　　構 成 員：各部長　他



提 供 日 2024/03/15

タイトル 令和５年度第２回静岡県安全快適な富士登山推進会議
を開催します

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 交流・継承班

TEL 054-221-3746

令和５年度第２回静岡県安全快適な富士登山推進会議を開催します

（要旨）
 　富士登山に関わる県内関係者が、富士登山における課題を整理・共有し、課題解決について検討するため、県が今年度立ち上げた「静
岡県安全快適な富士登山推進会議」の第２回会議を次のとおり開催します。

（会議概要）
１　日　時　令和６年３月21日（木）10時30分から12時まで

２　場　所　プラサヴェルデ　401会議室（静岡県沼津市大手町１丁目１－４）

３　出席者　山小屋組合、登山ガイド団体、交通事業者、警察、消防、市町、国、県等

４　議　題　今夏の富士登山に係る静岡県側の取組方針について

５　その他　会議は公開します。当日取材を希望する社は、富士山世界遺産課　袖山（054-221-3746）までご連絡ください。

0315sekai.pdf0315sekai.pdf 　



提 供 日 2024/03/15

タイトル 静岡県文化財保護審議会の開催～県指定文化財候補１
件について審議します～

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 河合

TEL 054-221-3158

静岡県文化財保護審議会の開催
～県指定文化財候補１件について審議します～

令和６年３月18日（月）に静岡県文化財保護審議会を開催し、県指定文化財１件の新たな指定について審議し、知事に答申します。

１　開催日時・場所
　（１）開催日時　令和６年３月18日（月）午後１時30分から午後３時まで
　（２）場      所　静岡県庁別館９階特別第二会議室

２　審議内容
　県指定文化財候補物件の審議
 　　＜対象＞宿蘆寺大澤家墓所
　　　　　　（しゅくろじおおさわけぼしょ）

・種　 別　　記念物（史跡）
・所在地　　浜松市中央区庄内町719
・所有者　　宗教法人宿蘆寺

○県指定文化財の件数
種 別 有形文化財 無形文化財 民俗文化財 記念物 合計

現在の件数 ３４２ １ ５６ １５９ ５５８
指定後の件数 ３４２ １ ５６ １６０ ５５９



提 供 日 2024/03/15

タイトル 旧ヴァンジ彫刻庭園美術館施設を活用した文化ネット
ワークの検討委員会の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化政策班

TEL 054-221-2252

旧ヴァンジ彫刻庭園美術館施設を活用した文化ネットワークの検討委員会の開催

令和６年２月16日に寄附受納した旧ヴァンジ彫刻庭園美術館施設を活用して、東部・伊豆地域の特色ある文化の魅力を増進させ、選ば

れる地域づくりを進めるため、県、市町、文化・観光関係者、経済界などと連携する文化振興のネットワーク「（仮称）東部・伊豆地域文化

ネットワーク」を令和６年度に立ち上げる予定です。

このたび、文化ネットワーク設立に向けて、検討委員会を立ち上げ、ネットワークの役割、体制、事業内容等について、地元関係者等と意

見交換します。

なお、本委員会では、今後策定をする旧ヴァンジ彫刻庭園美術館施設の利活用計画についても、意見を聴取していきます。

（第1回検討委員会の概要）

１　日時　　令和６年３月21日（木）10時から12時30分

２　会場　　旧ヴァンジ彫刻庭園美術館（駿東郡長泉町東野347-1）

３　出席者

　　・検討委員会委員10名（委員長　太下義之氏（第７期　県文化政策審議会副委員長））

　　・県、地元関係者等

４　内容

（１）会議（10時～11時）

　　・旧ヴァンジ彫刻庭園美術館及び東部・伊豆地域文化ネットワークに係る検討経緯

　　・民間活力を導入した先進文化施設事例紹介

　　・今後のスケジュール

（２）施設見学（11時15分～12時30分）　※出席者のうち、希望者のみ参加

５　その他

　　　・本委員会は、今後、令和６年度中に５回程度開催予定

・ 当日 の 取材 は 、 上記 ４ （ １ ） の 冒頭 あいさつ 及 び （ ２ ）とします。

６　問い合わせ先

スポーツ・文化観光部文化局文化政策課　電話：054-221-2252



提 供 日 2024/03/15

タイトル 【当日取材希望】草薙陸上競技場でパラスポーツイベ
ント（パラサイクルイベント及びアスリート発掘プロ
グラム）を開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3284

パラスポーツのチカラで静岡を元気に！草薙陸上競技場で２つのパラスポーツイベントを実施します！

午前開催（10:00～12:00）静岡県パラアスリート発掘計測プログラム

午後開催（12:15～16:00）ふじのくにパラサイクルチャレンジin草薙陸上競技場

１　静岡県パラアスリート発掘計測プログラム

次世代のパラスポーツを担う選手を発掘するため、障害に応じた走・跳・投の基本スキル測定や身体測定、県内競技団体等による相談や体
験会を開催します。
　　
　　○プログラム概要

日　　時 令和６年３月20日（水・祝）10:00～12:00
会　　場 静岡県草薙総合運動場陸上競技場（静岡市駿河区栗原19-1）

日　　程
※予定

10：00～10：20　オープニング
　　　　　　　　　　趣旨説明　等

10:30～12:00　　・各種測定
　　　　　　　　　　　体重・握力・手や上下肢の長さ・肩関節柔軟性・長座体　
　　　　　　　　　　　前屈、垂直跳び・立ち幅跳び・ボール投げ・20M走・　
　　　　　　　　　　　3分間走　等
　　　　　　　　　　・相談ブース
　　　　　　　　　　　医療関係者、パラスポーツ指導員関係者、競技団体、　
　　　　　　　　　　　コンソーシアムアスリート強化ＷＧ
　　　　　　　　　　・競技体験等
　　　　　　　　　　　わかふじスポーツ大会各競技主管団体　　　　

参加者 障害のある方59人と介助者・同行者（事前申込者）
主催 静岡県、（公財）静岡県障害者スポーツ協会
協力 静岡県理学療法士会、静岡県障害者スポーツ指導者協議会、県内障害

者スポーツ競技団体　等

　　
２　ふじのくにパラサイクルチャレンジin草薙陸上競技場

東京2020パラリンピックのレガシーとしてパラサイクリングの裾野拡大を図るとともに、県民の皆様にパラサイクリングをより知っていただくため、
記録会及び体験会を内容とした「ふじのくにパラサイクルチャレンジ　　in草薙陸上競技場」を開催します。
当日は、デフ自転車競技の早瀨憲太郎選手も来場し、ゲストトークやデモンストレーションを行うなど、東京2025デフリンピックの自転車競技
本県開催のＰＲも行います。
　
※早瀨憲太郎選手（ろう者・デフ自転車競技（ロード）選手）
　・2013年ソフィア（ブルガリア）デフリンピック大会から３大会連続出場
　・2017年サムスン（トルコ）デフリンピック大会　自転車競技（スプリント）６位

　　○イベント概要
日　　時 令和６年３月20日（水・祝）12:15～16:00
会　　場 静岡県草薙総合運動場陸上競技場（静岡市駿河区栗原19-1）

日　　程
※予定

12：15～12：45　オープニング、ゲストトーク等
　　　　　　　　　　早瀨憲太郎選手によるゲストトークやデモンストレーション

12:45～14:00　　パラサイクリング等体験
　　　　　　　　　　タンデム、ハンドサイクル、レーサー、車いすバスケ車を
　　　　　　　　　　試乗体験
　　　　　　　　　　
14:15～16:00　　タイムトライアルチャレンジ（申込者　70人）
　　　　　　　　　　事前エントリーした距離（50m、500m、1km、3ｋｍ）で、タイ　
　　　　　　　　　　ムを測定し、記録証を交付する。

主催 静岡県、（公財）静岡県障害者スポーツ協会
協力 日本競輪選手会静岡支部、静岡県理学療法士会、静岡県障害者スポー

ツ指導者協議会、高校陸上部　等

【参考】東京2025デフリンピック
概　要：耳のきこえない・きこえにくい選手のための国際総合スポーツ競技大会
　　　　　（日本初開催）
開催期間：令和７年11月15日（土）～26日（水）（12日間）
参加国：70～80か国・地域　　選手数：約3,000人
競技数:２１競技
　　　　　うち自転車競技２競技（ロード・マウンテンバイク）が日本サイクルスポーツセン
　　　　　ター（伊豆市）で開催

３　その他
・パラサイクルチャレンジ及び発掘計測プログラムはふじのくにパラスポーツ推進コンソーシアムの会員認証事業として実施されます。
・ふじのくにパラスポーツ推進コンソーシアムとは？
「パラスポーツのチカラで静岡を元気にします」をミッションに、パラスポーツの推進を通じて、県民１人ひとりが多様性を
受け入れ、障害に関係なく誰もが個性を発揮し、いきいきと健康に暮らせる共生社会の実現を目指して令和5年8月に設立され



た官民連携の共同事業体です。

　　４　問い合わせ先
　　静岡県スポーツ・文化観光部スポーツ局スポーツ振興課
　　電話　054-221-3284
　　当日連絡先　080-1580-8162



提 供 日 2024/03/15

タイトル 桜の開花情報を提供します！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境ふれあい課

連 絡 先 緑化班

TEL 054-221-2849

３月18日スタート！　県内74箇所の

桜の開花情報を提供します。

　静岡県さくらの会は、１月５日(金)から実施している早咲き桜に続いて、３月18日（月）からは、ソメイヨシノなどの開花情報等を県ホームペー
ジで提供します。

１　情報提供期間
　 令和 ６ 年 ３ 月18 日 （ 月 ） から 、 全 ての 名所 の 見頃 が 終 わるまで
　※ホームページの更新は、月曜日から金曜日の毎日午後５時～６時頃
　　（土日祝日は更新しません）

２　掲載ホームページアドレス
　県ホームページ「静岡県さくらの会」
　 https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/sakura/1057737/index.html　

 　
３　掲載箇所
　　別添資料のとおり（74箇所）

＜静岡県さくらの会とは＞
　国花である桜を愛護する精神を広く県民に普及させ、その保存と育成を図り、静岡県の観光と美化の推進に努めることを目的として、桜の開
花情報の提供や、桜の保護技術の普及活動などを行っています。

令和５年度静岡さくら写真コンクール入賞作品
はままつフラワーパークの桜

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/sakura/1057737/index.html


提 供 日 2024/03/15

タイトル 職員表彰・「ひとり１改革運動」事例発表・年間表彰
式の開催

担　　当 経営管理部 行政経営局行政経営課

連 絡 先 行政経営課　鈴木千世（ひとり１改革運動担当）

人事課　浅野（職員表彰担当）

TEL 行政経営課 054-221-2911

人事課 054-221-2018

令和５年度　職員表彰・「ひとり１改革運動」事例発表・年間表彰式の開催

職務において顕著な業績をあげた職員や、職務の内外を問わず県民から賞賛される行いをした職員を表彰する「職員表彰」と、職員一人ひ
とりが身近な業務を改革・改善し、活き活きと働ける風土醸成と県行政の生産性向上につなげる「ひとり１改革運動」の事例発表・年間表彰
式を合同で開催します。今年度は、５年ぶりに「ひとり１改革運動」の事例審査を当日の事例発表後に行います。

１　概要

（１）日　時　令和６年３月2 2 日（金）14 :3 0 ～16 :3 0

（２）場　所　静岡県庁　西館４階第１会議室

（３）次第

14 時3 0 分 開会
14 時3 5 分 職員表彰　表彰
14 時4 5 分 職員表彰　事例発表
14 時5 0 分 ひとり１改革運動　審査員紹介等
14 時5 5 分 ひとり１改革運動　事例発表

１　働き方改革の推進部門
　　「オール県教委」による学校等の文書事務負担軽減に向けた取組（教育委員会　業務改善チーム）

２　県民サービスの向上部門
　　救急外来のM S W専任配置による業務改善（静岡県立総合病院　患者サポートセンター）

３　連携・協働の推進部門
　　民間との協働による公共工事で発生する未利用木材の有効活用（東部農林事務所　治山課　治山班）

４　ミ ス防止・コンプライアンス部門
　　補助金交付申請の様式改善により事業者・職員の負担軽減（健康福祉部　福祉指導課　介護指導第１班、
第２班）

５　フレッシュ部門
　　企業との包括連携協定を活用した子どもたちの探究的な学びの創出（教育委員会　教育政策課　政策企
画班）

６　広報グランプリ 部門
　　橋名揮毫( きごう ) プロジェクト～地元高校との協働による富士川かりがね橋の橋名板揮毫～（富士土木事
務所　企画検査課　企画班）

15 時2 5 分 ひとり１改革運動　審査
15 時4 5 分 ひとり１改革運動　審査結果発表
15 時5 0 分 ひとり１改革運動　表彰
16 時0 5 分 ひとり１改革運動　審査員講評
16 時2 0 分 職員表彰・ひとり１改革運動　知事講評・挨拶
16 時3 0 分 閉会

（４）審査員　※　5 0 音順

大坪　 檀 学校法人新静岡学園　学園長
川勝　平太 静岡県知事
佐藤　克昭 佐藤経済研究所長
鈴木　智子 一般社団法人静岡県大学出版会　代表理事
難波　浩三 ＱＣサークル静岡地区　地区世話人

（５）その他

　　県HPに、受賞結果等を掲載予定です。

　　なお、オンライン（Z oom ）での配信は行いません。

２　過去の最優秀賞受賞取組

令和４年度 本県初のクラウドファンディングを活用した研究資金の募集に挑戦！（経済産業部　産業イノベーション推進
課）

令和３年度 新型コロナウイルス注意喚起「おしえて！後藤参事」ショートムービーで毎日投稿（健康福祉部　新型コロナ対
策企画課、知事直轄組織　広聴広報課）

令和２年度 「ヤッカイ者のモウソウ竹」が「ウマい静岡メンマ」に。～産官学民協働で地域の土砂災害対策を、更に循環型
取組、S DGsへ～（交通基盤部　静岡土木事務所）



提 供 日 2024/03/15

タイトル 静岡県立清水東高等学校において「地域防災活動知事
褒賞」を伝達

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 佐藤

TEL 054-221-3694

「地域防災活動知事褒賞」静岡県立清水東高等学校で伝達式を開催！

１　要　　旨

　令和５年10月25日付けで報道提供した、災害発生時に功績顕著な団体等に実施してい

る「地域防災活動知事褒賞」受賞者のうち、清水県立東高等学校について以下のとおり

伝達が行われます。

２　伝達の実施（災害発生時の功績の部）

静岡県立清水東高等学校　（しずおかけんりつしみずひがしこうとうがっこう）

・日　程　令和６年３月19日（火）

・時　間　午前９時15分ごろから

・場　所　静岡県立清水東高等学校（静岡市清水区秋吉町５番10号）

・伝達者　静岡県立清水東高等学校　校長　寺島　明彦　様

・取　材　可能。ただし、取材する場合は、あらかじめ３に記載の問い合わせ先に

　　　　　連絡してください。

３　当日の伝達式の問い合わせ先

　静岡県立清水東高等学校

　電話番号　054-366-7030

　担　　当　教頭　秋永 様

４　功績概要

令和４年台風第15号により発生した静岡市清水区における断水に際し、当該高校の自然科学部地学班が、給水所、シャワー施設等の情報を

示した地図である「給水拠点等マップ」をGoogle マイマップで作成し、被害発生から２日後には当該団体のTwitter（現X）で公表され、広

く県民の情報収集に貢献した。

作成されたマップはウェブ地図となっていることから、利用者にとって場所の検索や縮尺の変更が容易でわかりやすく、また、企業や団体

からTwitterによせられた情報提供に基づく支援情報も掲載されることで、静岡市清水区における共助・公助両方の支援情報が網羅的に掲載

されたプラットフォームとして広く県民への情報提供ツールとなった。

これらの活動により、わかりやすい情報提供、支援情報の集約が迅速に行われたことは、災害発生時における大きな功績として認められる

と同時に、市民（civic）参加によるテクノロジー（technology）を活用した社会課題解決の形であるシビックテック（civic-tech）の先駆

けとして同様の活動が今後も期待される。



提 供 日 2024/03/15

タイトル 県独自のマイナンバー個別データ点検を実施します。

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局デジタル戦略課

連 絡 先 デジタル戦略班

TEL 054-221-3679

１　要旨

　静岡県マイナンバー情報総点検本部は、マイナンバー情報総点検で対象外とされた県の事務を対象に個別データ点検を行うこと
としました。

２　経緯

　マイナンバー情報総点検において、国は、再発防止対策として「マイナンバー登録事務に係る横断的なガイドライン」を策定し
ました。
　本ガイドラインにおいて、定期的なマイナンバーの確認の徹底が示されたことを踏まえ、静岡県マイナンバー情報総点検本部
は、関係所属との調整を進め、国のマイナンバー情報総点検で対象外とされた県の事務を対象に、個別点検を実施することとしま
した。
　なお、３月14日（木）に開催した本年度第２回のデジタル戦略推進本部会議において、この方針を全庁に周知しました。（標記
会議の資料は別添のとおり。）

３　今後の対応

　点検作業の実施時期や方法については、今後、対象各事務の状況等を踏まえ、個別に設定します。
　個別データ点検により、マイナンバー情報等の紐付け誤りが判明した際は、速やかに公表します。


